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　ふと気づけば、口の端からよだれが垂れていた。考え事をしている最中に、居い眠ねむりをしていたらしい。慌あわてて口を拭ぬぐい、気の緩ゆるみに眉まゆをしかめた。

　船はゆりかごのようだし、膝ひざの上が温かくて、つい眠ねむ気けに負けてしまう。

　目を擦こすり、あくびをすると、膝ひざの上で寝ねていた少女、ミューリが不満げに身をよじる。年の頃ころは十二か三で、早ければ嫁よめの話もあろうかという時期だ。生来のおてんばゆえに、嫁よめ入いり話はひと波乱あるだろうと常々覚かく悟ごしていたが、現状は想像もしなかった展開を迎むかえている。

　ミューリは長年奉ほう公こうしていた湯屋の主人の娘むすめで、生まれた頃ころから自分が世話係を買って出ている。幸いミューリも懐なついてくれて、兄様、兄様、とやや暑苦しいくらいだった。

　そのミューリが自分に恋こい心ごころを抱いだいていると知ったのが、ついこの間のことなのだ。この年とし頃ごろの少女にありがちな思おもい込こみ、で片づけるわけにはいかないし、その想おもいのほどを知ったのが、十日ほど前、海かい賊ぞくが根城にしているという北の島とう嶼しよ地域で、土地の問題に巻まき込こまれた時のことだった。

　自分はウィンフィール王国と教会との争いに関係し、北の島とう嶼しよ地域の信しん仰こうが異い端たんなのかどうかを調査しに向かっていた。そこでは祈いのりだけではどうにもならない貧しさの現実を知り、過か酷こくな生活の真実を知った。

　しかも、生きるのがやっとというその地域に、南の大商会と教会が派は遣けんした大司教が、邪よこしまな計画と黄金を手にやって来た。それを撃げき退たいできたのは、ほとんど運だと言ってもいいだろうし、誰だれかの頑がん張ばりのおかげだと言うならば、それはほかならぬミューリのことだった。

　それこそ、ミューリの信しん仰こうに近い、自分への好意のおかげだと。

　真っ暗な極ごつ寒かんの海に放り出され、死を覚かく悟ごしたその時、ミューリは躊躇ためらわずに自分を追いかけて海に飛とび込こんだ。愛を誓ちかい合った恋こい人びとでさえ、そんなことをできる人が何人いるだろうか。

　その無む鉄てつ砲ぽうさと、思いきりの良さに呆あきれつつ、それだけの想おもいを見せられたら、もう少女の幼い思おもい込こみとは言えはしない。

　それに、自分が聖職者を志願しているために禁欲の誓ちかいを立てているとか、妹みたいなものだから恋こい心ごころには応えられないとかは、ミューリに対して無意味なことも薄うす々うす理解はしているのだ。

　膝ひざの上でむずかるミューリの頭を撫なでれば、灰に銀粉を混ぜたような不思議な色合いの髪かみの毛けと同じ色をした三角の毛皮が、ひくひくと動いている。それは獣けものの耳であり、狼オオカミの耳だ。ミューリの母親は賢けん狼ろうホロと呼ばれ、麦に宿る狼オオカミの化け身しんであり、森の狩かりゆう人どたる狼オオカミが命を賭としてそれを獲え物ものと定めたのなら、逃にげる道などないのだろうから。

　神の子羊としての本能は、理り屈くつではない場所からそんな声を発している。

　しかし同時に、理り屈くつではなくミューリは自分の妹なのだ。

　父が娘むすめと、兄が妹と結ばれるなど、神がお許しになられるはずがない。

　ミューリにはなんとかその辺りのことを理解してほしいのだが、うまくいっていなかった。

　しかし、膝ひざの上の吞のん気きな寝ね顔がおを見ると、つい苦笑いが出てしまう。

　頭の痛い問題はありながら、少なくとも今は穏おだやかな時間が流れている。

　願わくばこの先もこんな時間が続きますように。

　そう祈いのり、ミューリの頭を撫なでながら、再び目を閉じたのだった。
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「兄様！　起きて！」

　ミューリの叫さけび声で、目を覚ました。

　何事かと辺りを見回すと、そこはまだ船の中で、しかも真っ暗だった。

　港に着いたのだろうか。しかし、夜の航海はよほどのことがないとしないはずなのに、と困こん惑わくしていると、直後に船が穴に落ちた。

　そう思うほどの浮ふ遊ゆう感の後、どすんと衝しよう撃げきが走り、今度は猛もう烈れつに床ゆかが上じよう昇しようする。

「なにかに摑つかまれ！」

　船倉いっぱいに声が響ひびき渡わたり、再び船は深い穴に落ちていく。床ゆかが大きく傾かたむいて、積み荷の木箱や麻あさ袋ぶくろの束が一いつ斉せいに転がっていく。幸いなのはそれらの多くが空なことだが、それでさえ、直ちよく撃げきを食らえば大怪け我がをするかもしれない。

　立っているのもままならないのは、揺ゆれそのものより、なにが起こっているかわからない動どう揺ようのせいだ。反射的にミューリの肩かたを抱だき、安全な場所を探そうとするが、袋ふくろの鼠ねずみならぬ船倉の積み荷で、逃にげる場所など上しかない。

　暗くら闇やみと大きな揺ゆれのなか、なんとか梯はし子ごにたどり着き、先にミューリから上がらせる。

　山育ちのおてんば娘むすめは、危なげなく梯はし子ごを上っていく。むしろ本を読んでばかりのこちらが手を借りる始末だったが、なんとか甲かん板ぱんに出た瞬しゆん間かん、横よこ殴なぐりの風と雨に襲おそわれた。

「もっときつく縛しばれ！」

「舵かじにもう一人つけ！　絶対に手を離はなすな！　西に流されれば外海に放り出されるぞ！」

　甲かん板ぱん上は地じ獄ごくの有あり様さまだった。

　猛もう烈れつな雨は滝たきの下に船が迷まよい込こんだかのようで、空は石炭の黒雲で覆おおわれている。稲いな光びかりがひっきりなしに暗黒の世界を照らし、不気味な雲のひだまではっきり見える。

　呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていると、帆ほげたにしがみついた誰だれかが、こちらに向かって怒ど鳴なっていた。

　しかし、雷らい鳴めいが搔かき消けして、なにを言っているのかまったくわからない。

　直後、舷げんを越こえて激流が襲おそい掛かかってきた。

　甲かん板ぱんを洗う波は膝ひざが折れるかと思うほどの勢いで足元を攫さらっていく。水の塊かたまりは岩の塊かたまりと変わらない。抵てい抗こうなどできようはずもなく、ミューリ諸共反対側の舷げんまで押おし流ながされた。

　したたかに背中を打って、さらに体が浮ふ遊ゆう感に包まれると、滝たきが足元から頭上に向けて流れていき、最後には唐とう突とつに顔を床ゆかに押おしつけられた。

　事態に全くついていくことができない。

　咳せき込こんでいると、誰だれかが耳元で叫さけぶ。

「兄様、立って！」

　ミューリの声に目を開ける。ずぶ濡ぬれのミューリが、こちらの右手を両手で摑つかんでいた。

「綱つなに摑つかまれ！」

　誰だれかの声に、ミューリが慌あわてて辺りを見回した。今度は自分が動き、側にあった綱つなに手を伸のばす。同時に、ミューリが摑つかむ右手を引き寄せて、脇わきと胸を使ってその細い体を力の限りに抱だきしめた。

　直後に船首が大きく沈しずみ、塩しお辛からい激流が体の上を走はしり抜ぬける。冷たさなど感じる余よ裕ゆうさえない。目もくらむような稲いな光びかりの後の雷らい鳴めいも、甲かん板ぱんを通り過ぎる海水の音に搔かき消けされる。

　ここに至ってようやく、船がどんな状じよう況きようなのか把は握あくできた。

　嵐あらしの真っただ中に迷まよい込こみ、葉っぱで作った船みたいになっているのだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか」

　腕うでの中のミューリに声をかけると、ずぶ濡ぬれの子こ猫ねこみたいなミューリは、咳せき込こみながらもうなずいていた。

「兄様、こそ……海に落ちないでよ！　もう飛とび込こみたくないんだから！」

　憎にくまれ口ぐちに笑い、波で洗われた綺き麗れいなおでこに口づけをした。

「御無事ですか、コル様、ミューリ様！」

　そこに声がかかり、大きく船が揺ゆれる中でも、器用にこちらへ駆かけ寄よってくる人物がいた。

　樽たるのように丸い、デバウ商会の商人であるヨーゼフだ。

「なんとか神の思おぼし召めしで」

　そう答えると、ヨーゼフは再び襲おそいかかってきた波からこちらを守るように覆おおいかぶさり、水が引いてから、言った。

「ここは危険です！　お二人は下にいてください！」

　しかし、船乗りたちは全員が死しに物もの狂ぐるいで船の航行に死力を尽つくしている。

　なにか手伝えることはないか、と言いかけた瞬しゆん間かんだ。

「下に行って、中に入った水を小こ僧ぞうたちと一いつ緒しよにかき出してください！　それから、重り用に水を詰つめてある樽たるを空けて、縄なわでいくつかまとめてぎっちり縛しばっておいてください！　これで万が一船底に穴が開いても、かなり浮ふ力りよくが稼かせげます！　いよいよとなったら、それにしがみついて神に祈いのるのです！」

　幸いにも、為なすべきことはたくさんあるらしい。

「我々は船が外海に流されないようにします！　次の波が行ったら走ってください！」

　船が沈しずみ込こみ、稲いな光びかりによって崖がけのような波の稜りよう線せんが遥はるか頭上に見えた。

　直後、床ゆかに押おしつけられるほどの勢いで船が持ち上げられたかと思うと、その途と中ちゆうで甲かん板ぱんを思いきり洗われた。

「さあ、今です！」

　顔を拭ぬぐう間も惜おしく、ミューリの腕うでを抱かかえるようにして甲かん板ぱんを進む。

　ミューリは船倉への入り口に手をかけると、梯はし子ごを使わずひょいと飛とび込こんでしまう。

　もちろんこちらはそんなことできず、梯はし子ごで下りる際中に頭から波をかぶり、最後は足を滑すべらせて床ゆかに倒たおれ込こんだ。

「兄様は私がいないとほんとだめだね！」

　笑って言われたが、きっとそのとおりだ。そして、今はミューリが側にいるので、自分もやっていける。ミューリの手を取り立ち上がり、ヨーゼフから言われたことに取とり掛かかった。

　船体が傾かたむくたび、荷物は言うことを聞かない牛のように暴れまわる。頼たよりないだの腑ふ抜ぬけだの言われるが、湯屋ではそれなりに力仕事もこなしていた。なんとか踏ふん張ばって樽たるを押おさえ込こんでいるうちに、ミューリが嚙かみつくようにして栓せんを抜ぬいていく。後は波の翻ほん弄ろうに任せておけば、勝手に転がって空になるだろう。

　その間に、すでに空き樽だるになっているものを、あらゆるものが滅め茶ちや苦く茶ちやに動く中で力の限りに押さえ、ミューリが見つけてきた麻あさ縄なわで三つずつまとめて結ゆわえていく。

　その横では、船倉のさらに下から、小こ僧ぞうや乗り合わせていた客が、水でいっぱいになった木の桶おけを手て渡わたしで運び上げていて、壁かべに切られた窓から捨てている。窓からは捨てるよりも多くの波が入はいり込こんでいるようにも見えたが、なにもしなければ船は沈しずむ。弱音を吐はく者は誰だれもいない。

　樽たるをまとめる作業が終わったら、自分たちも水を捨てる作業に加わった。木桶おけは随ずい分ぶん軽そうに見えたのに、それがとんでもない間ま違ちがいだとすぐに気がつく。鉛なまりが詰つまったような桶おけを、船がひっくり返りそうなほど揺ゆれる中、中身をこぼさずに次の小こ僧ぞうに渡わたすことがどうしてもできない。四度失敗してから、小こ突づかれるように船底へと押おしやられ、膝ひざまで水に浸つかりながら水を汲くむ羽目になった。

　けれど、背が高く、湯屋で湯船の湯を何度も抜ぬいてきた自分には、こちらのほうが向いていたらしい。頭上から下りてくる木桶おけを受け取り、目いっぱい汲くんで持ち上げる。受け取ってくれるのは、時折稲いな光びかりによって輪りん郭かくが見えるミューリだ。

　水を汲くんだ桶おけを受け取り、空の桶おけを下ろしてくるその呼吸はぴったりで、ただの一度ももたつきはしなかった。ひっきりなしに船底には波がぶつかり、その板一枚向こう側は死の世界なのに、恐きよう怖ふを感じることさえない。

　一体どれだけそうしていたのか、もはやなにも考えられず、ただ手だけが勝手に動く中、突とつ然ぜん、振ふり下ろした木桶おけが床ゆかをガツンと叩たたく。その衝しよう撃げきで我に返り、いつの間にか水が引いていることに気がついた。

　船はなおも揺ゆれているが、天地がひっくり返るほどではない。山の嵐あらしもそうだが、海の嵐あらしも気まぐれらしい。最悪期を脱だつしたようだった。

　そう思った瞬しゆん間かん、わずかな揺ゆれにも立っていられず、その場にへたり込こむ。

　腕うでも手も強こわ張ばって、なんとか梯はし子ごに寄りかかるので精いっぱいだ。

　その時、誰だれかが梯はし子ごを下りてきて、こちらの頭の上に濡ぬれそぼった毛皮が覆おおいかぶさった。毛足の長さで、それがなんなのかわかる。

「兄様、大だい丈じよう夫ぶ？」

　ミューリは自分の頭を飛とび越こえて船底に下り、力の限りに身み震ぶるいして尻しつ尾ぽの水を弾はじいている。

　それだけで、尽つきかけていた気力が戻もどってくる。

「大だい丈じよう夫ぶ、ですよ。それに」

　と、もう動かないと思った腕うでを伸のばし、ミューリが伸のばしてきた手を摑つかむ。

「あなたが無事でしたら」

　嬉うれしそうに笑うミューリを前に、兄としての尊厳を搔かき集め、なんとか立ち上がった。

「さあ、上に戻もどりましょう。ここにいたら風か邪ぜを引きます」

　木桶おけで汲くめるほどではないが、船底にはなおも冷たい海の水が残っている。ここで座すわり込こんでいたら、ほどなく冷えきってしまう。耳と尻しつ尾ぽをしまったミューリの手を借りながら、よろよろと梯はし子ごを上り、船倉に戻もどる。

　呆あきれることに、船倉に切られた窓の外からは、目に痛いほどの夕日が差さし込こんでいた。

　そして、床ゆかには疲つかれ果はてた小こ僧ぞうや客たちが、打ち上げられた魚のように倒たおれているし、そんな彼かれらをまたぎながら、ヨーゼフが船長らしく指差しで人数を数えている。こちらに気がつくとにかりと笑って無事を祝ってくれた。今のところ、海に放り出された者もいないとのことだ。

　暴風に押おされて進路が大おお幅はばにずれてしまったが、ほどなく近くの港に停てい泊はくできると言う。

「災難でしたね」

　壁かべにもたれかかり、靴くつを脱ぬいで中の水を捨てながら言った。服も絞しぼれば、だばだばと水が垂れる。隣となりに腰こしを下ろしたミューリは、濡ぬれた髪かみを夕日に輝かがやかせ、歯を見せて笑いながらこう答えた。

「災難じゃなくて、大冒ぼう険けんだよ」

　この少女にかかれば、理り不ふ尽じんな世の中でさえ、目くるめく冒ぼう険けんの舞ぶ台たいになる。

　その太陽のような眩まぶしさに目を細め、最後の緊きん張ちようを解くことができた。

「少し、寝ねます」

「うん」

　絞しぼった上着をかけてくれていたミューリは、当然のように一いつ緒しよにその下に収まってくる。ついでに頰ほおに張りついたこちらの髪かみを指でどけ、臆おく面めんもなく口づけをしてきた。

　こちらに注意する気力もないことを見み抜ぬいたうえでの犯行だ。

「おやすみ、兄様」

　まったくもうと思いながら、上着を少し広めにミューリのほうにずらしてから、眠ねむりに落ちたのだった。

　結局、船は予定していた航路からかなり西に流されて、デザレフという港町にたどり着いたらしい。らしいというのは、じめついた船での転ごろ寝ねでは逆に疲つかれてしまい、船倉でぐったりしていたからだ。代わりにとっくに元気になっていたミューリが、甲かん板ぱんに出て船員たちから話を聞いてきていた。

「ねえねえ、兄様、大きな町らしいよ」

「そうですか。しかし……目的地からはだいぶ離はなれているみたいですね」

　島国であるウィンフィール王国と、海かい峡きようを挟はさんだ大陸側の港町を含ふくむこの海一帯の地図を見ながら呻うめいた。デザレフの文字はウィンフィール王国の北のてっぺんあたりにある。

「向かってるのは、アティフ？　って港じゃないんだっけ」

　横から地図を覗のぞき込こんでくるミューリが、そんなことを言った。

　自分たちの目的地は、港町アティフではなく、ラウズボーンというウィンフィール王国の港町だった。

「あの金きん髪ぱつがそこに来いって言ってるだけでしょ？　行かなくてもいいんじゃないの？」

　ミューリは平気な顔でそんなことを言う。

　金きん髪ぱつというのは、ウィンフィールの王族の血を引くれっきとした貴族の身分の、ハイランドのことだ。信しん仰こう心に篤あつく、勇気と知ち恵えを兼かね備そなえた、人々を導く領主になるために生まれてきたような素す晴ばらしい人物だが、ミューリはどうにもハイランドに手厳しい。

　自分がハイランドに向ける敬意を、それ以外のなにかだと疑っているのだ。

　ハイランドは凛り々りしく美しい女性であり、確かにミューリにはない魅み力りよくを兼かね備そなえている。

「そんなわけにはいきません。わざわざ場所を指定してきたのは、なにか動きがあったからでしょう」

　北の島での一連の出来事は、自分たちより一週間ほど早く、早船に手紙を託たくして伝えてある。

　ケソンの町にいた自分たちの許もとに返事が戻もどってきたのが二日ほど前で、それを受け取り次し第だい、島を発たったのだ。

「ふーん。ま、なんでもいいや。新しい町に行けるのは楽しいし」

　山やま奥おくのニョッヒラの村で、ミューリは湯屋にやって来る客たちにせがんでは、どこから来たのか、その地図を描えがかせていた。そういう意味では、退たい屈くつはしないだろう。

「ところで、兄様が昔行ったことのある町ってどこなの？」

「それはですね、ラウズボーンよりさらに南側に位置していて……」

　と、地図を手に話していたら、ほどなく船はデザレフの港に着いたのだった。

　港の賑にぎやかさは、甲かん板ぱんに立つ前から船倉に届く海鳥の鳴き声でわかる。ミューリにせっつかれて甲かん板ぱんに上がれば、アティフよりも賑にぎやかそうな町並みがそこにはあった。どうやら王国の中でも屈くつ指しの貿易港のようで、少なくとも温かい食事にはありつけそうだったし、じっとり湿しめった船の中で夜を明かさずに済みそうだった。

　ゆっくりと港を進む船の甲かん板ぱんから眺ながめていると、多くの船がずぶ濡ぬれで、夕日を受けて輝かがやいている。帆ほげたが傾かたむいていたり、破れた帆ほの下で船員たちがへたり込こんでいる船もある。少なからぬ船が、先ほどの嵐あらしを受けてこの港に逃にげ込こんだか、流されてきたらしいことがわかる。

　黒聖母を崇すう拝はいする海かい賊ぞくたちの根城、と言われる北の島とう嶼しよ地域から自分たちを運んできてくれたヨーゼフの船は、その中ではうまく切きり抜ぬけられたように見える。

　そのことを言ったら、北の地域の船乗りなら、そもそもあの嵐あらしをはるか遠くから察知して回かい避ひしていたでしょう、と言われてしまった。

　ウィンフィール王国と教会が対立し、近いうちに海を挟はさんでの戦争になるかもしれない状じよう況きようで、そんな北の船乗りたちを味方につけられたというのは、望外のことだった。

　それもこれも、ミューリのおかげだと思い、隣となりに立つ少女を振ふり向むいた瞬しゆん間かんだった。

　港を眺ながめていたミューリが、痛いくらいにこちらの手を強く握にぎってきた。

　こちらの考えていたことが伝わったのかと、驚おどろいてしまう。

「どうしました？」

　ところが、目を見開いたミューリは、泣きそうな顔でこう言った。

「羊さんの匂においがする！」

　直後に、腹の鳴るものすごい音がした。

　その緊きん張ちよう感のなさに、呆あきれることもない。世の中を強くたくましく生きていくというのは、きっとこういうことなのだから。

　ミューリの手を握にぎり返し、人と船でごった返す港の空気を胸いっぱいに吸すい込こんだ。

「温かい物が食べられるといいですね」

　こちらを見たミューリは、夕日にも負けないくらいの笑えみを見せてくれたのだった。

　港町デザレフで最も目立つのは、なんといっても巨きよ大だいな岬みさきだろう。白鳥がその首をもたげたような形をしていて、港町は岬みさきの麓ふもとから広がる翼つばさに守られるように作られていた。

　岬みさきの上にはなお見上げるばかりの鐘しよう楼ろうと大聖堂があり、鐘しよう楼ろうの鐘かねの横では片時も絶やさず火が焚たかれているらしい。多くの遭そう難なんした船乗りたちが、最後まで希望を捨てず、ここを目指して集まるのだ。

　しかも港は底なしのごとくに深く、大きな船も停てい泊はくできるということで、港の活気はアティフに輪をかけて凄すごかった。王国北部からもたらされる羊毛や羊肉、それらの加工品、あるいは豊富に取れる泥でい炭たんを使って蒸留された、王国名産の燃える酒の積つみ出だし港こうであり、代わりに南からは葡ぶ萄どう酒しゆや小麦、それに多種多様な輸入品がもたらされていた。特に行ゆき交かう酒の量は凄すさまじく、あちこちに醸じよう造ぞう所の紋もん章しようが焼き印された樽たるが積み上がっていた。

　酒が行ゆき交かい、羊もあるとなれば、人の騒さわぎが大きくならないはずもない。しかも北の島とう嶼しよ地域ほどには風もきつくなく、寒さもほどほどで、外で飲んで騒さわぐにはちょうど良い気候だ。

　日も暮れようかという今、むしろ人々の出足は一層賑にぎやかになりそうな雰ふん囲い気きだった。

「ミューリ、はぐれないように」

　と、先頭を行くヨーゼフの背中を見失わないようにしながら、いつもの倣ならいで手を繫つなごうとした時には、すでに少女の姿は隣となりになかった。

　先を行く道案内のヨーゼフを慌あわてて呼び止め、右に、左にと振ふり返かえると、串くし焼やきの露ろ店てんの前に小こ柄がらな背中を見つけた。むせ返るほどの脂あぶらの匂においと、香こうばしい煙けむりの中に、頭から突つっ込こんでいきそうな有あり様さまだ。

　土地と草木に乏とぼしい北の島とう嶼しよ地域では、羊も山や羊ぎもほとんどいない。豚ぶたもおらず、鶏にわとりでさえ少なかった。たまたま獲とれたという海かい獣じゆうを振ふる舞まわれたりもしたが、どれも肉が水っぽく血の味ばかりして、あまりおいしくなかった。

　一方、ウィンフィール王国の羊は世界で一番有名であり、肉食は可能な限り避さけている自分でさえ、ぎゅっと嚙かみしめたら甘あまい脂あぶらが溢あふれ出でそうな羊肉の串くし焼やきに、生なま唾つばが出る。

　こちらが声をかけるよりも先に振ふり向むいたミューリの視線に、抗あらがうのは難しかった。

「はぐっ、熱っ！　あふっ！」

「ほら、そんなに慌あわてないで」

　もちろんミューリは言うことなど聞かず、泣きそうな顔をしながら熱々の羊肉を頰ほお張ばっていた。もしかしたら本当に泣いていたかもしれない。

　なんにせよ顔がほころんでしまうのは、平和な光景に違ちがいないからだ。

　こうしておいしい食べ物を食べられるのも、神の思おぼし召めしだと感謝する。

　嵐あらしに巻まき込こまれて何事もなかったことも含ふくめて、後で大聖堂に赴おもむいてたっぷり感謝のお祈いのりをしておく必要があるだろう。

「さあ、お二人とも、こちらです」

　ヨーゼフはそんなやり取りを楽しそうに眺ながめながら、港町の中でも特に立派な建物が並ぶ、目め抜ぬき通どおりの一角に案内してくれた。今夜の宿を借りるため、ヨーゼフも所属するデバウ商会の商館にやって来たのだ。

　通りに面した荷に揚あげ場は、小さ目の屋や敷しきがすっぽり入ってしまいそうな大きさだった。日が暮れかけていることもあり、巨きよ大だいな木の扉とびらは半分閉じられていたが、その隙すき間まの向こうではまだたくさんの商人たちが働いている。

　その荷に揚あげ場の脇わきにあるのは、負けず劣おとらず威い風ふう堂どう々どうとした正面玄げん関かんであり、デバウ商会の旗が掲かかげられ、篝かがり火びが焚たかれている。山やま奥おくの温泉郷ニョッヒラから出てきて日も浅いミューリは、声もなくぽかんと商館の建物を見上げていた。

　自分もまた、あまりに建物が立派なので、こんな格好の旅人二人を本当に泊とめてくれるのだろうかと心配になる。

「ねえ、兄様、馬小屋に通されたりしない？」

　なにせ自分たちの服は依い然ぜんじっとり湿しめっていて、海の生なま臭ぐささが本領を発揮し始めていた。

　意い気き揚よう々ようと建物の中に入っていくヨーゼフが説明してくれれば、きっとそんなことはない、と思っても、やはりいくらかは不安だった。入り口前で待っていると、通りを行ゆき交かう商人や職人たちの視線もやや気になった。

　寒風にミューリがくしゃみをしていたので、上着を貸してやっている時のことだ。

「やあやあ、皆みなさま、よくぞおいでくださいました！」

　扉とびらを勢い良く開けて出てきたのは、濃こい金きん髪ぱつを波のように撫なでつけた、いかにも貴族然とした若い紳しん士しだった。足で稼かせぎ、天てん秤びんをいじくる商人ではなく、人々を動かす大商会の支配人を絵に描えがいたような人物は、真っ白に漂ひよう白はくされた手て袋ぶくろを外して、熱ねつ烈れつな握あく手しゆを求めてきた。

「私の名はエドウィン・スライ。当商館を預かっております！」

「こ、これは御ご丁てい寧ねいに。私はトート・コルと申します。こちらが」

「ミューリと言います。お世話になります」

　珍めずらしく挨あい拶さつが丁てい寧ねいなのは、柔やわらかいベッドと温かい食事を期待しているせいだろう。

　スライはミューリとも握あく手しゆを交かわすと、早さつ速そく扉とびらの中に誘さそってくれた。ヨーゼフは船のための仕入れの算段があるとかで、スライと少し会話を交かわすと、荷に揚あげ場のほうに向かっていた。
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　自分たちはそのまま中に招き入れられ、石造りの建物の入り口に飾かざられた甲かつ冑ちゆうや、巨きよ大だいな毛け織おり物ものの壁かべ掛かけに目を白黒させる。アティフの商館とはまた違ちがった雰ふん囲い気きで、それこそ貴族の邸てい宅たくのようだ。廊ろう下かの両りよう脇わきに控ひかえているお仕着せの下女たちも、演劇のように揃そろって頭を下げていた。

　恐おそろしく儲もうかっているのだ、と一目でわかる。

　入口から廊ろう下かを進むと、荷に揚あげ場と繫つながっているらしい広間に出た。そこは見慣れた光景の商会の帳場で、羊皮紙の束を抱かかえた小こ僧ぞうが走り回り、ずらりと並んだ帳ちよう簿ぼ台では、年とし嵩かさの商人たちが羽ペンを走らせていた。

「まずは着き替がえですね。ひどい有あり様さまだ」

　スライの冗じよう談だんにやや頰ほおが赤くなるくらい、確かにひどい有あり様さまだ。

　随ずい分ぶん若く見える商館の主は、羊の絵が刺し繡しゆうされた大きなタペストリーの下で仕事をしている者に声をかけ、こちらを恭うやうやしく手で示した。

「お二人に服を見み繕つくろっておいてくれ」

　言われた者はちらりとこちらを見るや、天てん井じようまでびっしりと反たん物もので埋うまっている戸と棚だなの扉とびらを開く。世界中の反たん物ものがそこに詰つめ込こまれているように見えた。

「では、部屋に御案内いたします」

　広間を抜ぬけると、床ゆかが石造りから木に変わる。階段の手すりは念入りに磨みがかれた真しん鍮ちゆう製で、壁かべにかけられた燭しよく台だいでは、蜜みつ蠟ろうが甘あまい光を放っている。

　子供の頃ころに王国を訪おとずれた時は、羊毛の輸出が不ふ振しんでずいぶん不景気そうだった。変われば変わるものらしい。

「それにしても、コル様に当商館にお越こしいただけるとは、まったく神も粋いきな計らいをしてくれたものです。話を聞きつけられたら、デザレフ近きん隣りんの悩める民が、こぞってここを目指して集まりますよ！」

　階段を上りながら、スライがそんなことを言った。

「まさか」

　呆あきれ笑いながら言うと、足を止めたスライは振ふり向むいて、真しん剣けんな顔で首を横に振ふった。

「ルウィック同盟の巨きよ大だい船せん舶ぱくが、北に向かう前に最後に補給をしたのが、このデザレフの港です。隠かくしてはいましたが、高位の聖職者を乗せていたのはばればれです。彼かれらが一体北になんの用だ？　と騒そう然ぜんとしたものです」

　スライが口にしたのは、王国と対立する教会が、北の海かい賊ぞくたちを仲間に引き入れるために差し向けた船のことだ。彼かれらは黄金を山と積んで、困こん窮きゆうする人々を人ひと質じち代わりに奴ど隷れいとして買い上げようとしていた。

「それで、各おの々おのの商会の命を受けた者が情報を集めに北に向かったわけですが、そこで多くの者が奇き跡せきを目の当たりにしました。傲ごう慢まんな南の大商会と大司教が、黒聖母の怒いかりを買ったわけです。ざまあ見ろ！」

　両りよう腕うでを子供のように振ふり上あげてスライは笑うと、きゅっと音がしそうなほどの勢いで踵きびすを返かえし、再び歩き出す。

「その際、北の海をまとめている修道士とは別に、一人の聖職者が力を貸していたらしいことがわかっていました。けれど、正体が誰だれにもわかりません。それが、コル様、あなただとヨーゼフ殿どのから聞きました」

　身なりは優ゆう雅がな貴族風だが、歩く速度は商人のそれだ。

　大おお股またにせかせかと進み、扉とびらの前で立ち止まる。

「しかも、なんと王族であられるハイランド様と共に聖典の俗ぞく語ご翻ほん訳やくを手がけられ、あのアティフでは欲に溺おぼれた教会の司教に鉄てつ槌ついを食らわし、ついに民衆が真の信しん仰こうに目覚めた最初の火を灯ともした人物だというではありませんか！　その話は王国で既すでに大きな噂うわさになっているんですよ！」

　どちらかというと、そういった事件にたまたま関わっていたという認にん識しきなので、なんとも身の縮む思いだ。ましてや、北の島とう嶼しよ地域での出来事は、九割九分、ミューリの手て柄がらである。

　ただ、詳くわしいことを口にするわけにもいかないので苦しんでいると、スライはそれを謙けん遜そんの美徳だと思ったらしい。

「コル様、やはりあなたは素す晴ばらしい。今やあなたは、教皇の悪政によって魂たましいの慰なぐさめを得られなくなって久しい王国では、生きる伝説扱あつかいなのです。吟ぎん遊ゆう詩し人じんが酒場で歌う時には、こんな二つ名がついているのですよ！」

「二つ名？」

　扉とびらに手をかけたスライは、外け連れん味みたっぷりの動作で扉とびらを開くと、こう言った。

「薄はく明めいの枢すう機き卿きよう！　私たちに、信しん仰こうの夜明けをもたらす方として！」

　噓うそだろう？　と笑いたくなったが、スライに通された部屋の調度は、冗じよう談だんではなかった。

「こちらの部屋をお使いください。当商館で一番の部屋です！」

　五階か六階建ての建物の、二階にある部屋に通されたのがそもそも驚おどろきだ。高階層の建物は上に行くほど粗そ末まつな作りになっていて、階下で焚たかれた火の煙けむりが充じゆう満まんして、燻くん製せいされる魚の気分を味わうのが常だ。二階部分の部屋は、普ふ通つう、その建物の主人か、賓ひん客きやくが利用する。

　暖だん炉ろも立派な物が据すえつけられていて、壁かべの中を通る煙けむりの余熱にすがるような必要もない。

　目を剝むくのは天てん蓋がい付きのベッドで、派手好きのミューリでさえ、顔が半笑いのまま固まっていた。壁かべにはアティフの町でも見た天てん秤びんと剣けんを持った女め神がみが刺し繡しゆうされた巨きよ大だいなタペストリーが吊つり下さげられている。ここには、金銭の力強さというものが凝ぎよう縮しゆくされていた。

「コル様たちがラウズボーンに旅立つまでの間、なんなりとお申しつけください。また、ただ今湯を大急ぎで沸わかしておりますから、湯浴みの用意ができるまで、町の様子を眺ながめておくつろぎください。嵐あらしが過ぎた後なので、空気が綺き麗れいで町の篝かがり火びが宝石のようですよ。湯浴みの後には、食事も御用意いたします。長旅でお疲つかれでしょうから、こちらの部屋にお持ちいたしましょう。なにか御希望はございますか？」

　スライの口からは、滝たきのように言葉が流れ出てくる。

　目の前の部屋の様子に圧あつ倒とうされていたこともあり、間ま抜ぬけのように棒立ちになっていた。

「え、あ、いえ……その、温かい物であれば、喜んで」

「遠えん慮りよなさらず。しかし、我々も聖なる子羊の節制の邪じや魔まをするのは本ほん望もうではございませんので、そうですね。おしとやかな物をいくらか見み繕つくろって参りましょう」

　その辺りで、ミューリが服の裾すそをぐいと強く引いてきた。声には出さず、口の形で、肉、と言っていた。串くし焼やきの一本や二本では収まらないのだろう。魚は、北の海で一生分食べてきたと言わんばかりだ。

　できればそのまま粗そ食しよくを続けてもらいたいものだが、無む理り強じいすると本気で泣くかもしれないと思った。

「申し訳ないのですが、こちらの娘むすめには羊の肉かなにかを少しつけていただけると」

「おお！　畏かしこまりました！　とっておきの物を御用意いたしましょう」

　スライは活いき活いきと返事をしていたが、よもや丸焼きが供されはしないよな、とやや不安だった。

「それでは、しばしおくつろぎを」

　胸に手を当てて腰こしを折ったスライは、ぱたんと扉とびらを閉めて、退いた。

　その直後、肩かたの力がどっと抜ぬけた。

　それにしても、薄はく明めいの枢すう機き卿きよう？

　馬ば鹿かげた話だと思った。

「馬小屋じゃないけど、馬も入れそうな部屋だね」

　広々とした部屋を見て回っていたミューリが、続きの部屋の扉とびらを開けて言う。

「私たちには過ぎた部屋です」

　頭ず陀だ袋ぶくろの中身はだいぶ潮に濡ぬれていたが、乾かわかせばどうにかなるだろう。

「でも、兄様、聞いた？」

　壁かべ沿いに置かれた椅い子すの上には、たっぷり羊毛が詰つめられ、金糸の房ふさ飾かざりがつけられた座ざ布ぶ団とんが置かれている。ミューリはそれを指で突つついてから、笑って言った。

「薄はく明めいの枢すう機き卿きようだって。兄様、偉えらくなっちゃったね」

「いちいち真に受けていたらいい笑いものですよ」

「えー？　二つ名なんて、冒ぼう険けん譚たんみたいで格好いいと思うけどなあ。それに、枢すう機き卿きよう様って呼ばれてたら、情けない兄様も少しはぴしっとするんじゃないの？」

　枢すう機き卿きようは教会の階層の中で、教皇に次ぐ重要な地位だ。人には、それぞれ相応ふさわしい呼び方というものがある。身みの丈たけに合わない呼び方をされても滑こつ稽けいなばかりだ。

　やれやれとため息をついていると、扉とびらがノックされ、小こ僧ぞうや下女が大きな盥たらいと、湯が入った木桶おけをいくつも運んでくる。彼かれらは持ってきた物を続きの部屋に運はこび込こみ、さらに後から来た者たちが、壁かべに綱つなを張り渡わたし、天幕のように麻布を張っていた。

「湯が足りなくなりましたら、お申しつけください。それと、新しいお召めし物ものはこちらに」

　至いたれり尽つくせりで、恐きよう縮しゆくするほかない。下女は最後に一礼して、部屋から出ていった。

　自分が彼かれらの対応をしている間に、ミューリは早さつ速そく服を脱ぬぎ散らかして、湯を頭からかぶっている。まったくもうと服を集めていると、天幕の向こうから遠えん慮りよのない声が聞こえてきた。

「あー、生き返る！」

　燃料に乏とぼしい北の島では、湯浴みなどとんでもないことだった。湯屋で生まれ育ち、毎日湯の中に飛とび込こむのが当たり前だったミューリには辛つらい日々だったかもしれない。

　ばっちゃばっちゃとはしゃぐ音に笑いながら、足し湯用の桶おけの横に石せつ鹼けんが用意されているのに気がついた。暖だん炉ろの灰でも使おうかと思っていたので、これはありがたい。

「ミューリ、石せつ鹼けんがありますよ」

「え、本当？」

　と、天幕をのけて素すっ裸ぱだかのミューリが現れた。いつもなら回れ右をするところだが、疲つかれているのと、ミューリがあまりにもあっけらかんとしているので、小言しか出てこない。

「ミューリ、あなたはもう少し慎つつしみをですね……」

「ねえねえ兄様、髪かみの毛け洗ってくれない？」

　しかも欠片かけらも聞く耳を持たず、袖そでをぐいぐい引っ張ってくる。

「それくらい自分で洗いなさい」

「私は尻しつ尾ぽを洗わないといけないもの。自分で頭を洗ってその後に尻しつ尾ぽを洗ってたら、お湯が全部冷めちゃうよ？」

　もっともらしい言い分にげんなりしていると、ミューリはにっこり笑いかけてくる。

「北の島で頑がん張ばった私への御ご褒ほう美びに、きっと兄様は髪かみの毛けくらい洗ってくれると思うけどなあ」

「……」

　北の島では、それこそ命を救われた。

　その話を持ち出されたら、抗こう弁べんなどできない。

「まったくもう……」

「えへへ」

　ミューリはそう言って、湯を張った盥たらいに戻もどって腰こしを下ろす。

　こちらは袖そでをまくり、石せつ鹼けんを湯に浸ひたし、泡あわ立だててからミューリの髪かみの毛けを洗いにかかる。

　長いこと潮風に吹ふかれていたせいか、サラサラだった髪かみの毛けはそれこそ狼オオカミの毛皮のようになっている。そう考えれば、髪かみの毛けを梳くしけずっている様子も随ずい分ぶん見ていなかった。これでは、櫛くしを通したところで痛いだけだろう。

　北での礼も含ふくめ、心を込こめて石せつ鹼けんを泡あわ立だてては洗ってやっていたのだが、その下で窮きゆう屈くつそうに体をよじって尻しつ尾ぽを洗っているミューリを見て、首を傾かしげた。

「私が尻しつ尾ぽを洗って、あなたが頭を洗ったほうがやりやすいのでは？」

　手て探さぐりで尻しつ尾ぽを手た繰ぐり寄よせては、せっせと尻しつ尾ぽの毛を洗っていたミューリは、ふと手を止めて肩かた越ごしにこちらを見る。

　そして、ぷいと視線を逸そらした。

「いい。恥はずかしいから」

　羞しゆう恥ち心しんなどというものは山のどこかに埋うめてきてしまったのだと思っていたが、そうではないらしい。

　しかし、その基準がよくわからない。

「耳は触さわっても大だい丈じよう夫ぶですよね？」

　母親譲ゆずりの三角に尖とがった獣けものの耳は、泡あわが入らないようにと伏ふせられている。

「そっちは大だい丈じよう夫ぶ。あ、中にお湯は入れないでよ！」

「はいはい」

　手て桶おけで髪かみの毛けを濯すすぐ時も、耳に湯が入らないように手で押おさえてやる。泡あわが落ちると、くすんだ灰色だった髪かみの毛けが、殻からでも剝はがれ落おちるかのように独特の輝かがやきを取とり戻もどしていく。

　汚よごれが落ちていくのを見つめていたら、なぜだかようやく、あの北の地から戻もどってきたのだと実感がわいてきた。

　自分の存在を問われるような、辛つらい現実を目にした。自分の非力さ、情けなさも痛感した。

　船から真っ暗な極ごつ寒かんの海に落ち、体が動かなくなって沈しずんでいくという、死の瞬しゆん間かんも体験した。なによりも、この世で最も大事な誰だれかが死ぬかもしれないという恐きよう怖ふを目の当たりにした。

　それから、助かってくれたという奇き跡せきも。

　思い出せば、それだけで胸が詰つまる数日間だった。

「ミューリ」

「ん？」

　その名を呼ぶと、せっせと尻しつ尾ぽの毛を揉もみしだいていたミューリが、肩かた越ごしに振ふり向むいた。

「北の島では……ありがとうございました」

　そこでは、ミューリをはっきりと傷つけたりもした。謝あやまろうかと思ったが、それは少し違ちがうと思った。

　だから礼を言ったら、ミューリはきょとんとしてから、くすぐったそうに笑っていた。

「これから借りを返してもらうから大だい丈じよう夫ぶだよ」

　返してもらう？　と聞き返そうとしたところで、手て桶おけを奪うばわれ、頭から湯をかけられた。

　せっかく乾かわきかけていた服が、またびしょ濡ぬれだ。

「とりあえず、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ってもらおうかな」

「……」

　水の滴したたる前まえ髪がみの向こうで、ミューリが悪戯いたずらっぽく牙きばを見せる。

「私は、兄様が真っ暗な真冬の夜の海に放り出された時、そこに飛とび込こんだからね。なら兄様は、私のためにあったかいお湯の中に飛とび込こむくらい、朝飯前だよね？」

　それとこれとは話が違ちがうと言いたいが、「そうだよね？」と笑え顔がおで尻しつ尾ぽを振ふるミューリを前にしたら、あれやこれやの言葉は形をとる前に崩くずれ去さってしまう。毅き然ぜんたる態度の聖職者志望者の体ていに至っては、影かげも形もない。

「ほらほら、早くしないとお湯が冷めちゃうよ」

　こちらが無む抵てい抗こうなのをこれ幸いと、ミューリは手を伸のばして服を脱ぬがせにかかる。乙おと女めの恥はじらいや慎つつしみなどあったものではない。

　そこにあるのは、一片ぺんの妥だ協きようすらもない、はち切れそうなほどの好意だ。

「はい、そこに座すわっておとなしくしててね」

　言われるがままに湯の張ってある盥たらいに座すわり、なにが面おも白しろいのかくすくす笑っているミューリに頭を洗われる。心ここ地ち良よいのがまた悔くやしい。

　膝ひざを抱かかえ、なにが薄はく明めいの枢すう機き卿きようかと、呆あきれるようにため息をついたのだった。

　頭を洗ってもらってからも、紆う余よ曲きよく折せつ、すったもんだありながら、どうにかミューリと湯を浴びて旅の垢あかを落とし、潮でべたべたしていない亜あ麻ま布ぬのの服に久しぶりに着き替がえれば、生まれ変わったかのようにさっぱりした。ほどなく熱々の食事も用意され、至いたれり尽つくせりだ。

　食事は予想していたことだがものすごい量で、その質がまたすごかった。ミューリの希望した骨付きの羊肉は、持ち上げるだけで骨から肉が外れるような柔やわらかさで、あまりにあんまりだったので、一欠片かけらだけもらった。干ひからびた体が、たちまち脂あぶらで潤うるおいそうになった。

　真っ白な小麦パン。煉れん瓦がのような大きさのバター。はち切れんばかりの豚ぶたの腸ちよう詰づめに、鳥を煮に込こんだスープ。甘あまい物も用意されていて、干し葡ぶ萄どうや林りん檎ごなどが籠かごに盛られていた。

　ミューリはそれらすべてを食べてやると意い気き込ごんでいたようだが、北の諸島では死にかけ、高熱を出し、回復してからは狼オオカミの姿で炭鉱を探し回り、今日は嵐あらしに巻まき込こまれ、今しがたまで湯浴みではしゃいでいた。

　三つ目のパンに手を伸のばした頃ころ、糸が切れたように動かなくなった。むしろよくもったほうだろう。首が傾かしいで完全に眠ねむっているのに、手にはしっかりとパンを握にぎっている食い意地は、もはや賞賛すべきかもしれない。

　しかし、スープ皿に顔から突つっ込こまれては、せっかくの湯浴みも台無しだ。

　そっと手からパンを取り上げるとやや抵てい抗こうされたが、石せつ鹼けんの香かおりがする頭を抱だき寄せれば、こてんと体を預けてきた。やれやれとお姫ひめ様を椅い子すから抱だき上あげるのも慣れたものだ。

　羊毛がたっぷり詰つめられたベッドに寝ねかせ、離はなれようとしたらぎゅっと袖そでを握にぎられた。

「どこにも行きませんよ。食事を下げてもらったらすぐ戻もどりますから」

　石せつ鹼けんで洗いたての獣けものの耳の産うぶ毛げは、囁ささやくだけでふわふわと揺ゆれる。

　頭を撫なで、耳と尻しつ尾ぽが出しっぱなしだったので頭まで毛け織おり物ものをかぶせてから、人を呼んで食事を下げてもらった。かなりの量を残すことになったので申し訳なく思っていると、パンを袋ふくろに詰つめ終わった下女が、おずおずと近づいてきて、こう言った。

「パンに祝福をいただけないでしょうか」

「祝福？　ですが……」

　と、驚おどろいて聞き返すと、下女は思いつめたような顔を見せた。

「町から司祭様たちがいなくなって、もう何年も経たつのです。どうか、哀あわれに思いましたら、お慈じ悲ひを」

　王国が教会と対立し、教皇によって聖務停止、つまり聖職者のあらゆる宗教行こう為いを禁じられて三年になる。子供が生まれても祝福されず、結けつ婚こん式しきは挙げられず、葬そう式しきでは故人の魂たましいが慰なぐさめられることもない。

　それでなくたって、生きていればなにかにすがりたくなる時がある。体調を崩くずして寝ね込こんでいる家族がいたり、遠くの地で働く親しい者の安否が気にかかったり、人には言えない悩なやみを抱かかえている者だっているだろうし、なにか大きな決断のために後あと押おしを必要とすることだってあるだろう。

　どう見ても食べきれないほどの量の食事が供されたのは、歓かん迎げいの意味のほかにも、理由があったのだ。賓ひん客きやくに供され、手が付けられていない残りの食べ物は使用人で分け合うのが慣例だが、聖職者の祝福を受けた食べ物は、そこに聖性が宿る。病の者には薬に、不安を抱いだく者にはお守りとなる。スライは派手な身なりだけが売りではないらしい。

　滞たい在ざい費だと割りきって、すべての食べ物に神の祝福がありますようにと祈いのりを捧ささげ、その場に居合わせた下女たちすべてに、健康や幸福を祈いのったり、身内の不幸の慰なぐさめを与あたえたり、親しん戚せきが出産を控ひかえている者には安産まで祈いのったりした。

　自分は正式な聖職者ではないので、細かいことを言うと、あまり褒ほめられたことではない。むしろもぐりの聖務行為は、異い端たんの嫌けん疑ぎをかけられてもおかしくない。

　しかし、そこに救いを求める者がいて、自分にその真ま似ね事ごとができるのであれば、できることをすべきだと思った。彼かの女じよたちは皆みな、真しん剣けんな顔でこちらのことを枢すう機き卿きようと呼び、祈いのりを捧ささげられた後は泣き出さんばかりだったのだからなおさらだ。

　祈いのるだけでは問題はなにも解決しないと北の島で思い知らされたが、祈いのりを求める人々がいるのであれば、祈いのるべきだと今は思う。

　それに、ただやみくもに教会をなくせば良い、というわけでもないことを改めて実感する。

　教皇と王国が争う前は、なんだかんだ問題はありながらも、間ま違ちがいなく町の教会が彼かれらの魂たましいの慰なぐさめを提供していたはずなのだから。

　最後の一人を部屋から送り出すと、疲つかれと共に、教会という組織を改めたい、という想おもいを新たにした。

　しかし、それもひとまずは眠ねむってからだ、と嚙かみ殺ころしきれないあくびが漏もれる。信しん仰こう心も、体の疲つかれだけはなかなか消し去れない。

　かすれた喉のどを甘あまい葡ぶ萄どう酒しゆで潤うるおしてから、蠟ろう燭そくの火を消した。デザレフの町は宵よいっ張ぱりのようで、木窓の隙すき間まからは、大通りに掲かかげられた篝かがり火びの明かりが差さし込こんでいる。それを頼たよりに、足をぶつけることもなくベッドにたどり着いた。

　ミューリを起こさないようにと、そっと同じ毛布の下に入った直後だ。ミューリの手がこちらの胸むなぐらを摑つかみ、顔がにゅっと近づいてきた。

「……終わっ……った？」

　寝ね言ごとのようなむにゃむにゃとした言葉だったし、ミューリの目は開いていない。

　兄が寝ねるまで先に寝ねてはならない、といういじらしさより、煩うるさかったことに対する不平を言いたがっているように思える。

　どちらにせよ、その様子に微笑ほほえみながら、こう言った。

「はい。今晩はゆっくり寝ねましょう」

「……ん」

　それが返事だったのか、それとも寝ね息いきだったのかはよくわからない。

　ミューリの眉み間けんのしわが取れ、手から力が抜ぬけ、久しぶりに穏おだやかな顔を見た気がした。

　あどけなさをたっぷり残した、慣れ親しんだ寝ね顔がおだ。

「あなたの行く末に、幸さち多からんことを」

　今日一番の想おもいを込こめて、そう祈いのった。

　ミューリの獣けものの耳がひくひくっと動き、小さく身じろぎすると、また寝ね息いきを立てる。

　こちらも隣となりで目を閉じれば、眠ねむりに落ちるのは一いつ瞬しゆんのことなのだった。

　昨晩の下女たちの様子から、覚かく悟ごはしていた。日の出と共に目を覚まし、顔を洗いに中庭の井い戸どに向かおうとした時のことだ。扉とびらを開けたら、下女が三人、洗面用の盥たらいを持って待ち構えていた。もちろん、顔を洗う前に、彼かの女じよたちから相談事を聞き、神の御加護と祝福を与あたえることになった。

　暖だん炉ろ用の薪たきぎの用意、蠟ろう燭そくの燃えさしの回収、朝食の準備でも、人がやって来てその都度悩なやみ事を相談してきた。この頃にはお寝ね坊ぼうのミューリも騒さわがしさに耐たえきれなかったのか、渋しぶ々しぶといった感じで目を覚ましていた。

　そして、入れ代わり立ち代わりに人がやって来る様子を見て、どうやらのんびり過ごせるようではなさそうだぞと悟さとったらしく、むくれていた。

　食事の後は、服の調整をしに来ましたと、布地を扱あつかう商人とお抱かかえの仕立て職人が、合わせて四人も来た。いつもならばミューリが、ねえねえ兄様、この服は似合う？　こっちのほうがいいかな？　とうるさいのだが、布と糸と針を持った商人と職人が口を開くほうが早かった。三人は娘むすめが縁えん談だんを進めている最中で、もう一人は年老いた両親の具合が良くないらしかった。

　神のお導きと御加護がありますように。

　寝しん具ぐの交こう換かんと、部屋の掃そう除じが入る頃には、ミューリは枕まくらと毛け織おり物ものを持って、隣となりの部屋に引ひっ込こんでしまった。

　それでも、部屋にやって来る口実などそうそうあるものではない。ほどなく部屋にやって来る者たちも途と切ぎれるだろうと思っていたら、聡そう明めいな誰だれかが聖典の差し入れを思いついた。たちまち、羽ペン、羽ペンを削けずるナイフにインク壺つぼ、インクを乾かわかすための砂と、羊皮紙と、考えつく限りの道具が一階の荷に揚あげ場から、商人や使用人問わず、持もち込こまれた。もちろん、たっぷりの相談事と一いつ緒しよに。

　言うには、商あきないがあまりうまくいかず、身内に不幸が、息子むすこが航海に、子供が生まれそうで、歯痛が、腰よう痛つうが、と続き、雄おん鶏どりが鳴かなくなった、西の空に良くない形の雲が、日に三度も黒くろ猫ねこに横切られた、というのは揃そろって歳としを重ねた下女たちだ。

　さらに、一体彼かれらがどんな口実でこの部屋に来たのか忘れるくらい、多くの人がやって来ては、口々に何事かを述べたて、神へのとりなしを求めていた。

　どこの町にも必ず教会があって、司祭、助司祭がいて、大きなところでは司教がいて、その下で多くの聖職者が立ち働き、町の人々の悩なやみを一身に引き受けている。彼かれらがいなくなったことの弊へい害がいは、小さくない。信しん仰こうは決して、無用の長物などではないし、信しん仰こうを管理する組織もまた、必要なのだ。

　神の僕しもべとしてあれこれ考えることがあるものの、興味のないミューリにとっては、相手をしてもらえないことのほうが不満だろう。隣となりの部屋で、歯ぎしりしながら寝ねているに違ちがいない。

　それに自分自身、入れ代わり立ち代わりに人の悩なやみ事を聞くのは人の役に立てているという喜びがあるものの、慣れないことなので変に気き疲づかれしてしまう。それでも頼たよってくれるのだからと、全ぜん身しん全ぜん霊れいで立ち向かい、段々自分がなにを話しているのかすらわからなくなり始めた頃、その波がいったん収まった。ほかでもない、スライがこの部屋にやって来たからだった。

「商会の者たちが押おし寄よせてしまっているようで」

　申し訳なさそうな顔をしているが、もちろん、彼かれらがここに来るのを諌いさめていたとはとても思えない。

「いえ……部屋は十分に広いですから」

　多分こうなるとわかっていて、一番広い部屋をあてがったのだ。

　スライはこちらの言葉の含ふくみににやりとしてから、不意に真面目な顔になった。

「教会の鐘かねが鳴らなくなって早三年です。しばらくは司祭たちも町で暮らしていましたが、ほとんどが海を渡わたって大陸に行ってしまいました。この町には岬みさきの教会のほかに、三つの大きな礼拝堂がありましたが、どれも戸を板で打ちつけられています。職人や商人組合付き礼拝堂も、空き家になって久しいです」

　王国の状じよう況きようについては、ニョッヒラにいる頃ころから耳にしていた。しかし、話で聞くのと、実際にその場の空気に触ふれてみるのとでは、やはりまったく違ちがっていた。健康な時に、風か邪ぜの辛つらさを想像するのが難しいのと同じことだ。

　とはいえ、疑問も残る。

「居残っている聖職者の方たちはなにを？　まさか全員がいなくなったわけではありませんよね？」

　すると、スライは大きく肩かたをすくめていた。

「教皇から派は遣けんされた密みつ偵ていがうろついているでしょうからね。教皇の命令を無視して、人々のために祈いのって御ご覧らんなさい。もしも教皇側が勝つようなことになった時、元もとの鞘さやに収まれるとは思えません。地位のある者ほど息を潜ひそめていますし、地位の低い者たちは、聖職禄なしに生きていく財産がない」

「町の人々の寄進は？」

　と言ってから、すぐに気がつく。喧けん嘩かは一人ではできない。スライは、うなずいた。

「教会の聖職者に寄進するような町の人間は、教会の手先に味方する王国の裏うら切ぎり者もの、とみなされます。個人個人は、神へのとりなしを得られるのなら、それが教会だろうとそうでなかろうとなんでもいいのです。けれど、良き市民の一人としては、そうもいかない」

　かくして、町からは信しん仰こうの恵めぐみが消えたのだ。

「コル様、あなたがアティフでついに状じよう況きようを動かしたことは、本当に私たち王国の民たみにとって、待ちに待った吉きつ報ぽうなのです。いつ果てるともしれない、王国と教会の睨にらみ合あいが、次の段階に進むのですから。どう転ぶにせよ、とにかく結果が出て欲ほしいと皆みなが待ち望んでいます。もちろん」

　と、スライは付け加えた。

「教会の横暴には私たちも辟へき易えきしていましたから、王国に勝って欲ほしいですけどね」

　どんな形にせよ、戦いくさによって割を食うのは無む辜この民たみだ。

「皆みなさまのお力になれるのでしたら、喜んで。私はそのために故郷の村を出てきましたから」

　外国の人間で、聖職者でなく、しかし、神へのとりなしをできると人々が信じられる。

　自分はとても都合が良い立場にいるらしかった。

「ありがとうございます。コル様を遣つかわしてくれた神に感謝します」

　それから、スライの指示で昼食が運はこび込こまれ、匂においに釣つられてミューリが部屋から姿を現した。部屋から出てきた時はむすっとしていたが、テーブルの上の御ご馳ち走そうにたちまち嬉うれしそうな顔をして、その現金さにため息が出る。

「ところでヨーゼフさんからお聞きしたのですが、お二人は兄きよう妹だいで旅を？」

　右手にパン、左手にはナイフで突つき刺さした豚ぶたの腸ちよう詰づめというミューリは、スライを見て、こちらを見る。それから興味をなくしたようにパンにかぶりついていたので、相手は任せた、ということなのだろう。

　後できっちり叱しかっておかなければと思いつつ、スライにこう答える。

「血の繫つながりはありません。私は旅に出る前、宿場で奉ほう公こうしていたのですが、その宿の主人の娘むすめ様です。私はお目付け役と家庭教師という体ていだったのですが、このとおりおてんばで……村から出たいと常々言っていた折、私の荷物に隠かくれてついてきてしまったのです」

　ミューリは黙もく々もくと食事を続けているが、テーブルの下ではこちらの足を踏ふみっぱなしだ。

「もっとも、旅に出てからは教えられることのほうが多く、感謝しています」

　ミューリの手が一いつ瞬しゆん止まり、こちらを見る。微笑ほほえみ返すと、少し唇くちびるを尖とがらせてそっぽを向いた。それでもやっぱり、足は踏ふまれたのだが。

「お互たがいに得ることの多い関係とは素す晴ばらしいものです」

　スライは楽しそうに言って、口を拭ぬぐった。

「それと、この後のことなのですが、いかがでしょう。私は当商館の長として、商館の者たちの魂たましいの平へい穏おんを気にかける義務がありますが、同時に、滞たい在ざいされるお客様のことも考えねばなりません」

　突とつ然ぜんなにかと思ったら、スライはこう続けた。

「この部屋にいてはひっきりなしに誰だれかやって来るでしょうから、気晴らしに外に出る際は仰おつしやってください。特に聖職者の格好をしていると、あれこれ厄やつ介かいごとに巻まき込こまれるかもしれませんから、こちらで職人用の服なりを御用意いたしますので」

「なにからなにまでありがとうございます」

「いいえ。コル様のおかげで、商館の者たちの顔が皆みな晴れ晴れとしています。彼かれらの顔が輝かがやけば、しのぎを削けずるよその商会に差をつけられるというものです」

　どこまで本気かわからないが、きっと本気であり、同時に気を使つかってくれているのがわかる。

「そう言っていただければ」

「ではどうしますか？　食事を終えて私が部屋から出た途と端たん、また商会の者が押おしかけてしまうかと思いますが」

「えっと……」

　戸と惑まどっていると、隣となりに座すわっていたミューリがじれったそうに服の裾すそを引いてきた。

　町に出たいということだ。

「すみません。ヨーゼフさんに用事もありますので、外に出るための服をお借りしてもよろしいでしょうか」

「もちろん。しばしお待ちください」

　そう言って手を叩たたくと、部屋の外に待機していた使用人がしずしずと部屋に入ってくる。

　スライの指示に厳おごそかにうなずき、そこにミューリが自分も服を見たいと口を挟はさむ。スライは我わが儘ままを言われ、むしろ嬉うれしそうだった。

　まったくもうと呆あきれてしまうが、地鳴りのような波と、陰いん鬱うつな風の音しかなかったような北の島では、ミューリなりに色々我が慢まんしていたはずで、仕方ないかと思い直す。

　浮うき浮うきとして、隠かくしている耳と尻しつ尾ぽが今にも出てきそうな様子を眺めていると、いっそ一人で町を見てくればいいのでは、と思うのだが、ミューリがふとこちらを見た。

「どうしました？」

　じっとこちらを見つめる赤味がかった琥こ珀はく色の瞳ひとみは、母親譲ゆずりの知的な深遠さを湛たたえている。

「一人で町を見てくれば？　って思ってたでしょ」

　自分は未いまだ神の真意がわからずとも、ミューリはこちらのことなどお見通しだ。

「確かにそうですが、そういうことではないのですよね？」

　そして、自分もまたミューリのことならよくわかっている。

「もちろん！」

　ミューリはにっこり笑って、指を絡からませるように手を繫つないでくる。

　時折暑苦しく思いながらも、慕したってくれるのはなんであれ嬉うれしいものだ。

「だって、買い食いしたくなった時に兄様がいないと、困るでしょ？」

　そんなことだろうと思ったが、笑ってため息をつくと、ミューリもまたくすぐったそうに笑っていたのだった。

　人の内面など、パッと見ではまずわからない。聖典の中でさえ、人の姿に身をやつした神や精せい霊れいに気がつく者はおらず、聖人はいつだって人々に虚こ仮けにされる。

　身分とは結局のところ、身にまとう衣い装しようで決まるのだ。

　と、いうのが定説なはずなのに、どうにも納なつ得とくいかなかった。

「兄様って本当に、なんの服を着てもしっくりこないよね」

　もはやからかうことすらせず、ミューリは心底不思議そうな顔をしていた。

「……あなたは立派な工こう房ぼうの小こ僧ぞうですよ」

　筒つつ袖そでの服を着て、粗あらい毛け織おり物もので作られた頑がん丈じようさが売りのズボンを穿はいて、工具類を挟はさむ厚手の腰こし巻まきをしたミューリは、最後に髪かみの毛けを雑にくくるだけで、たちまち髪かみの長い見習い小こ僧ぞうに変身する。

　対してこちらも似たような服を着ているのに、服を用意してくれた商人でさえ、曖あい昧まいに笑っていた。

「いっそ商人の格好になさいますか？　町の若わか旦だん那なと言われたら、なるほどと思うでしょう」

　結局自分は地に足がついておらず、ペンとインクが似合うようだった。

　そんなやり取りを経て町に繰くり出だせば、ミューリはかたっぱしから露ろ店てんの食べ物をねだって歩いた……というわけでもなかった。昼食後ということもあったろうが、食欲よりも、好こう奇き心のほうが勝ったらしい。

　職人街を通りがかったら、目を輝かがやかせていた。

「ねえ兄様！　見て！　大きい鍋なべ！　あれならたくさん食べられるね！」

「あれは鍋なべですが、醸じよう造ぞう鍋なべと言ってですね、麦からお酒を造ったり……」

「ねえ兄様あっちもすごいよ、変な形の槍やりが売ってる！」

「あれは槍やりではありません。豚ぶたや羊を串くし刺ざしにして、竈かまどの火にかけるものです。持ち手が鉤かぎ状になっていて、そこを持って、ぐるぐると回しながら肉を焼いて……」

「わっ、すごい、こっちは毛皮屋さん？　でも、こんな薄うすっぺらい毛皮じゃ寒くないのかなあ」

「アティフでも見たでしょう？　あれは服用ではなくて、文字を書くための羊皮紙で、ああして全方向から引っ張りながら干して……」

「ねえ、兄様、兄様、あっちも見て！」

　という具合に、こちらの説明を最後まで聞かず、次から次に進んでいってしまう。それでも一度説明を聞いた物がまた目につくと、しっかり覚えているのでさすがだと思う。能天気にはしゃいでいるように見えて、ものすごい勢いで世の中のことを吸収しているのだ。

　そうこうしているうちに、道は職人街から住宅街へと入っていくのだが、そこでミューリが急に静かになった。じっとそちらを見たまま、立たち尽つくしてしまう。

　そして、こちらの腕うでを、ほとんど無意識にだろうが、ぎゅっと握にぎってくる。

　ミューリは好こう奇き心の天てん秤びんが傾かたむき過ぎると、静かになる。

　その視線の向こう、デザレフの町の軒のき先さきでは、女性や子供たちが羊毛から糸を作っていた。

　職人街での作業はほとんど工こう房ぼうの中だったが、ここでは道いっぱいに道具を広げ、通りに面した窓や扉とびらを開け放して家の中でも作業が行われていた。どこまでが家で、どこまでが作業場なのかすら判別がつかない。紐ひもで括くくった板に乗せられて、窓から通りに荷物が吊つり下さげられたり引っ張り上げられたり、隣となりの家の窓に向かってパンを竈かまどの奥おくに入れるための大きなへらを伸のばして材料を受うけ渡わたししていたり、という様子はどこか冗じよう談だんめいている。

　南の国で見た、町全体を舞ぶ台たいにしたお芝しば居いのようだった。

「すごい……」

　ミューリが思わず呟つぶやいたのは、そんな雰ふん囲い気きに対してだろう。

　道の真ん中には大きな敷しき布が敷しかれ、見上げるばかりに羊毛が積み上がっている。そこに小さい女の子たちが顔をうずめるようにして、ごみを取り除いていた。そのすぐ後ろではもう少し年長の子供たちが、熊くま手でで羊毛を何度も引ひっ搔かいては毛の向きを揃そろえている。

　家の壁かべ際ぎわにはずらりと物干し台のような物が並び、女の子たちが背せ伸のびをして羊毛を乗せている。高い場所に置かれた羊毛には順次錘つむが結びつけられているので、糸縒よりの工程だろう。背せ丈たけが必要なことから、ミューリよりも少し年上といった少女たちが、かしましくお喋しゃべりしながら作業をしていた。

　足の踏ふみ場もないようなその騒さわぎを抜ぬけると、町の中に何本か張はり巡めぐらされている水路に行き当たる。そこでは通りで見かけなかった男の子たちが集っていて、それぞれ滑かつ車しやを介かいした綱つなで槌つちを引っ張り上げ、水場に置かれた毛け織おり物ものを打ちつけていた。縮しゆく絨じゆうの行程だ。

　さらにその脇わきでは羊毛を樽たるに詰つめ、水と灰となにかの薬石をふりかけ、棒で搔かき混まぜるように洗っている者たちもいた。洗い終わって水をたっぷり吸って重くなった毛け織おり物ものは、踏ふんづけて絞しぼる子供たちに回されて、それを乾かわかすために広げて並べている子たちもいる。

　そういった各工程に材料を運ぶため、自分の身体より大きな麻あさ袋ぶくろを背負っている少年もいた。

「蟻ありの巣みたい」

　ミューリは感心の余り、ため息交じりにそんなことを言った。確かに、と納なつ得とくする。

「勤勉の象しよう徴ちようですね」

「……お説教はやだよ」

　藪やぶを突つついてしまった、とばかりにミューリはわざとらしく自分の両耳を手で押おさえている。

「そんなことしませんよ。北の島では、あなたは立派に働き者でしたから」

　ミューリはまだ疑わしそうにこちらを見ていたが、どうやら噓うそではなさそうだぞとわかると、一転、笑え顔がおになって腕うでにしがみついてくる。

「しかし、本当に皆みなさん一いつ生しよう懸けん命めいに、楽しそうに仕事をしていますね」

　人々の活かつ況きようの様子は、しみじみそう呟つぶやいてしまうほどだ。

「ニョッヒラも負けないくらい賑にぎやかじゃない？」

　すると、珍めずらしくミューリがそんなことを言った。ニョッヒラから旅立って少し時間が経たち、里心がついたのかもしれない。

「賑にぎやかさでは同じくらいかもしれませんが、ニョッヒラでは宴えん会かいばかりですから」

　対して、ここでは働く人々で賑にぎやかだ。しかも町のあちこちで、軒のき先さきで、ちょっとした路地裏で、羊毛を加工するために人々が働いていた。それも心底、働くのを楽しんでいるように。

　自分も働くことは嫌きらいではないが、町の人たちの雰ふん囲い気きは、またそういうこととは少し違ちがうように思えたのが不思議だった。

　そんな様子をたっぷり見て回っていると、ふと、ミューリが言った。

「あ、そういえば兄様、なにか用事があるんじゃなかったっけ？」

「そうでした。ヨーゼフさんに会いにいかないと……」

　と、言って、ミューリを見た。

「ん？　どしたの？」

　ミューリがきょとんと見返してくるが、つい顔がほころんでしまう。

「あなたが遊びの催さい促そくではなく、きちんと私の用事のことを考えていてくれて、とても嬉うれしいです」

　ミューリは目をぱちくりとさせてから、不思議そうな顔で答える。

「だって、用事を終えないと、買い食いをねだっても用事を先に済ませてからって怒おこるでしょ？　そろそろお腹なかが空きそうだからさ」

「……」

　これを成長と言って良いのかは、判断に悩なやむところだった。

　とはいえ用事があるのは事実なので、デザレフの港に足を向けた。町中が賑にぎやかなら港は輪をかけて賑にぎやかで、昨日はまだ通り雨のせいで人出が少なかったのだと理解した。ミューリの手をしっかりと握にぎり、押おし合い圧へし合あいしながら、なんとか目的の船までたどり着く。

　船は荷の積つみ替かえなのかなんなのか、それこそ蟻ありの巣のように人がひっきりなしに出入りしていて、忙いそがしそうだった。ヨーゼフを呼んでもらうのも気が引けると躊躇ためらっていれば、ちょうど、当のヨーゼフが船の縁へりから身を乗り出しているところだった。熱心に船の側面を見下ろしていたのだが、ふと顔を上げた際に、こちらに気がついた。

「コル様！」

　体を起こしたヨーゼフは名を呼んで、隣となりにいた男に指示を出すと、いそいそと渡わたし板を渡わたってきてくれた。

「どうされました。商館でなにか不都合でもありましたか」

　真しん剣けんな顔で聞いてくるのは、紹しよう介かいした手前、不興は自分の責任だと思っているからだろう。義ぎ理り堅がたい人だ。

「とんでもないです。とても良くしてもらっています」

　なのでひとまずそう安心させてから、本題を切り出した。

「ラウズボーンへの出航はいつ頃になりそうか、お聞きしたく」

　もしも出航が延びるようであれば、ヨーゼフには悪いが別の船を仕立てるか、馬を駆かって陸地を進むことも視野に入れなければならない。

「なるほど。出航ですが、早くて三日、なにか問題が見つかれば、応急処置で一週間か十日はかかりそうですね」

　ヨーゼフは後ろの船を振ふり向むきながら、申し訳なさそうに言う。ミューリも一いつ緒しよになって船の下のほうを見ているのだが、どうやら船の縁へりから人をぶら下げて、船の状態を点検しているらしかった。

「他の船もしばらく出航はないでしょう、嵐あらしの余よ韻いんが残っていて沖おき合あいは風が強く、海流も随ずい分ぶん速く流れているようです。それと、馬での移動をお考えでしたら、お勧すすめはしません。地図上では山を越こえれば近くに見えますが、この時期はまだ雪が残っています。海路のほうが圧あつ倒とう的てきに早いです」

　歯がゆかったが、どうしようもない。

「デザレフは良い町です。この際たっぷり休まれれば、次の良い仕事に繫つながりましょう」

　ヨーゼフを責めても始まらないし、ハイランドからの手紙には、急ぎとの文字はなかった。

「そうですね。これも神の御意志かもしれません」

　ヨーゼフはややほっとしたように微笑ほほえみ、「ああそうだ」と言った。

「先ほど、コル様を尋たずねてきた人がいましたよ」

「え？」

　王国には、ニョッヒラで働いていた時に知り合った客が何人かいるが、自分がここにいることを知っている者がいるとは思えない。驚おどろいて聞き返すと、ヨーゼフは肩かたをすくめた。

「コル様の名を出さず、この船は北の地で活かつ躍やくした聖職者を乗せて来たのではないか、と聞いてきたので、コル様の噂うわさを早さつ速そく聞きつけた者かもしれません。客や船員の口に戸は立てられませんから」

　スライもそんなことを言っていたが、まさか本当になるとは思ってもいなかった。

「お知り合いとも思えなかったのではぐらかしておきましたが、その格好でいらっしゃったのは正解でしたな。コル様だと周りにばれると、面めん倒どうに巻まき込こまれるかもしれませんよ」

　自分の格好を見下ろすと、隣となりからはミューリも遠えん慮りよのない視線を向けてくる。

　今ならば、少なくとも聖職者には見えまい。

「名声は力であり、その力を利用しようとする者は多いですから」

「御忠告感謝します」

「いえいえとんでもない」

　自分はとかく世事に疎うといので、助言は真面目に受け止めておいたほうが良いだろう。

　とはいえ、自分を利用しようと考える者がいるなどというのは、やはりいまいち現実味がない。そもそもなにに利用するつもりなのだろう？　神学書の読解ならば、喜んでするのだが。

「とりあえず、今夜は商館に顔を出しますから、スライ様と共に酒でも飲みましょう。この町にはひいきの醸じよう造ぞう所がありましてね」

　そう言うヨーゼフの後ろには、用件待ちの男たちがずらりと列をなしている。

　仕事の邪じや魔まをしては悪い。

「ええ、楽しみにしています」

　そう返事をして、その場を立ち去った。

　港を歩いていると、来た時は前に進むだけでも大変だったのに、人の流れが見えるようになったのかさほど苦労はしなかった。

　ミューリも辺りをきょろきょろ見回していたので、つい聞いてしまう。

「なにかおいしそうなものはありましたか？」

　すると、ミューリはびっくりしたような顔をしてから、眉まゆを若じやつ干かん吊つり上あげる。

「兄様を狙ねらう悪い奴やつらがいないか探してるんだけど？」

　年とし端はもいかない女の子を守るのが、大人の男である自分の役目。のはずなのだが、呆あきれた様子のミューリに言い返す言葉を見つけられない。

「危ないからはぐれないでよね」

　こうなると、どちらがどちらの手を引いているかわかったものではない。

　しかし、生意気な、と呆あきれるようなことはもうなかった。

「頼たよりにしています」

　そんな言葉を向けると、たちまちはじけるような笑え顔がおになって、歯を見せた。

「任せてよ！」

　耳と尻しつ尾ぽが出てきそうなはりきりようだったが、そんなミューリは人でごった返す港のど真ん中で、ふと顔を上げて立ち止まった。

　空を眺ながめる少女に、天使でも空から降りてきたのかと目線を追いかけた。

「ねえ兄様、あそこ上ってみたい！」

　ミューリが腕うでを伸のばして指差したのは、海で迷った船のためには明かりを、また、人々のためには信しん仰こうの明かりを灯ともす、岬みさきの上の大聖堂だった。
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　港から岬みさきの大聖堂に向かう道すがら、ミューリはいつにも増して上じよう機き嫌げんだった。

「兄様、早く！　早く！」

　疲つかれを知らない少女は、坂道の石段を飛ぶように走っていく。柔やわらかい草地に置かれた石段は、何百年と踏ふまれ続けているせいか、今にも土の下に沈しずんでしまいそうに見える。一部がくぼんでいるのも、たくさんの人々が熱心に歩いたのだろうことをしのばせた。

　しかし、今は誰だれ一人ひとり歩いていないし、教会と揉もめてからは町の人間はまずここを上らない、と岬みさきの麓ふもとにたむろしていた物もの乞ごいたちが教えてくれた。往時はここを行ゆき交かう信徒たちの信しん仰こう心に訴うつたえればいい稼かせぎになったらしい。

　その彼かれらが今はどうして暮らしているのかはわからないが、皆みなで鍋なべを囲んで雑ざ魚このたっぷり入ったスープを飲んでいるあたり、漁のおこぼれで食うには困らないのだろう。

　わずかな銅貨を施ほどこし、急せかすミューリを追いかけた。

　もちろん、ミューリがはしゃいでいるのは、信しん仰こう心を刺し激げきされたからではない。

　坂道の半ばほどでも、振ふり向むけばデザレフの町と広大な海が一望できるのだ。

　山育ちのミューリには、たまらない景色に違ちがいない。

「崖がけから落ちないでくださいよ！」

　そんな声を向けるが、ミューリはもちろん聞く耳を持たない。走って石段を上っては、こちらがひやひやするくらい崖がけに近寄って、眼下の街並みを見下ろしていた。

　そして、己おのれの体力不足を呪のろう頃になってようやく、大聖堂のある岬みさきの先せん端たんにたどり着く。

　立派な聖堂の手前には、ちょっとした木造の建物が並んでいて、門前市のようになっていた。露ろ天てんの竈かまどがあったり、テーブルや椅い子すが置かれていたと思おぼしき石の土台が残ったりしているので、大聖堂に詣もうでた後はここで軽食をとれたり、休きゆう憩けいができたのだろう。

　しかし、竈かまどには久しく火の入った形けい跡せきはなく、椅い子すもテーブルも見当たらないし、どの建物もがっちりと鎧よろい戸どを下ろしている。

　聖堂周りはひどく閑かん散さんとしていて、ひとけがなかった。

「兄様ー！　すごい景色だよー！」

　一方で、聖堂などには欠片かけらも興味を示さないミューリは、岬みさきの上からの景色に大興奮の様子だった。アティフの町ではまだしも興味を持っていたが、きっとミューリの中では、どちらも大きな石の建物、ということなのだろう。

　その大おお雑ざつ把ぱさと思いきりの良さに、つい笑ってしまう。

　とはいえ、町の人々が皆みなミューリのようだとは思えないので、大聖堂がこんなにも寂さびれているのは、スライの言ったとおりなのだろう。ここに至る道は町のどこからでも見えるだろうから、町の人間が歩いていればたちまち噂うわさになるに違ちがいない。

　自分は余よ所そ者ものなので問題ないだろうし、灯台の火は消されていないらしいので誰だれかしらは出入りしているはずだった。少しこの地域の話を聞けないだろうかと、閉じられた大聖堂の扉とびらに歩み寄って、気がついた。

「貼はり紙がみ？」

　大聖堂の扉とびらには、たくさんの紙が貼はられていた。羊皮紙ではなく、ぼろ布から作る安物の紙だったが、それらが遠目には模様と間ま違ちがえるほどの密度で貼はられている。

　大きな聖堂や教会には、地方によって色々な特色がある。なにか謂いわれのあることなのだろうかと思って貼はり紙がみを見て、ぎょっとした。

　──高利貸し！　地じ獄ごくに落ちろ！

　とあったのだ。

　さらに隣となりを見ると、私の財産を返してください、とか、悔くい改あらためよ、などというものもあった。とにかく、非難と怒いかりに満ちた紙がびっしり貼はられている。風が吹ふく度たびにかさかさという寂さびしげな音を立てて、町の賑にぎやかな様子とは対照的だった。

　スライは教会の横暴に憤いきどおっていたようなので、この紙も王国と教会の対立が激化する中で貼はられたものなのだろう。それに、よく見ればどれも紙は変色し、朽くち果はてそうになっている。

　もしかしたら人々の怒いかりというよりも、町の一員であることを示す義務感で貼はられたものなのではないか、とも思った。

　大聖堂の扉とびらはぴったりと閉じられていて、人の気配はない。

　それでなくとも、この様子ならば訪問客は歓かん迎げいされまい。

　諦あきらめて、景色を眺ながめるミューリの許もとに向かった。

「ねえ兄様、世界ってこんなに広いんだね」

　そして、こちらに気がついたミューリが、広大な海うな原ばらを前にそんなことを言う。ニョッヒラの山やま奥おくでは、どんな山の頂上から眺ながめても、ここまで視界は開けない。

　しかも、見つめる先は、どこまで行っても、海なのだ。

　方角的に西を向いていて、大陸とは真逆の方向になる。ヨーゼフの船で北から戻もどってくる最さ中なか、西に流されるな、と叫さけんでいたのを思い出した。

　あの空と海の混ざった水平線の向こうには、無限に海が続いている。

　そのことに、なにか得体のしれない畏い怖ふを感じてしまう。あるいは、この世をお創りになられた神の深しん淵えんを垣かい間ま見みたような気になるからかもしれない。

　じっと海の先を見つめていたら、唐とう突とつに岬みさきの下から突つき上あげるような風が吹ふいた。

　体重の軽いミューリが倒たおれそうになったので、慌あわてて抱だきとめる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あはは。すごい風！　海は風に触さわれるのがいいね！」

　逆の崖がけ側に吹ふかれていたら、なんてことは一いつ切さい思っていないのだろう。ミューリは楽しげにけたけた笑って、するりと腕うでの中から抜ぬけ出でていた。

　そして、ようやくこの岬みさきの上に建物があると気がついたように、ぽかんと顔を上げていた。

「ねえねえ兄様、ここもキョーカイなの？」

「……」

　ミューリを信しん仰こう心に目覚めさせるのは、とても大変そうだった。

「そうですよ。大聖堂です。灯台もあるそうですから、見てみますか？」

「ずっと篝かがり火びがあるんだっけ。灯台の伝説もたくさんヨーゼフおじさんに聞いたよ」

　ヨーゼフは北の島とう嶼しよ地域出身で、海の商人だ。話好きなこともあって、ミューリにたっぷり海の冒ぼう険けん譚たんを聞かせてくれたらしい。

「それにしても、こんな場所にこんな建物造るなんて、すごいんだね」

「信しん仰こうのなせる業わざです」

　ミューリはその物言いに、いーっと歯を剝むいて見せる。それから、ぐるりと辺りを見回した。

「でも、この場所にあるっていうのは、なんかすごく好き」

　ややもすると寂さびしい雰ふん囲い気きがあるが、今は天気が良いこともあって、とにかく清すが々すがしい。

　元気なミューリにはぴったりな場所かもしれない。

　そう思っていたら、右手がふと温かくなる。

　見れば、ミューリが手を繫つないでいた。

「結けつ婚こん式しきは、こういうところがいいなあ。兄様は、どう思う？」

　にこにこしながら、そんなことを言ってくる。珍めずらしく女の子らしいミューリを見やり、聖堂を見上げ、海の向こうを見てから、またミューリを見た。

「確かに、良いと思いますよ？」

「もう、そんな他ひ人と事ごとみたいに」

　むくれるミューリに戸と惑まどうが、ふと気がついた。

　まさかと思い、話題を切きり替かえようとした時には、遅おそかった。

「私が好きなのは兄様だもの。他の誰だれと結けつ婚こん式しきを挙げるの？」

　疑いようも、誤ご魔ま化かしようも、とぼけようもない言い方だった。ここは断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに囲まれた、岬みさきの上の大聖堂なのだ。もしかしたら、無む邪じや気きにはしゃいでいるように見えて、最初からこのつもりでここに来たのかもしれない。

　それが考えすぎでないことは、ミューリの落ち着いた、それでいて問いただすような目に表れていた。

「兄様、北の島での大おお騒さわぎで、うやむやにできたと思ってない？」

　針で突つくような正確さで、はっきりとそう言った。

「いや、そんなことは決して……」

　じっと見つめてくるミューリの視線に耐たえられないのは、自分に負い目があるからだ。

　ミューリは自分のことを兄としてではなく、一人の男性として好きなのだという。

　最初は単に一番親しい男性が自分だから、程度に思っていたが、ミューリはその想おもいに従って、文字どおり身をなげうつことさえしてくれた。本気なのだ。

　しかし、自分はそこに、はっきりとした答えを示してはいなかった。好意には応えられないと言いながら、二人の旅を無理やり終えようとはしていない。ミューリは賢かしこい少女だから、こちらが本気で断って旅を終えようとすれば、身を引くはずだ。

　それができないのは、迷いがあるからだった。

「それとも、兄様は私のことが嫌きらいなの？」

　一転、悲しげな目をするミューリに、頭が痛くなる。悲しいのは本当にしても、自分がそういう顔に罪悪感を抱いだいてしまう、というミューリの知ち恵えが働いているのが透すけて見える。

　しかもミューリはこうやって外掘ぼりを少しずつ埋うめて、こちらを隅すみっこに追おい詰つめていく。

　狩かりの腕うでは、母親である賢けん狼ろうホロの直伝だ。

「兄様？」

　容よう赦しやない詰きつ問もんに、応えざるを得ない。

「……好きか嫌きらいかで言えば、好きですよ」

「じゃあ、お嫁よめさんにして」

　駆かけ引ひきもなにもない。力の限りに引き寄せて、思いきり食らいつく。

　その清すが々すがしさにある意味感心してしまうのだが、やはり、こちらの答えはいつも同じだ。

「できません……」

「なんで！」

　一歩下がっても、ミューリは一歩以上詰つめ寄よってくる。

　北の島以来、この話題をはっきり振ふってこなかったのは、単に機会をうかがっていただけだったようだ。

「なんでって……私とあなたは」

「血は繫つながってないよ」

　ぴしゃりと言われる。

「それから、兄様はまだ聖職者じゃない。だから、そこも問題ない」

　こちらの言い訳を先回りされる。

「これから、なるかも、しれません……」

「その時は離り婚こんすればいいって聞いたよ」

　余計な入いれ知ぢ恵えをしたのは誰だれだ、と胸中で叫さけぶ。

　ミューリは一いつ瞬しゆんもこちらから目を逸そらさない。沈ちん黙もくが流れ、風がびょうと吹ふいた。

　そして、ミューリの怒おこった顔に、我が慢まんしきれないような哀かなしみが滲にじみ出てくるのを見て、慌あわてて口を開いた。

「待ってください。そんなに結論を急がれても」

「でも、そうしないと兄様はいつまでもぐずぐずしてるじゃない」

　そんなことはないと言いたいが、どちらかといえば優ゆう柔じゆう不ふ断だんである自覚はある。それにニョッヒラから旅に出て分かったのは、世の中いつなにが起こるかわからないということだ。北の島の、あの極ごつ寒かんの暗くら闇やみの海に落ち、このまま死ぬのだと実感した時の気持ちは、思い出すだけで身み震ぶるいがする。

　ミューリとのことを棚たな上あげにしたまま、死にたくはなかった。

　だが、それを除いたとしても、自分はこう言いたいのを我が慢まんできない。

「今のままではだめなのですか？」

　ミューリが兄様と慕したってくれて、こちらは妹として最大限の愛を注ぐ。

　今までそれでうまくいってきたし、うまくいくような気がする。

「一応言っておきますが、仮に、万が一、結けつ婚こんしたとしても、あなたの我わが儘ままをいくらでも聞くとか、そういうことにはなりませんよ？　ましてや夫ふう婦ふともなれば……」

「わかってるよ！　兄様の馬ば鹿か！」

　ミューリは怒おこるが、こちらは半信半疑だ。

　本当にわかっているのだろうか？　恋こい仲なかという関係になれば、今までとは違ちがうことが待っている。自分がどうしてもミューリの想おもいを受け入れられないのは、そこに原因がある。

　いくらミューリを可愛かわいいと思っても、兄様、と自分のことを慕したってくれる、生まれた時から知っている女の子をそういう目で見るのは、とてつもなく非道徳的な気がする。想像するだけで罪悪感に苛さいなまれるというのに、こちらの懊おう悩のうを察したらしいミューリは、胸を張ってこう言った。

「私は、兄様にならなにされたって平気！」

　むしろ男らしいほど堂々とした宣言に、こちらのほうが赤面してしまう。

　しかしその振ふる舞まいは、男女の愛が高じてそうなったというより、どう考えても生まれた頃から側にいるから気にしないのだ、としか思えない。それどころか、ミューリの態度は幼い頃からあまりにも地続きだった。自分がミューリの想おもいに気付けなかったのも、そこに原因がある気がする。

　そう。ミューリは妹の頃のままなのだ。

　その妹のままのミューリが女として見てくれと言うから、こちらも戸と惑まどっている。

「兄様は、私のなにが不満なの？」

　策略や駆かけ引ひきではなく、本気でわからないとばかりに聞いてくる。

　不満などない。例えばミューリを娶めとれる男がいたら、彼かれは三国一の幸せ者だと思うだろう。

　だから、不満ではない、もっと別のことなのだ。

「不満はありませんが……急に見方を変えてくれと言われても無理です。林りん檎ごは林りん檎ごで、葡ぶ萄どうではないのですから」

「でも、私は兄様のことが本当に──」

　ミューリがそう言いい募つのろうとした瞬しゆん間かんだった。

「わかりました」

　そう言ってミューリの言葉をさえぎった。このままでは埒らちが明かないのは確かであり、この問題はうやむやにして良いことではないのだから。

「私はあなたに北の島での大きな借りがあります。もちろん返そうと思って返しきれるものではありませんが、あなたのためにできる限りのことはしようと思います」

　すると、ミューリはたちまち居い心ごこ地ちが悪そうな、嫌いやそうな顔になった。

「……そんなふうに好きになってもらっても、その、嫌いやなんだけど……」

　もちろん、自分も貸し借りで人を好きになろうとは思わない。そんなことをすればミューリに失礼だ。

　だから、言いたいことはもっと別のことだった。

「違ちがいます。ただ、私なりの努力に、あなたの協力をいただければと思うのです」

「私の？」

　ミューリはきょとんとして聞き返す。

「はい。今の私には……その、今のあなたがあまりにも妹のままで、どうしたって見方を変えられそうにありません。ですから……」

「妹らしくなくしろって？」

　ミューリは訝いぶかしげにそう尋たずねる。いつもの小こ賢ざかしい誤ご魔ま化かしではなかろうか、と疑っている目だ。

「けど、どうしたらいいの？　おしとやかにしろって？」

　それは確かに望む形だが、また違ちがう。

「もっとこう、大おお枠わくの話です。考えてみてください。たとえば呼び方ですよ」

「よびかた？」

「恋こい仲なかになったとして、いつまでも兄様と呼ぶのはおかしいでしょう？」

「え？　あ、それは……まあ、うん」

「ですが、私はあなたからなんと呼ばれるのかさえ、想像できないのです。なぜなら、ただの一度だって、兄様以外に呼ばれたことがないのですから。だとしたら、兄以外の自分を想像するのもまた、無理ですよ」

　それは、町の人々からいきなり枢すう機き卿きようと呼ばれても、いたたまれない気分になるのと同じことだ。呼こ称しようとは、人が身に纏まとう衣服のようなもので、衣服とはそのままその人の身分を決めるものなのだから。

　そして、まさしく自分がそうであるように、どんな服を着てもしっくりこないということもある。ミューリの前に立つ自分の形は、兄様、以外に似合わない気がする。

　ミューリは、一理あるかもしれない、とばかりにうなずいていたが、顔を上げた時には、晴れ晴れとしていた。

「そんなことでいいんだったら、簡単だよ」

　しかし、そのミューリから名前を呼ばれる様を想像すると、違い和わ感かんしかない。トート、と呼び捨てにするのだろうか？　トートさん、と呼ぶミューリは随ずい分ぶんおしとやかな娘むすめのようで、柄がらではない。トート様、ではあまりに上品で、貴族の娘むすめのようだ。あるいはミューリの父や母が自分のことを呼ぶように、コルと呼ぶのだろうか。

　コル坊ぼうはさすがにないだろうし、コルさん、では出入りの商人や湯屋の客のようで、今いま更さらあまりによそよそしい。コル様となると、騎き士し道物語に出てくる騎き士しと少女だ。

　どう考えても、すべてにおいて、妙みような気がする。

　一体、ミューリは自分のことをなんと呼ぶのか。

　むしろ好こう奇き心が湧わいてくるほどわからなかったのだが、いつまで経たっても、ミューリは口を開かなかった。

「……どうしました？」

　尋たずねると、簡単だよ、と言った時の顔のまま固まっていたミューリが、はっとなっていた。

「へ？　え？　あ、うん、兄様の、兄様以外の呼び方でしょ？」

　取とり繕つくろったような笑えみを見せるが、すぐに強こわ張ばってしまう。珍めずらしく、目が泳いでいる。

「うぅ……ええ？　そんな、だって、こんな簡単なことなのに……」

　思いつく限りの呼び方を頭の中で繰くり返かえしているのだろうが、どれも座すわりが悪いのだろう。

「……私の言いたいことが、わかってくれましたか？」

「待って！　ちょっと待って！」

　ミューリは言って、目を閉じる。口元でぶつぶつと呟つぶやいて、必死に考えているのがわかる。

　その様子に、やや溜りゆう飲いんが下がるような、やや意地悪な満足感を覚えてしまったのは事実だ。急に見方を変えろと言われて、簡単にできはしないのだから。

「うぅぅぅ……こんな、だって……コっ……トっ……！」

　えづくようにしているのは、自分の名前を呼ぼうとしているのだろうが、うまくいっていない。頭を抱かかえて、真っ赤にした顔を両りよう腕うでで隠かくし身み悶もだえている。
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　結局、腕うでの隙すき間まから恨うらめし気な目で睨にらみつけるや、飛びかかってきた。

「うー！　兄様！」

　しがみつき、胸に顔を押おし当あてて、力の限り叫さけぶ。その言葉が直接心臓に届きそうな気がした。興奮のあまりに出てきた耳と尻しつ尾ぽが、のたうつ蛇へびみたいにばたばたしている。

　やれやれとその背中に腕うでを回すと、ミューリはこちらの胸を手で押おして体を離はなす。

「わ、私はこんなことで誤ご魔ま化かされないからね！」

　目め尻じりから湯気が出そうな顔をしていたが、ミューリは自分でも間ま抜ぬけなことを言っているのがわかっているのだろう。あまり迫はく力りよくはなかった。まだ知ち恵えがつく前で、自分でも十分に言葉でやり込こめることができた幼い頃は、こういう癇かん癪しやくを起こしていることがあったなあと懐なつかしくなる。

　ミューリは泰たい然ぜんとしているこちらの様子そのものが気に食わないのか、下した唇くちびるを歯で嚙かんで唸うなっている。

　そして、力任せにこちらの胸に突とつ進しんしようと腰こしを落とす、その瞬しゆん間かんだった。

　ごんっ！　とすごい音がした。

「っ!?」

　思わず息を吞のみ、ミューリの頭ず突つきを食らった音かと思って、自分の胸を手で確かめる。

　いや、目の前にはミューリが腰こしを落とした状態で固まっている。

　視線は、自分の後ろに向けられていた。

　後ろになにが？　と振ふり向むいた直後だった。

「この悪あく魔まめ！」

　怒ど鳴なり声が聞こえてきた。その単語に、頭が理解するより早く、体がミューリをかばっていた。それから隠かくれる場所を目で探し、東あずま屋やを見つけた頃、もう一度怒ど鳴なり声が聞こえてきた。

「まだ言うか！」

　声は大聖堂の扉とびらの向こうから聞こえていた。

　なんなのか、と思っていると大聖堂の扉とびらが大きく開き、さらに雷らい鳴めいのような声が響ひびく。

「そんな偽にせの証書でたばかろうというのか！　神をも畏おそれぬ守しゆ銭せん奴どめ！　立ち去れ！」

　そして、怒ど声せいに押おされるように人が飛び出してきた。力任せに押おされたらしく、派手に尻しりもちをつき、あおむけにひっくり返る。

「神の裁きを受けよ！」

　呆あつ気けに取とられていると、扉とびらの隙すき間まからはものすごい形相の聖職者、服装からして聖堂の司教の姿が見えた。聖堂の中が暗いせいもあって、それこそ悪あく魔まのように見える。憤ふん怒ぬに駆かられた司教は、なおもなにかを言おうとしたが、ふと、こちらの存在に気がついた。

　第三者の存在で冷静になったのか、口をつぐみ、気まずそうな顔をして、扉とびらを目いっぱい引いて、閉じる。

　そこに、ひっくり返っていた人物が体を起こし、扉とびらにすがろうとした。手には、羊皮紙かなにかを握にぎりしめている。

「ま、待ってください！　これは偽にせの証書などでは──」

　最後まで言うのを待たず、扉とびらは閉じる。がこん、と重い音が鳴ったのは閂かんぬきが渡わたされたのだろうが、拒きよ絶ぜつの意図を示すのにこれほど適したものもない。

　あまりのことに茫ぼう然ぜんとしていたが、はっと我に返る。

　扉とびらの前でうなだれているその人物は、町の信徒ではないようだった。一見してわかる旅装姿で、しかも証書がどうこうと言っていたので、教会に貸したなにかを取とり戻もどしに来たとか、そういう類だろう。

　同じように呆あつ気けに取とられているミューリの頭に外がい套とうのフードをかぶせ、尻しつ尾ぽをぽんと叩たたいてから振ふり向むいた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　そう声をかけると、扉とびらの前にへたり込こんでいた人物の背中が大きく跳はねた。こちらが大聖堂の中の様子に全く気がつかなかったように、向こうも人がいるとは思っていなかったのだろう。

　その人物が慌あわてて手元の羊皮紙を胸むな元もとにしまい込こんで振ふり向むくと、今度はこちらが驚おどろいた。

　頭ず巾きんの下にあるのが、若い娘むすめの顔だったからだ。

「あ、え、あっ」

　思いきり目が合った娘むすめは、みっともないところを見られたと思ったのか、ずれて今にも落ちそうだった頭ず巾きんを両手で摑つかみ、顔を隠かくそうとする。普ふ通つうの町娘むすめが大聖堂から叩たたき出され、司教から悪あく魔まと罵ののしられたところを誰だれかに見られでもしたら、嫁よめの貰もらい手てどころか町に住み続けることだって難しい。

　これ以上不ふ名めい誉よなことはないという感じだったが、なにかしらの事情があることはもちろんわかる。

　娘むすめを落ち着かせようと、手を差さし伸のべた。

「立てますか？」

　娘むすめの顔はまだかちこちに固まっていたが、こちらの顔と手を見比べて、ひとまず敵ではないと思ってくれたようだ。しゃっくりするように息を吸うと、おずおず手を伸のばしてくる。

　動転していても他人の好意を受け入れられるのは、素す直なおな性格である証しよう拠こだ。安心させるように微笑ほほえみかけると、少しだけ娘むすめの表情が和やわらいだ気がした。

　そして、力任せに押おされた恐きよう怖ふのせいか、やや震ふるえている手が、こちらの手を摑つかもうとした瞬しゆん間かんだった。

「……」

　娘むすめの目が見開かれ、自分は生まれて初めて、人の黒目が小さくなる瞬しゆん間かんを見た。

　しかし、その目はこちらではなく、もっと後ろを捕とらえていた。

　視線を追いかけて振ふり向むけば、他に誰だれがいるわけでもない。

　まさかミューリの耳と尻しつ尾ぽを見られたのか、と思ったが、ミューリはそのどちらも隠かくしていた。その代わり、ミューリもまた、目を見開いていたのだ。

「あなた、もしかして……」

　ミューリがそう呟つぶやいた瞬しゆん間かん、ぐいと手を引かれて姿勢を崩くずす。

「え、あの、一体──」

　と、言い終えるのを待たず、どさりと音がした。見やれば、手を握にぎっていた娘むすめが気絶していた。あまりに唐とう突とつで、状じよう況きようが全くわからない。

　まごついていると、そこにひときわ強い風が岬みさきの下から吹ふき上あがってきた。ばたばたと服や髪かみが煽あおられ、倒たおれた拍ひよう子しに頭から頭ず巾きんが外れていた娘むすめの髪かみもまた、風に揺ゆれる。

「なっ」

　それだけならば、どうということもなかった。やや癖くせのある黒くろ髪かみは、確かに迷めい信しん深い地域では魔ま女じよを連想させて、あまり歓かん迎げいされないかもしれない。けれど、問題は、それ以外のことだ。

　風に揺ゆれる柔やわらかそうな髪かみの毛けの中に、明らかに、硬こう質しつななにかがあった。

「ミューリ……このひとは、もしかして……」

　目の前で倒たおれている娘むすめの頭にあるもの。

　それは、渦うずを巻いた、羊の角なのだった。

　聖堂は娘むすめと揉もめた直後だし、なにより角のことがあって当てにはできない。

　目を覚ますまで待つことも考えたが、吹きっさらしの岬みさきの上は寒いし、司教らが様子を見に出てきて鉢はち合わせれば、さらに事態がややこしくなる。

　結局娘むすめを背負って、町に下りることにした。

　ミューリは羊の娘むすめを気き遣づかわしげに見ていたが、こちらに対してはちょっとよそよそしかった。

　自分のことを異性として好きだと言いながら、兄様という呼び名以外は口にできなかった、ということを引きずっているのだろう。

　とはいえ、ミューリもまた自分と同じように、結局兄と妹の関係の枠わく内ないにいたことがわかって、少しほっとした。これで諦あきらめるような性格とはとても思えないが、それならそれで構わない。ミューリが少しずつ関係を変えていこうと思ってくれるのなら、自分もきっとそれに合わせられる。

　その結果どうなるかは、なってみないとわからない。

　ただ少なくとも、ミューリを大事に思う気持ちだけは変わらない。そんな思いでミューリを見やれば、ミューリは視線に気がつき、拗すねるようにそっぽを向いた。

　やれやれと笑い、背中の娘むすめを背負い直す。ミューリのほうも娘むすめが気になるのか、時折うなされている娘むすめの顔を覗のぞき込こんでは、心配そうにしていた。

　下り道なのでなんとか運べたが、港に下りきる頃には膝ひざが笑っていたし、麓ふもとにたむろしていた物もの乞ごいたちからは奇き異いな目を向けられた。

　デバウ商会の商館までは到とう底てい足が持ちそうになかったので、ヨーゼフの船に歩ほを向ける。

　船が停てい泊はくする桟さん橋ばしになんとかたどり着くと、大きな鍋なべの中で火が焚たかれていた。木製の桟さん橋ばしが燃え落ちないようにだろうが、大きな鍋なべの中の小振りの鍋なべでは、真っ黒な液体が煮にえたぎっている。匂においと色からして、石炭を蒸むし焼やきにした時に出る油だろう。木に塗ぬれば水を弾はじき、腐くさらなくなるので、ニョッヒラでも建物の補修によく使われていた。ミューリがニョッヒラの村から出てくる時は、この油の輸送に使われる木樽だるに隠かくれていて、いつもはほのかに甘あまい香かおりのするミューリが、しばらく焦こげ臭くさかったことを思い出す。

　ヨーゼフはその鍋なべの中に、麻あさを縒よった束を浸ひたしているところだった。

「おやコル様、どうされました？」

　ヨーゼフは問いながら、背中の上の人物を見て、目をしばたかせた。

「すみません、この方を介かい抱ほうしたく、船をお借りできないかと」

「それは構いませんが……おい！　誰だれか！」

　ヨーゼフはすぐに屈くつ強きような船員に声をかけ、背中の娘むすめを引き取ってくれる。もうあと何歩も歩けなかったから、危なかった。

　船員が船内に運んでいくのに合わせ、ミューリもついていくので、頭ず巾きんを外されるようなことはないだろう。

　やれやれと一息ついていたら、どろどろの黒い液体を煮にていたヨーゼフは、撹かく拌はん棒を別の者に託たくしていた。

「何度もお仕事の邪じや魔まをしてすみません」

「なにをおっしゃいます」

　前まえ掛かけで手を拭ふきながらヨーゼフはそう言ったが、顔は随ずい分ぶん困っていた。

　ただ、それが仕事を邪じや魔まされてのことではないのだと気がついたのは、こんな言葉を向けられたからだ。

「しかし、どういうわけです？　コル様を探して船にやって来たのは、まさしくあの者でしたよ」

「えっ」

　自分の名声を聞きつけ、なにかに利用しようとやって来た者がいる。

　その娘むすめが聖堂で悪あく魔まと罵ののしられていたのだから、問題は信しん仰こう絡がらみなのだろうか。

「いや……しかし、よくわからないのです。大聖堂に詣もうでたところ、司教様か誰だれかから、叩たたき出だされているところに出くわしまして。ものすごい剣けん幕まくでしたし、まさか暴力を振ふるうなんて」

「なんと」

　聖堂での暴力沙ざ汰たに、ヨーゼフも顔色をなくす。

「本当は商館まで運べたら良かったのですが……足が限界でした」

　情けなく言うと、ヨーゼフはこちらの膝ひざを見て、笑った。

「コル様はもっと別のものを背負ってらっしゃいます。俗ぞく世せのことは私にお任せください」

「助かります」

「スライ様には御ご連れん絡らくをしたほうが？」

　ヨーゼフの問いに、数すう瞬しゆん考える。

「ひとまず、彼かの女じよから話を聞いてみようと思います」

　あの娘むすめは人ならざる者だ。商館に迷めい惑わくをかけるかもしれない。

「なにかありましたら、すぐお知らせください」

「ありがとうございます」

　ヨーゼフはうなずき、心配そうな顔をしてこちらを見送りつつ、油を搔かき混ぜる作業に戻もどっていった。

　渡わたし板を渡わたり、補修のために船員が行ゆき交かう船の、船せん尾びに向かう。そこには船長のための部屋があるので、介かい抱ほうしているとすればそこだろうと思った。

　案の定、盥たらいに水を汲くんだ小こ僧ぞうが扉とびらを開けていて、ミューリが応対していた。

　こちらに気がつくと、ミューリは子鼠ねずみが壁かべの隙すき間まに隠かくれるように、身を引ひっ込こめてしまう。

　ニョッヒラの湯屋でも、自分の悪戯いたずらがとんでもない結果を招いてしまった時などは、こんな感じになっていた。まったくもうと思いつつ、扉とびらは閉じられていないので、単にちょっと気まずい程度だろうとわかる。

「目は覚ましましたか？」

　水を汲くんできてくれた小こ僧ぞうには銅貨を握にぎらせ、扉とびらを後ろ手に閉じてから、尋たずねた。

　木窓は閉じられているが、蠟ろう燭そくが硝子がらすのランプの中で燃えているので、暗くはない。

　ミューリは蠟ろう燭そくのせいか、少し不安げに見える表情で首を横に振ふった。

「しかし……本当に羊なのですか」

　寝ねている娘むすめを気き遣づかってか、それとも単に気まずいからか、ミューリは無言でうなずいた。

「王国にいる羊ということは……もしかして……」

　記き憶おくを探さぐっていると、ミューリの視線に気がついた。そちらを見ると、パッと逸そらされる。

　呆あきれ笑いながら、説明した。

「私が子供の頃、あなたの御両親と王国に来た話はしましたよね？　その時に、羊の化け身しんの方とお会いしたことがあるのです。噓うそか本当か、ウィンフィール王国建国神話に出てくる、金の毛皮を持った黄金羊その人だとか。そして、その方は仲間の羊のため、この王国に密ひそかに彼かれらの棲すみ家かを作っていたんですよ」

　この娘むすめは、そのうちの一人かもしれない。

　人ならざる者の中には、人の世で暮らす者が少なくない。

　しかし、そうできるのはよほど信しん頼らいできる人間と知り合えたか、その者に才覚がある場合に限られる。石いし臼うすの麦の中に小石が混ざれば、いつか必ず見つかって、外に弾はじき出されてしまうようなものだ。石は石、麦は麦であり、石が麦と同じように麦粉になることはできない。

「ただ……だとしたら、服装が少し妙みようなのですよね」

　ミューリはちらりとこちらを見てくるが、自分の兄は服のことなどなにもわからないはずでは、と顔に書いてある。お洒しや落れかどうかはわからずとも、服の様式になら、子供の頃にはるか南まで旅した経験から、それなりに知識がある。

「腰こし布ぬのの刺し繡しゆうが南の地方のものですし、この頭ず巾きんです。これは、この辺りではあまり見ない、更さら紗さですよ」

　年とし頃ごろの娘むすめであるミューリは、服のことには興きよう味み津しん々しんだ。

　気まずくて声はかけられないが、教えて欲ほしいと尻しつ尾ぽが言っていた。

「綿と呼ばれる素材で作られているものです。私も原料を見たことがないのですが……とても暑い国から運ばれてくる特とく殊しゆな布です。聞いたところによれば、麦むぎ穂ほの代わりに、毛糸の詰つまった果実が実る植物だとか。かつて読んだことのある遍へん歴れきの説教師が記した文書には、羊が実る植物であるとも」

　ミューリは、たちまち胡う散さん臭くさそうな顔をする。

「……私も羊が実るという話は信じませんが、なんにせよ、この辺りでは手に入らない品を身に着けていますし、この旅装姿です。遠いところから来たのでしょう」

　自分の力を必要としたのは、司教を相手にするためだろう。

　悪い夢でも見ているのか、苦しそうに目を閉じている羊の娘むすめの目的はなにか。

　自分の力になれることであればいいのだが、とそんなことを考えていた時だった。

「あ」

　ミューリの小さな呟つぶやきに目を引かれると、羊の娘むすめが目を閉じたまま顔をしかめていた。それから寝ね返がえりを打とうとした途と中ちゆうで、弾はじかれたように体を起こす。真ん丸に見開かれた目が、慌あわてようを示していた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　自分の声に、羊の娘むすめは息を吞のんでこちらを見る。反射的に手を胸むな元もとに回したのは、懐かい剣けんを探さぐったのか、それとも、大聖堂で手にしていた羊皮紙を確かめたのか。

　数すう瞬しゆん、沈ちん黙もくがあった。その間も船室の外からは港の賑にぎやかな声が入ってくるし、海鳥の鳴き声が聞こえてくる。港の船の一室にいて、対たい峙じしているのは聖堂で出会った二人組だ、とすぐに理解したことだろう。財さい布ふも、胸むな元もとの羊皮紙も無事だとわかったはず。

　娘むすめはいくらか警けい戒かいを解いたようで、胸むな元もとに当てていた手を下ろす。しかし、部屋の中にいるミューリに目を留とめるや、またしてもびくりとしていた。

　狼オオカミと羊なのだ。同じ部屋にいれば不ふ穏おんなことにもなろう。ミューリが部屋の隅すみにいたのは、どうやら自分への気き兼がねではなくて、娘むすめのことを考えてのものらしい。

　ひとまず咳せき払ばらいを挟はさみ、娘むすめの注意をこちらに引いてから、自己紹しよう介かいした。

「私の名は、トート・コル。あれは、私の旅の連れのミューリと言います。狼オオカミの血を引いていますが、無む暗やみに嚙かみつきはしません」

　そう説明すると、娘むすめはこちらを見て、もう一度ミューリを見た。

　口を開きかけたが言葉が出せず、動どう揺ようが抜ぬけきっていないのがわかる。

　水差しから器うつわに水を注ぎ、娘むすめに手て渡わたした。

　娘むすめは受け取ると、水は飲まなかったが、大きく深呼吸をしていた。

「……申し訳ありません。突とつ然ぜんのことで、驚おどろいてしまって……」

　野原の羊は、ちょっとした大声でも気絶することがある。いきなり狼オオカミを目の当たりにしたらひとたまりもないだろう。

　しかし、相手を見て気絶するなどというのは、失礼は失礼だ。謝罪の言葉ははっきりとミューリに向けられていたし、極力身を縮めて佇たたずんでいたミューリは、ややほっとしたように首を横に振ふって、自分の隣となりに寄ってきた。

「あなたが聖堂の前で気を失ってしまったので、港まで連れてきました。宿にしているところまでは私の足が持ちませんでしたので、世話になっている船に」

　娘むすめはようやく状じよう況きようが理解できたのか、ゆっくりとうなずいていた。

　それから、服を調ととのえると、ベッドの縁ふちに腰こしかけた。

「助けていただいてありがとうございました」

「いえ。お怪け我ががないようでなによりです」

　ちょっとした揉もめ事ごと、というには司教の檄げきしようが随ずい分ぶんひどかった。この娘むすめも、突つき飛とばされた時の打ち所が悪ければ、大怪け我がをしていてもおかしくなかった。

「それにしても、あなたは聖堂でなにをなされていたのですか？」

　世間話の体ていで切り出したつもりが、娘むすめの顔にさっと緊きん張ちようの色が表れる。

　あわよくば自分の正体を隠かくしたまま、うまく娘むすめの目的だけを聞き出せればと思ったが、虫の良い話になりそうだった。

　少し迷ったものの、噓うそをつくのは避さけたほうが後々のためだ。

「お話をお聞きしたら、御協力できることがあるかもしれません」

「……それは？」

　と、尋たずねてくる娘むすめに、こう言った。

「おそらく、あなたが探している北の島から来た人物というのは、私ですから」

　娘むすめは息を吞のみ、辺りを見回す。強こわ張ばった顔を見せた理由も、わからなくはない。

　探さぐりを入れていた相手の根城に連つれ込こまれていれば、危険な展開はいくらでもありうる。

「辺りを人が取り囲んでいるとか、そういうことはありません。この船は嵐あらしに巻まき込こまれたので、甲かん板ぱんでは補修や点検で皆みな大おお忙いそがしです」

　その説明に、娘むすめは納なつ得とくするそぶりを見せつつ、耳を澄すませているのがよくわかった。

　もちろん自分の耳でさえ、扉とびらの外からは健全な船の一場面がよく聞き取れる。

「お話を聞かせていただけないでしょうか」

　そう尋たずねると、娘むすめはまだ膝ひざの上で手を握にぎりしめ、体を硬かたくしていた。

　しかし、うつむきがちの顔は頑かたくなな様子ではなく、単に迷っているようだった。

　きっとこの娘むすめは、羊の化け身しんであることを自分に伝えるつもりはなかっただろうし、その隣となりに狼オオカミの少女がいることも想定していなかっただろう。

　迷う気持ちはわかるので、じっと黙だまって待っていた。

　それに、娘むすめは聡そう明めいそうだし、理知的な雰ふん囲い気きの割に度胸もありそうだ。

　案の定、ほどなくして顔を上げた。

「……ひとつ、お聞きしてよろしいでしょうか」

「どうぞ」

「あなた様は……私たちの理解者なのでしょうか？」

　その問いは、まっすぐ自分に向けられていた。

　羊、狼オオカミ、人間が同じ部屋にいれば、異い端たんなのは人間だろう。

「私があなたたちのことを本当に理解しているかどうかはわかりませんが、そうありたいと努めています」

　なるべく正直に答えたくて、どうしても迂う遠えんな言い方になる。当然娘むすめは疑わしげな顔になるのだが、それを見たミューリが言った。

「兄様は理解者だよ。だって私と結けつ婚こんするんだもの」

「えっ」

　その驚おどろきの声が誰だれのものかはわからなかったが、ミューリに飛びつかれ、慌あわてて引きはがす。

「そんなことは言ってません」

　押おし離はなされたミューリが、再度腕うでにしがみつく。

「信しん仰こうは言葉でなく、行動で示すものだって」

「それは……」

　説教で言った気がする。

「とにかく、その話は後で──」

　とやっていると、今しがたまでベッドの上で不安そうにしていた羊の娘むすめが、茫ぼう然ぜんとしていた。

「これはみっともないところを……」

　情けなさに眩暈めまいを覚えつつミューリを諌いさめようとしたら、麻布を柔やわらかく撫なでるような音がした。それは娘むすめのこらえきれない笑い声だったし、同時に、側ではミューリが意味ありげな小さな笑えみを見せている。どうやら羊の娘むすめのためにわざと稚ち気きを見せたらしい。

　とはいえ、あわよくば、みたいな下心は感じたので、頭を小こ突づいておいた。

「仲が良いのですね」

　笑って緊きん張ちようがほぐれたのか、羊の娘むすめがそう言った。

「ですが……結けつ婚こんというのは？　兄きよう妹だい……なのですよね？」

　まったくもう、とここだけはミューリを呪のろった。

「この子は私が仕える主人の娘むすめ様で、生まれて以来私が兄代わりを務めていました。幼い少女にありがちなことです」

　そう言うとしがみつく腕うでに爪つめを立てられたが、牙きばを立てられないだけましだと思うことにした。それに、羊の娘むすめには一息で伝わったらしい。深くうなずいていた。

「あなたは私を探しているだけでなく、羊の角もお持ちです。お話を聞かずに済ますのは、難しいです」

　ミューリが腕うでにしがみついている様子は、千の言葉よりも説得力を持ったに違ちがいない。

　娘むすめが決断したことが、面つら構がまえからわかる。たちまち居住まいを正すと、こう名乗った。

「私はイレニア・ジゼルと申します。遠く、遠くの青い海の国で生まれ育ちました。遠国の商会に仕え、普ふ段だんはこの王国で羊毛の仲買人をしています」

　羊の娘むすめが羊毛の買いつけをするのだから、さぞ評判の仲買人に違ちがいない。

　そう思ったのが顔に出たのだろう、娘むすめは年相応、あるいは見た目相応の、子供っぽい笑え顔がおを見せた。
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「ですが、今は臨時の徴ちよう税ぜい人です」

「徴ちよう税ぜい人？」

　聞き返すと、イレニアは懐ふところから羊皮紙を取り出した。

「私は、ウィンフィール王国クリーベンド王子の名によって発行された徴ちよう税ぜい権を購こう入にゆうし、聖堂から税を徴ちよう収しゆうしようとしていたのです」

　税の代理徴ちよう収しゆうはよくある話だと、ミューリの父親であり、元行商人のロレンスから聞いたことがある。税金を取り立てるのは大変なので、権力者はその権利を競せりにかけて売うり払はらってしまう。権利を購こう入にゆうした者は、満額回収できれば、競せり落おとした金額との差額が儲もうけになる。

　もちろん回収できなければ大損になるし、ましてや喜んで税金を納める者など滅めつ多たにいない。

「それで、叩たたき出だされてしまった、と」

　娘むすめはうなずき、深呼吸をすると、改まった顔で言った。

「しかし、私は単なるお金かね儲もうけで今回のことに手を出したわけではありません。ここであなた方にお会いできたのは、運命の導きなのではないかと思っています」

　大おお袈げ裟さな、と少し白々しく思った。

　徴ちよう税ぜいの代理はちょっとした小こ遣づかい稼かせぎではないのか。

　そう思った直後だ。

「この徴ちよう税ぜいは、私の大きな計画の一部なのです」

　戸惑い、思わず聞き返す。

「失礼……、その、なんと？」

　イレニアは、身を乗り出して言った。

「私は、私たちのような人ではないものだけが暮らす国を作ろうと思っているのです」

「……」

　言葉もなくイレニアを見返すと、その黒い目が怯ひるみもせずにじっとこちらを見つめていた。

「私たちはどこであれ、人間の目を盗ぬすみ、こそこそとしています。中にはある程度の規模で仲間を集め、暮らしている人たちもいます。ですが、そうではなく、堂々と地図に載のるような場所を作りたいのです」

「そんなこと──」

　頭の中を常識的な思考が駆かけ巡めぐる。人ならざる者たちが生きていくには、深い森の中で息をひそめるか、人に扮ふんして町の生活に溶とけ込こむか、あるいは、人の世の仕組みの隙すき間まにうまく潜もぐり込こむかだ。

　そもそも、今の世に誰だれの物でもない土地など存在しない。

　すぐにひとつの考えに行き着いた。

「あなたは戦いくさを起こそうと言うのですか？」

　人ならざる者たちの強大さはよく知っている。見上げるばかりの狼オオカミの牙きばの太さ、爪つめの鋭するどさを知っている。百人規模の傭よう兵へい団を、一いつ瞬しゆんで蹴け散ちらした話だって知っている。

　世界中の人ならざる者たちを集めて徒党を組めば、あるいは。

　古い精せい霊れいの時代の者たちの強さを垣かい間ま見みるたびに、そう思うことがないわけではなかった。

　しかし、その真の姿は見上げるばかりに巨きよ大だいな賢けん狼ろうも、よく言ったものだ。

　人には勝てても、人の世には勝てない。

　爪つめと牙きばがすべてを決した時代は終わったのだと、彼かれら自じ身しんが理解している。

　理解していないのは、イレニアとの会話を食い入るように聞いている、若くて、世界を未いまだ知らない者たちだけ。

　しかし、イレニアは油断なくこちらを見つめたまま、言った。

「遠えん隔かく地貿易に携たずさわる者たちならば、皆みなが一度は聞いたことのある噂うわさがあります。王国の西の海の果てには、誰だれも見たことのない大陸があると。そこに、建国するのです」

　腕うでにしがみつくミューリの爪つめが、痛いほどに食くい込こんでくる。ただでさえ冒ぼう険けん好きのミューリは、目を見開いてイレニアを見つめていた。

「その土地を私たちが手に入れることができれば、私たちが私たちであることを隠かくさなくて良い国を建国できます。いえ、しなければならないのです。あなたも……ミューリさんも、その素す晴ばらしさがわかるのでは？」

　アティフの商館で、ミューリは壁かべに貼はられた大きな世界地図を眺ながめていた。世界はあまりに広く、自分たちの住んでいたニョッヒラなど、地図の隅すみっこの染しみのようなものだ。

　だが、その地図のどこであっても、きっとミューリは真の姿をさらすことができない。

　どこに行こうとも、心安らげる土地はなく、だから自分の手を取ったのだと、その腕うでの中だけなら安心できるからと、ミューリは言うだろう。

「それは……私が、いつでも狼オオカミの姿でいられるってこと？」

「もちろんです。あなたの望む姿で、お兄様と自由に過ごせるのです」

　お兄様、という言い方に、商人らしい売り文句を感じるが、ミューリには効いたらしい。

　その腕うでに、力ではなく、熱が籠こもるのがわかった。

「で、ですが、徴ちよう税ぜいと一体なんの関係が？」

　魅み入いられた様子のミューリの手を引っ張って、我に返らせた。納な屋やに置かれた小さな壺つぼの封ふうを切ったら、牛を丸まる吞のみにするほどの大だい蛇じやが出てきたような話だった。

　イレニアは荒こう唐とう無む稽けいの作り話で、自分たちを煙けむに巻まこうとしているのではないか？

「徴ちよう税ぜいは口実です。私の目的は、大聖堂が長年の蓄ちく財ざいの末に溜ため込こんだ、聖遺物です」

　聖堂の扉とびらに貼はられた、高利貸し、の文字がよみがえる。

「私は羊毛の仲買人として、大規模に牧羊を営む修道院などを回ってきました。そこでどこの修道院にどんな聖遺物が買い取られているのかも調べ、そして、このデザレフの大聖堂に、聖人ネックスの布と呼ばれる物が買い取られた可能性があると突つき止とめたのです」

　聖人ネックスは知っている。元々が布商人で莫ばく大だいな富を築いたが、神からの啓けい示じを受けて全財産を貧しい者に分わけ与あたえ、以来信しん仰こうに人生を捧ささげた聖人であり、糸や布を扱あつかう職人組合の守護聖人とされることが多い。御ご利り益やくは、紡つむいだ糸が切れないとか、布が虫に食われないとか、火事が起きなくなるとかいうありきたりなものだ。

　どちらかといわずとも地味な聖人で、イレニアの語った壮そう大だいな夢とうまく釣つり合あわない。

　そういう大おお袈げ裟さな話には、かつて神が大地に降臨された際に足を下ろした石とか、第七天使が地上に残した剣けんだとかが相応ふさわしい気がする。

　糸巻き棒と反たん物ものを手にした聖人では、やや頼たよりない。

「その布が一体？　もしかして、お話に出された大陸への地図が書かれているとか？」

「残念ながら地図ではありません。ですが、私たちを新しい世界へと連れていってくれるかもしれないという意味では、近いです。帆ほにするのです」

「帆ほ？」

「聖人ネックスの布とは祝福が施ほどこされた聖なる布であり、この世で考えうる限り最も頑がん丈じような布とされています。その伝説が本物にせよ大おお袈げ裟さな物であるにせよ、海の果てに向かう船の帆ほには、これ以上ないほど相応ふさわしいでしょう」

「あなたは、その船を造るつもりですか」

「できれば、かつて世界を襲おそった大だい洪こう水ずいの際に神が遣つかわしたという箱はこ舟ぶねを見つけたかったのですけれど」

　冗じよう談だんなのか本気なのかわからない。

　しかし、そこに荒こう野やを行く羊の強さを見たのは、その蹄ひづめがしっかりと大地に根差していたからかもしれない。

「もちろん私自身は人の言う神を信じてはいません。ですから、聖遺物をたっぷり詰つめ込こんだ聖人の奇き跡せきの船を造ろうというわけではありません。それは、そういう船を造りたがる人への貢物なのです」

　イレニアは夢を語って興奮しているのか、強い笑えみを見せた。

「新大陸へは、たった一度だけ、ウィンフィール王国の冒ぼう険けん船がたどり着いたと言われています。航海録や海図を持っているのは王国だけです。そこで、航海に用いればいかにも道中の加護が得られそうな聖遺物を集めて献けん上じようし、再度新大陸に赴おもむく際は、私たちの船を船団に加えてもらおうという計画です。徴ちよう税ぜい権を競せり落おとすのは、教会や聖堂の扉とびらを開けるための口実と、徴ちよう税ぜいに協力することで王国の覚えをめでたくしたいがためです。そもそもこの徴ちよう税ぜいが、新大陸への冒ぼう険けんの資金を集めるものだと私は見ていますから」

　昨日や今日思いついたような計画とは思えなかった。

　妙みような現実味が、そこにはある。

「で、ですが、王国は教会と戦いくさになるかもしれないと言われているのです。異教徒との戦いくさでさえ、何十年と続きました。長い戦いになるでしょう。そんな夢のような冒ぼう険けんをしている余よ裕ゆうがあるとは……」

　すると、イレニアは首を横に振ふった。聞き分けの悪い子供を前にしたかのように、全然違ちがうと体で訴うつたえた。

「王国が教会と対立する理由が、まさにそれだとしたらどうですか？」

　思考が引ひっ掛かかる。

「……なんですって？」

「巷こう間かんでは、税を巡めぐる対立と、長年の教会の不ふ行ぎよう跡せきが原因と言われていますが、なにかおかしいと思いませんか？　そんなの今いま更さらですし、王国側も腐ふ敗はいから甘あまい汁しるを啜すすっています。しかも、他国への根回しが一いつ切さいないのです。義ぎ憤ふんによって一国でも立ち上がった、ということになっていますが、不自然です。まるで、一人だけ教会から距きよ離りを置こうとしているかのようです」

　しかし、まさにそういう話を聞いて感動し、村から出てきた身としては、おかしいとも思えない。

「どう……でしょう。現にアティフでは改革の火の手が上がっています。王国では、聖典の俗ぞく語ご翻ほん訳やくも進み、民衆へ信しん仰こうが開かれようとしていると……」

「すぐに信じていただけないのはわかります。ですが、私は確実に、新大陸はあると思っています。いえ、すべての悪あく魔ま憑つきと呼ばれる者、私たちのような人ならざる者たちが、確信するはずです」

　そこまで言うからには、なにか手て掛がかりが存在するのだ。

　羊の娘むすめは、羊が争いの時にそうするように、ぐっと額を下げた。

「新大陸からは、わずかな生存者を乗せたほんの一隻せきだけが戻もどってこられたと言います。その生き残りの船員は言ったそうです。海の果てにあった大陸には、悪あく魔まが住んでいた。仲間はすべてその悪あく魔まによって引ひき裂さかれた。海が割れるほどの咆ほう哮こうを上げ、一歩歩くごとに湖ができるほどの巨きよ大だいさで、夜闇やみにまぎれて命からがら船に飛とび込こみ沖おき合あいに逃にげ出だして振ふり返かえり、ようやくその全ぜん貌ぼうが把は握あくできた、と。それは山に腰こしかけられるほど巨きよ大だいな、振ふり上あげた手が今まさに空に浮うかぶ月へと届きそうな──」

　その瞬しゆん間かん、まさか、と思った。その語り口には、覚えがあったからだ。

　かつて世界各地に残る伝説を集めた修道士がいた。彼かれは自分の信じる神がいるのかどうかを確かめるため、異教の神々の話を集めていた。麦に宿る狼オオカミ。草原の向こうを悠ゆう々ゆうと歩く黄金の毛を持つ羊。頭と尻しつ尾ぽで天気が違ちがうほどに巨きよ大だいな蛇へびや、額に生きた大木を生やした悠ゆう久きゆうの時を生きる巨きよ大だい鹿じか。荒こう唐とう無む稽けいな異教徒たちの空想でしかないと思われたその話には、奇き妙みような共通点があった。彼かれらはある時期を境に忽こつ然ぜんと姿を消していたのだ。人の力などはるかに凌りよう駕がしていた彼かれらは、突とつ如じよとして歴史の表おもて舞ぶ台たいから消えていた。

　彼かれらは伝説的な戦いによって命を落としたと言われている。

　戦いの相手は、森と精せい霊れいの時代の、王の中の王。

「月を狩かる、熊くま……」

　その暴君により、散ったのだと。

「伝説を知る者なら、誰だれしもが真っ先にそれを思いつきます。そして、月を狩かる熊くまの話は、人の間ではほとんど知られていません」

　自分がそれを知っているのは、ミューリの両親たちと旅を共にしていたからだ。

　自然に耳に入る話ではなく、探し求め、ようやく見つかる類のものだ。

「伝説によれば月を狩かる熊くまは、戦いの後に西の海に消えたとなっています。山を引ひっこ抜ぬき、海に放ほうり込こみ、島を作ったとまで言われる月を狩かる熊くまが、人の姿に身をやつして今の世で生きているとは思えません。ですが、伝説以降、誰だれもその姿を見ていないのです。もはや今の世は隠かくれ住むには人の数が多すぎます。私は、だから思うのです」

「月を狩かる熊くまは、海の果ての大陸で、生きていた？」

　イレニアは、うなずいた。

「王国はその悪あく魔まと戦うため、なまくらになって久しい教会の信しん仰こうの剣けんでは当てにならないどころか、利権争いが目に見えているので邪じや魔まにしかならないと考えたのだとしたら？　何年も前の異教徒との戦争では、結局戦利品の多くを教会側がうまくせしめました。同じ轍てつを踏ふんではならない、と思っているはずです」

　船に船頭は一人で十分だ、ということか。

「王国が造船技術を急に進歩させ、大陸の山という山から木材を切り出しているのは、新大陸への準備だと思いませんか？」

　ニョッヒラは相当に山やま奥おくだが、さらにその奥おくからも、木材が川を流れて売られていくのは知っていた。山やま奥おくに点在する村人たちが織った麻布は、ニョッヒラを素す通どおりして川下の町に売られ、多くは帆はん船せんの帆ほになるらしい。

　買い手はウィンフィール王国であり、なぜならば、遠えん隔かく地貿易用の造船が盛さかんだったからだ。

「私は新大陸の話を鍵かぎにすれば、王国の行動の多くが説明できると確信しています。この好機を逃のがせば、私たちは未来永えい劫ごう、人の世の陰かげで暮らさなければなりません。この町の大聖堂から聖人ネックスの布を手に入れるのは、その大事な一歩なのです。ですから、どうか、お力をお貸し……いえ、違ちがいますね」

　イレニアは、教会の前で慈じ悲ひを乞こう貧ひん者じやがそうするように、自分とミューリに向かっていた。

「私の計画に関わっていただけないでしょうか。人の世に明確な力を持つコル様と、森の覇は者しやである狼オオカミの力があれば、計画は大きく前進します」

　すべてはイレニアの妄もう想そうかもしれない。信しん仰こうを学んでいれば、時に人は見たいものを見たいようにしか見ないことを知る。

　それに、イレニアの言葉をあっさり信じたくない理由があった。

　もしもイレニアの言うとおり、新大陸を巡る思惑が本当なのだとしたら、王国は信しん仰こうの在り方の正しさなどには全く注意を払はらっていないということになる。単に新天地を独ひとり占じめするための準備として、教会を切り捨てようとしたに過ぎないことになる。

　そうなれば、教会が不正をただし、正しい信しん仰こうが世に広まると信じて戦う者たちは、とんだ間ま抜ぬけという話だ。

　結局は権力者たちの政争の駒に過ぎず、なにも根本からは解決しない。

　イレニアの語った話には、自分が信じたくない毒が含ふくまれている。

「兄、様？」

　そこに、ミューリが囁ささやくように言った。不安げな顔は、ミューリからすれば、イレニアに協力しない理由がないからだろう。

　しかし、即そく断だんなどできようはずもない。

　イレニアの話は、自分が見てきた世界の認にん識しきを大きく変えようとしている。そもそも海の果てに全く新しい大陸があって、そこに月を狩かる熊くまが住んでいて、王国がそこを新しい国として奪うばおうとしているなど、いっぺんに信じろと言うほうが無理だった。ましてや、王国が私利私欲のために教会と対立していたなどと。

　ハイランドはこのことを知っていたのだろうか、とちらりと思う。

　一方で、イレニアの夢が実現するのならば、今の世では人目を忍しのんで生きるしかない者たちには朗報となる。そして、生きにくい思いをしているのはミューリだって同じことだ。北の島とう嶼しよ地域でも、鯨くじらの化け身しんであるオータムは、唯ゆい一いつの仲間を失ったことによって、深く心を傷つけていた。誰だれかが彼かれに寄より添そって、親身になっていれば、オータムは北の島とう嶼しよ地域でもっと違ちがった役目を果たしていたのではないだろうかと思う。

　人々が教会に集つどうように、人ならざる者たちにも心安らげる場所は必要なのだ。

　その希望に光が見えるのならば、そこを目指す者の背中は後あと押おしするべきではないのだろうか。少なくとも、動どう揺ようし、立ち止まっているべきではない。

　ミューリと同じ名を持つ傭よう兵へい団の団長も言っていた。戦いの中で最も危険なのは強敵に出会うことではなく、戦せん況きようがわからない場所で立ち止まってしまうことだと。

　ならば、すぐに言葉は組み上がる。

「イレニアさんの話には、俄にわかには信じがたいことがたくさんあります。仮に本当だとしても、安易に関わるのは躊躇ためらう理由があります。私はこのミューリの兄としても、現状では同意しかねます」

「に、兄様」

　と、袖そでを引くミューリを、視線で黙だまらせた。

「少し時間をもらっても？」

　イレニアは落らく胆たんも、失望も、焦しよう燥そうも見せなかった。じっとこちらの目を見つめ、すぐに伏ふせると、差し出していた手を引ひっ込こめた。仲買人として優ゆう秀しゆうなのは、きっと間ま違ちがいないだろうと思った。

「よろしくお願いします」

　頭こうべを垂れたイレニアのことを、ミューリが困こん惑わくした顔で見つめていた。

「お返事は、こちらの船に伺うかがえば？」

「いえ、こちらから参りましょう」

「わかりました。私は〝銀の舳へ先さき亭てい〟という宿に泊とまっています。この町での羊毛取引の拠きよ点てんにもしていますので、この町の商会でしたら、どこであれ私の名を出せばすぐに確かく認にんが取れると思います」

　自分が疑われていることをしっかりと把は握あくしている。

　ミューリとは違ちがうしたたかさだ。

　イレニアは立ち上がり、臣下の礼を取るように、深々と頭を下げ、羊の角を消す。

「助けていただいて、ありがとうございました」

　船室の扉とびらを開けると、明るい日差しと喧けん騒そうに急に時間が動き出したような気がした。船室の中で語られていた話が、それこそ夢のようだったからそう感じたのかもしれない。

　イレニアは渡わたし板を危なげなく渡わたり、桟さん橋ばしで立ち止まる。それから、疲つかれた様な気き遣づかわしげな笑えみを浮うかべると、ちょこんと会え釈しやくをして歩き出した。

　雑ざつ踏とうに消えていくその後ろ姿が、ふっと人ごみに紛まぎれると同時に、長いため息が口から漏もれ出てしまう。

　イレニアの語った話は、どれひとつをとっても難物だった。王国が教会と対立した目的と、西の果てに誰だれも見たことのない土地があることと、そこに月を狩かる熊くまがいるらしいことが、すべて同じ線の上に並んでしまうのだから、途と方ほうもない山の麓ふもとに立たされたような気分だ。

「ねえ、兄様」

　ミューリが、ぼんやりとした口調で言った。

「私はどの話から、大おお騒さわぎすればいいのかな」

　羊毛を加工する現場を目の当たりにした時のようなミューリに、動どう揺ようしているのは自分だけではないと理解する。二人共に浮うき足あし立だってはならない。

　まだ幼さの残る小さな手を握にぎり、言った。

「テーブルの上に御ご馳ち走そうがどれだけ盛られていても、一度に食べられる量は決まっています」

　ひとつずつ調べていかなければならないし、スライが言ったように、自分がこの町に吹ふき流されてきたのは、神の采さい配はいだったのかもしれない。

　賑にぎやかな港の喧けん騒そうが、妙みように耳についたのだった。


　港の隅すみっこには、岩を切って作った階段があり、海面まで下りられるようになっていた。

　小さな波が押おし寄よせる中に手を入れて、銀貨同士をかちかち叩たたく。

「私も耳が良いほうだと思うけど、本当に聞こえるの？」

　隣となりのミューリは訝いぶかしげだ。

「水の中はとても音が響ひびくそうですから……まあ、無理でしたら、おとなしく手紙を出しましょう」

　海の中に手を入れて、踊おどりの拍ひよう子しのように硬かたい物を叩たたけ。そうすれば、大たい概がいの場所には一日以内に赴おもむこう。

　北の島で出会った鯨くじらの化け身しん、オータムはそう言ってくれた。

　それから一月と経たたずに呼び出すのは恐きよう縮しゆくだが、海のことは海の者に聞いたほうがいい。

「後は、黒聖母の欠片かけらを海に投げる、と」

　袋ふくろから取り出した、小さな黒い塊かたまりを海に放る。小指の頭ほどの欠片かけらで、兎うさぎの糞ふんにも見える。

　黒玉と呼ばれる貴石の一種で、琥こ珀はくに似た性質を持っている。

　ミューリは別の欠片かけらを手にして匂においを嗅かいでいるが、肩かたをすくめて袋ふくろに戻もどしていた。

「明日の朝にまた来ましょう」

　立ち上がって階段を上る。遠えん隔かく地貿易に携たずさわる商人たちの間で囁ささやかれる噂うわさならば、ヨーゼフにも聞いてみたかったが、あまりに忙いそがしそうだったので後にした。夕食の時に聞けばいい。

　手を拭ぬぐってふと気がつくと、ミューリは階段の下に立ち止まったまま、港の先の海をぼんやりと眺ながめていた。

「どうしました？」

　尋たずねると、ミューリは首を横に振ふって、上がってくる。

「ニョッヒラの山にいた時は、どこまで行っても延々と山が続いてるんだと思ってた」

　しかし、山は終わり、草原が広がり、海に突つき当あたる。

　では、海の果てはどうなっているのか。

　海を見たことのある者ならば、必ず一度は疑問に思うことだ。

「私は……海の果ては滝たきになっていると教わりました」

　それが真実かどうかは関係ない。そういうものだと思っているのは、眠ねむる前にふと考えてしまう、答えの出ない疑問に一応の決着をつける方便としてだ。

「ただ、前々からそういう教会の教えには疑ぎ問もん符ふがついていたのも事実です」

　そう言葉を繫つなぐと、ミューリがこちらを見上げてくる。好こう奇き心に満ちた、子供の目だ。

「そもそも滝たきがあるのだとしたら、その滝たきの下は？　となりますしね」

「じゃあ、なにがあるの？　ずーっと海と大陸が、次から次に続いてるの？」

　ミューリの問いを誤ご魔ま化かすこともできた。

　そうしなかったのは、ミューリをあまり子こ供ども扱あつかいするのは失礼だからだ。

「世界の秘密を解き明かそうとする錬れん金きん術じゆつ師たちは、世界が丸いと主張しています」

　手にしていた手て拭ぬぐいを丸めて、ミューリに見せた。

「世界はこんなふうになっていて、ずっと西に進むと、いつか東から戻もどってくると言われています」

　そして、そういう丸い世界がいくつもあって、それらが太陽と呼ばれ、月と呼ばれ、星と呼ばれるものである。自分たちの立つ大地も、そんな星のうちのひとつに過ぎないと。

　教会はその考えを躍やつ起きになって否定している。

　聖典の語る世界観とは、あまりにも異なるからだ。

「じゃあ、世界には果てがないわけじゃないんだね」

　教会の教えなど歯し牙がにもかけないミューリは、あっさりと受け入れてしまう。否定しようと思いつつも、ニョッヒラにやって来る偉い大だいな修道士の中にさえ、積み重ねられてきた天文学の知識などからこの説を推おす者がいた。ミューリには正しい知識を授さずけたいと思うものの、なにが正しいのかという問題がある。

　そんなことを考えていたら、ミューリはふと、聞いたこともない冷たい声でこう言ったのだ。

「良かった。それなら、月を狩かる熊くまはいつか必ず見つけられるんだ」

「……」

　言葉を失い、隣となりを歩くミューリを見た。

　無む邪じや気きで、おてんばで、怒おこったり笑ったり毎日忙いそがしい少女の姿はそこになかった。

　そこにあるのは、赤い瞳ひとみに憎にくしみの色を宿した狼オオカミだった。

「私の名前って、元々は母様の友達のものなんでしょ？　その友達を殺したのって──」

　そこまで話したミューリのことを、真正面から抱だきすくめていた。

　辺りには人がいて、奇き異いな目を向けてくるとか、そんなことは考えもしなかった。

　忙せわしなく行ゆき交かう人々が肩かたにぶつかっても、動かなかった。

　ミューリの細い体を強く抱だきしめたのは、藁わら束についた火を消すためだった。

　この幼い体と心に、復ふく讐しゆうの炎ほのおを宿らせてはならない。

「……私がイレニアさんの話を鵜う吞のみにしたくない理由のひとつが、それです」

　いつものミューリなら、抱だきしめられたら熟じゆく睡すいしていたって、抱だきしめ返してきたり胸に顔を擦こすりつけてきたりする。

　けれど、今のミューリはだらりと両りよう腕うでを下げたままだ。

「月を狩かる熊くまの存在は、あなたのお母様やその仲間にとってだけでなく、すべての精せい霊れいの時代の方たちに、とても大きな意味を持ちます。伝説が本当なのだとしたら、月を狩かる熊くまと対たい峙じした時、イレニアさんがどうするつもりなのか想像がつかないのです」

　人ならざる者たちの国を作るのならば、月を狩かる熊くまを王に頂くか、あるいは追放するかだろう。そして、月を狩かる熊くまの伝説から推測する限り、友好的な結果になるとは思えない。

　イレニアがそのことを考えていないとは思えないから、なにかしらの案があるのだろう。

　あるいは月を狩かる熊くまを葬ほうむり去さる、なにかが。

「私は少なくとも、あなたに願うことがあります」

　ミューリの身体から腕うでを解き、細い両りよう肩かたを摑つかんで顔を覗のぞき込こむ。この少女はニョッヒラにいた時にはおくびにも出さなかったのに、自分の身体に流れる血の存在を強く意識している。北の島とう嶼しよ地域でも、伝説の黒聖母が狼オオカミの化け身しんではないかと考えていた。

　ミューリの母親の賢けん狼ろうホロは、仲間を全て失っている。そのほとんどが、月を狩かる熊くまとの戦いが原因だという。とても辛つらいことだろうが、ホロは長い年月を生きてきて、解決できない問題を脇わきに避よけておく器用さがある。

　対するミューリは若く、目に映るすべてが生々しい輝かがやきを持っている。もはや文ぶん献けんの向こうにしか存在しない血族を現実に探し、仇あだなした者に鮮あざやかな怒いかりを感じることもあるだろう。

　もしかしたら、そんなミューリになにかを言う資格は、人である自分にはないのかもしれない。けれど自分は人である前に、ミューリの兄なのだ。

「仇あだ討うちなんてことは絶対に考えないでください。もうそれは遥はるか昔の、忘れ去られた時代の出来事なのです」

　ミューリは返事をしないし、こちらも見ない。

　その代わり、うなずくように顎あごを引くと、肩かたを摑つかむこちらの腕うでに、顔を当てた。

「村から出て、自分は自分で思ってるより、狼オオカミなんだなって感じることがあるの」

　その物言いに不安になるが、顔を上げたミューリはきちんとこちらを見て、困ったように笑っていた。

「そんな顔しないで。兄様がぎゅっとしてくれてる限り、私はどこにも行けないもの」

　退たい廃はい的な愛の告白、と受け取ることもできるだろうが、ミューリが自分の腕うでの中に納まる理由は、幼子が抱いだくような単純なものだけはないのだ。自分が信しん仰こうのために禁欲や節制を課すように、ミューリもまた、人知れず我が慢まんしていることがたくさんある。

　そのすべてを楽にできるなどとは思わないが、できる限りのことはしてやれたらと思う。

「なにかあったら言ってください。頼たよりない兄ではありますが、私のすべてを懸かけてあなたの力になりますから」

　ミューリは目を閉じ、夏の爽さわやかな風に頰ほおを撫なでられるかのような、涼すずし気な笑えみを見せた。

「じゃあ、お嫁よめさんにして」

　開いた目は、いつもの悪戯いたずら心に満ちた目だった。

「……それは、だめです」

「けち」

「そういう話ではありません」

　ミューリはくすくす笑いながら、まとわりつくように体にしがみついてくる。

　月を狩かる熊くまを巡めぐる深刻ななにかを誤ご魔ま化かしているのはわかるが、それをあえて露あらわにするのは、ミューリの気き遣づかいを無む為いにする行こう為いだと思った。

　自分のことをどうしても兄様と呼んでしまうように、すぐには変えられないことがたくさんある。ミューリはそれを、きちんと理解している。

「でも、海の果てに向かう旅は、すごく楽しそう」

　そして、これもまたひとつの本音なのだし、自分自身、考えなければいけないことがある。

「一難去って、また一難ですよ」

　弱音のような呟つぶやきを口にすると、ミューリがこんなことを言った。

「退たい屈くつしなくていいと思うけど？」

　若さとは、見た目だけの話ではない。

「そうですね。前向きに考えましょう」

　ミューリは笑い、うなずいたのだった。

　それから、町に繰くり出だして、それとなくイレニアの評判を確かめることにした。ミューリも服が見たいとのことだったので、商会の軒のき先さきで服をあれこれ見み繕つくろっては、イレニアのことを尋たずねてみた。

「羊毛の仲買人？　はは、兄さん、この町に何人の仲買人がいると思ってるのかね。南や東の大陸中から仕入れのためにわんさかやって来るんだから、いちいち覚えてないよ」

　最初の店ではけんもほろろで、困難に身構えたが、次の店ではあっさり話を聞けた。

「黒くろ髪かみの娘むすめで、羊毛の仲買人を知らないかって？　ああ知ってるよ。お、娘むすめさん、そいつは上等の羊の毛皮だ。皮の鞣なめしに秘ひ訣けつがあって、ほら、柔やわらかくて軽いだろう？　どんな物に仕立てたって最高の品ができるよ。ちなみにこっちが仕立て済みの外がい套とうに、敷しき物ものに……え？　ああ、仲買人の話だったな。あれはまだ若いのに、遠方にあるいくつかの商会が、あの娘むすめを通して羊毛を買いつけるってくらいの目め利ききだよ。なんだ、あんたあの娘むすめに仕事を任せようと思って、下調べでもしてるのか？　まあ、他のぼんくらに頼たのむくらいなら、あれは良い仕事すると思うよ。代金の持もち逃にげや依え怙こ贔ひい屓きなんかの揉もめ事ごとも聞いたことがないしな。というわけでその羊の毛皮、今なら太陽銀貨で十四枚、どうだい？」

　他の店も、概おおむねこんな感じだった。容易に行ったり来たりができない遠方の地では、同郷の者や信しん頼らいできる者に注文を委ねることが少なくないらしい。イレニアは羊毛貿易ではちょっとした顔役として、買いつけをしているようだった。

　当然、有能である以上に信用がおける人物でなければならず、イレニアを知る商人たちはぜひ地元の商会に勤めて欲ほしいのだが、と口を揃そろえて言っていた。

「ありゃあ、雇やとい主ぬしに惚ほれてる類の商人だろうな」

　と言う商人もいたくらいだ。ミューリはその情報にずいぶん興味を引かれ、嬉うれしそうにしていたが、理由は聞かないでおいた。

「信用のおける商人さんのようですね」

　最後に寄った商会で買った、香草入りの石せつ鹼けんの匂においを嗅かぎながら歩くミューリに言うと、視線だけをこちらに向けられた。

「狐きつねさんだったらちょっと怪あやしいけど、羊さんなら噓うそはつかないんじゃないかな」

「そういうものですか？」

「なんとなくだけど」

　その先入観が正しければ、狼オオカミこそ油断ならないのではないか。

　そう思ったが、間ま違ちがってはいないか、と一人嘆たん息そくした。

　ミューリが肩かたから下げる麻あさ袋ぶくろには、あれこれの戦利品が詰つまっている。今ねだれば財さい布ふのひもが緩ゆるいのではないか、と冷れい徹てつに計算した結果としか思えない。事実、月を狩かる熊くまの件で危あやういミューリの胸中を見た後では、ちょっとしおらしい感じでねだられたら、強く出るのは難しい。その抜ぬけ目めなさに色々思うところはあるものの、ミューリなりに、いつもの自分であるとこちらを安心させてくれている感じもあったので、余計に断りにくい。

　なんにせよ、ミューリは可愛かわいいだけの子犬ではなく、狼オオカミなのだと改めて思った。

「ではそろそろ日も暮れそうですし、商館に戻もどりましょうか」

「うん。お腹なか空いた」

　甘あまい香かおりのする石せつ鹼けんが食べられないことを残念がるように、ミューリは袋ふくろにしまっていた。

「あと、今日は羊さんのお肉じゃないほうがいいかな……」

　その手のことは考え始めるときりがないが、ミューリなりに思うところはあるのだろう。

　イレニアの語った話がどう転ぶにせよ、ミューリだけは傷つけないようにしないとならない。

　この話は間ま違ちがいなく、人ならざる者としての、最も深いところに関わる話なのだから。

　北の島では頼たよりっぱなしだったので、今度こそミューリを守る盾たてになってやりたい。

「あ、兄様、見て、一番星」

　顔を上げると、茜あかね色いろから群ぐん青じよう色に変わる透すきとおった空に、氷のような星がひとつ、瞬またたいていたのだった。

「教会への課税、ですか」

　茹ゆでて、焼いて、さらに蒸むし焼やきにして、薄うすく切ったところにたっぷりの芥から子し種を使ったソースをかけた牛の肩かた肉にくを食べながら、スライは小首を傾かしげた。

　商館に戻もどればすでにスライが御ご馳ち走そうを用意して待っていて、ほどなくヨーゼフもやって来て晩ばん餐さんとなった。昨晩は眠ねむ気けに負けたが、今日こそ食べきってやる、とミューリは張りきっている。

「はい。王国中の教会や修道院に税金が課せられているとか」

　イレニアの語ったことはどれも熟考が必要だったが、自分にとって見み逃のがせないのが、王国の教会に対する真意だった。

　しかし、スライにいきなり、王国が新大陸を目指すために教会を切きり離はなそうとしているのか、などと聞くことはできなかったし、聞いたところで答えが返ってくるとも思えない。なので、考えた末にそう切り出した。

　イレニアの考えが正しいのならば、この課税にも王国の意図が見みえ隠かくれするはずだ。

　もしも正当な根こん拠きよのない、単に財産を巻き上げるだけのものであれば、イレニアの語る話に信しん憑ぴよう性が追加される。

　逆に、正当な理由があるのなら、イレニアのそれは考えすぎの可能性がある。

「確かにそのとおりです。なにせ、彼かれらの横暴と言ったらなかったですから、課せられて当然でしょうね」

　スライの回答は、思った以上に棘とげついていた。

「ということは、なにか懲ちよう罰ばつ的な課税なのでしょうか」

「ええ。これまで不正に溜ため込こんだ財を吐はき出ださせ、今後同じような悪さをしないようにというものです。税の布告なんてなんであれ評判が悪いものですが、人々から喝かつ采さいされた数少ないものでしょう」

　スライは冗じよう談だんを口にしているふうでもない。

　ただ、教会の悪行と聞いて、すぐに思い出すことがある。

　大聖堂の扉とびらにあった、たくさんの貼はり紙がみだ。

「大聖堂の扉とびらを見ました。あれも、その関係でしょうか」

　すると、スライはうなずいた。

「その話ならば、夜が明けるまで続けられます」

　冗じよう談だんめかしているのに、顔が笑っていない。

「彼かれらは、高利貸しを営んでいたのですよ」

　大聖堂にも、その一言があった。

　しかし、教会はむしろ利子を禁じる側のはずだ。おおっぴらに高利貸しを営んでいれば、さすがに教皇庁から調べが入ったのではなかろうか。

「もちろん、巧こう妙みように隠いん蔽ぺいしていました。表向きは善行を為なしているような体ていでしたよ」

　そう語るスライの横から、ヨーゼフがこちらの器うつわに酒を注いでくれる。煙けむりの味がする蒸留酒で、かなりきつい。背せ伸のびをしたい年とし頃ごろのミューリが味見をして、舐なめた途と端たんに器うつわを突つき返かえしてきたほどだ。

　そんな酒を飲まなければ聞けない話なのか、とやや身構える。

　スライは、ヨーゼフの注いだ酒の器うつわをきゅっと干して、話し始めた。

「他の国では知りませんが、王国にある教会組織は、こぞって羊毛産業から甘あまい汁しるを啜すすっていました」

　スライにあてがわれた部屋の中にも、毛け織おり物ものはたくさんある。毛布、敷しき布は言うに及およばず、寒さ対策のために壁かべや家具にかけられる布も、大たい抵てい羊毛製だ。生きていくうえで、羊毛を利用しないことはあり得ない。

　そして、王国はその羊毛が世界で一番有名な土地だった。

「というのも、羊毛を巡めぐる商あきないは構造的な問題を抱かかえていまして、その最大のものが、お金になるまでにものすごく時間がかかるということなのです。羊の毛が刈かられて、それが服になってお金になるまでに、どのくらいの時間がかかるか御存知でしょうか」

　その問いに、少し多めに見積もって言った。

「一年くらいでしょうか？」

「平均して三年です」

　そんなに、と驚おどろくと、スライは羊肉を切り分けてミューリの皿に置く。それからにっこりと微笑ほほえみかけていたので、ミューリが遠えん慮りよして羊肉を食べていないと思ったらしい。ミューリはやや困ったような感じで礼を言っていた。

　ミューリがとても深しん淵えんな問いに悩なやまされている一方で、スライはテーブルの上の料理を羊毛に見立てて、こんな説明をした。

「育てて、刈かって、集めて、運んで、洗って、品質によって選別して、梳そ毛もうして、糸にして、染せん色しよくして、織って、仕立てて、売れて、ようやく金に変わるわけです。もちろん、次から次に話が進むわけではなくて、倉庫で眠ねむったり、商店の棚たなで売れずに残ることもあります。特に仕立てた服が流行を読み間ま違ちがえると目も当てられません。そして、どうにかこうにか服が売れてお金になったら、今度は加工の順番を逆にたどって、お金が羊飼いまで届くわけです」

　世の中の複雑な仕組みの一いつ端たんだが、それのどこが問題なのだろうか。

　そう思っていたら、スライはパンをひとかけら手に取った。

「問題は、お金が届くまでなんとか生活しなければならないことなのです」

　そして、口にパンを放ほうり込こむ。

「理り屈くつから言えば、羊毛が最後に服や糸として売れない限り、羊飼いから最後の商人に至るまで、誰だれも代金を受け取れないことになります。最初の羊飼いに至っては、三年間支し払はらいを待つことになります。ですが、すべての者たちが、待っている間も生活し、働かねばなりません。しかし、生活するには生活費が、仕事をするためには、その材料を買わなければなりません」

　足りない物は必要とされる。

　羊毛産業には、高利貸しを営む機会がいくらでもあるわけだ。

「ただ、教会が文字通り金を貸したら問題になるので、デザレフの大聖堂やその他の教会組織は、管理する土地で育てられた羊毛を貸しつけたり、途と中ちゆうの半加工品を買いつけて、それを貸しつけていたのです。そして、次の段階の品物を受け取るわけです。たとえば羊毛の塊かたまりを貸しつけたら、糸を受け取るとか、糸を貸しつけたら、染め上がった糸を返してもらうとか。貸した物を返してもらっているだけだから、高利貸しではないという理屈です。それどころか、教会は貸した物を返してもらう時、職人にお金さえ渡わたすのです。なんという慈じ悲ひ深ぶかさか！」

　しかし、それは本来賃金と呼ばれるはずのもので、たっぷりはずんでいるようにも思えない。

「そして職人に渡わたすそのお金が、とてもわずかだったと」

　スライはうなずくと、そのことを示すように、ナイフで牛の肩かた肉にくを薄うすく切り分けた。

「私たち商人が金を貸す時、教会に怒おこられない程度の利子が、年に一割から二割です。職人の賃金を考こう慮りよして教会の隠かくれた利子を計算すれば、年に五割以上、時には十割に達することもあります」

「そ、そんなに……？」

　暴利と言うほかなかった。

「教会は寄進の多くを土地で受け取り、大たい抵ていはその土地で羊を飼いますから、王国で最大の羊飼いです。つまり原料の大部分を押おさえている。そこでさらに職人たちを金銭で支配されたら、我々商人には太た刀ち打うちできません。商会は最後の最も時間のかかる完成品の販はん売ばいを押おしつけられ、職人たちは羊毛を加工してわずかの手間賃に甘あまんじるしかありません。そんなことで職人の意欲が湧わくわけもなく、王国では長い年月の間、職人の質が低くて、単に羊毛を輸出したほうが儲もうかるような状じよう況きようが続いていました」

　それがおそらく、自分が子供の頃に見た、王国の状じよう況きようなのだろう。

「そうなると、土地を所有して羊を育てている教会だけがますます儲もうかり、途と中ちゆうの職人たちはますます貧しくなるという構図になります」

　北の島とう嶼しよ地域も辛つらい状じよう況きようだったが、スライの語る王国の様子も似たり寄ったりだ。

　ただ、そこに悲ひ壮そう感がないのは、スライが過去のこととして語っているからだろう。

「国王も苦々しく思って、色々画策したようですが、根本的な打開策には至らなかった。それどころか」

　と、スライは呆あきれたように目を閉じてため息をつく。

「思いつきのように羊毛の輸出を政策であれこれいじるので、羊毛取引はある種の賭かけ事ごとになっていました。たくさんの商人や貴族が翻ほん弄ろうされて、多くの人たちが破産しましたよ」

　スライの話には、個人的に心当たりもあった。没ぼつ落らく貴族は大たい抵ていそうだが、裕ゆう福ふくな商人に娘むすめをあてがうことで、事実上家名を金で売って存続を図はかることがある。そして、家名を金で買われた挙句、夫である商人が事業に失敗して、ついに完かん膚ぷなきまでに落ちぶれてしまう。

　子供の頃に出会った狼オオカミのような女性商人も、そういう変へん遷せんを経た元貴族で、破産の原因は羊毛取引だったはずだ。彼かの女じよは殊こと更さら運が悪かったわけではなく、ウィンフィール王国のそういう政策に吞のみ込こまれた多くの内の一人なのだろう。

　エーブ・ボランというのがその元貴族の名だが、夫の破産後は一いち念ねん発ほつ起きして商人に転身し、今では女だてらに南の地で屈くつ指しの大商人になっているらしい。

　それこそ狼オオカミのような人だったから逆境も跳はね返かえせたのだろうが、多くの人はそうではない。

　教会が原因で運命を翻ほん弄ろうされた恨うらみつらみが、王国中に残っているとしたら。

　それひとつをとっても、課税をする理由には十分なのではないかと思った。

「とにかく、王国だろうが商会だろうが、教会には強く出られなかったのです。異教徒との戦いくさのために、教皇とは歩調を合わせる必要がありましたしね。それが、戦いくさが終わる頃から状じよう況きようが変わり始め、王国がついに教会と対立することによって、力関係が一変したのです」

　牛の肩かた肉にくにナイフを突つき立たてた時の顔は、晴れ晴れとしていた。

「教会は聖務を禁じられたために現金収入がなくなり、職人への貸しつけという支配がまず緩ゆるみました。そうなると職人たちも仕事に励はげむようになって質や量が向上しましたし、大陸からは腕うでの良い職人たちが移住してきました。しかも教会は王国の港町の力を借りなければ輸出することができませんから、行き場のなくなった羊毛を二束三文で金に変えるしかなく、たちまち王国内に羊毛が溢あふれ始めました。あまりの量に、元々は羊毛産業と無関係だった町の人々もこぞって働くほどで、そうなると皆みなの収入が跳はね上あがり、王国全体が豊かになりました」

　となると、町の人々の仕事に対する喜びのようなものは、これまで課されていたひどい枷かせから解放された喜びなのだろう。

「教会への課税の目的は、今のうちに財産を取り上げて、万が一形勢が逆転してもしばらくは立ち直れないようにするためでしょう。後は単純に、王国の財源を潤うるおすためと、民衆の人気取りという側面もありましょうがね」

　スライの話からでは、王国の対応は完全に理にかなっていた。教会は理由があって、課税されている。この課税には、大義名分が揃そろっていた。

　新大陸を目指すために教会を切きり離はなす、という荒こう唐とう無む稽けいな筋書きとは無む縁えんな感じがした。

　そうなると、イレニアの語る話のいくつかに説得力はなくなるものの、徴ちよう税ぜいそのものに協力することは、自分の目的とそれほどずれていないことになる。

　横暴な教会は、罰ばつせられ、正されるべきなのだから。

「ちなみに、徴ちよう税ぜいは順調なのでしょうか」

　スライは首を横に振ふった。

「いいえ、教会の権けん威いは根強いですし、町の商人たちは後難を恐おそれて徴ちよう税ぜい権に入札しません。うまくいっていないのが現状です」

「なるほど……」

「概おおむねこんな感じなのですが……ひとつ、私からもよろしいでしょうか」

　黙もつ考こうから引ひき戻もどされ、スライを見た。

「あ、すみません。はい、もちろん」

　すると、スライはにこやかながら、油断のならなそうな目を向けてきた。

「課税の話は、どなたからお聞きに？」

　普ふ通つうに町をうろうろしていて耳に入る類の話ではない。

　スライが気になるのも当然だろう。

「大聖堂に詣もうでていたところでお会いした方です。ちょうど、その人が聖堂から追い出されているところに出くわしたのです。それでお話を」

　そう説明すると、静かに話を聞いていたヨーゼフが口を挟はさんだ。

「その者は、コル様の噂うわさを聞いて私の船にまでやってきまして」

　それでスライは大まかなところを察したらしい。

　しかし、突とつ然ぜん天てん井じようを仰あおぎ、目を手で覆おおう様子の意味がわからなかった。

　ぽかんとしていると、姿勢を戻もどしたスライは、罪を告白するように言った。

「ということは、その誰だれかは、コル様に税の取り立てを依い頼らいしたわけですね」

「は、はい」

「そして、教会を改革せんとするコル様はそこに正義を感じつつ、ひとまず調べてから、手伝うか否いなかを決めようとした」

「え、あ、ま、まあ、その……」

　足りない要素は多々ありつつ、概おおむねあっている。

「おお、神よっ」

　スライは呻うめき、意地悪された犬のような目を向けてきた。

「こんなことならば、躊躇ためらわずに昨日のうちにコル様に頼たのむべきでした」

「え？」

　驚おどろいて見返すと、「私は商人なのです」と悲しげに告白された。

「コル様がいれば、税の取り立ては赤子の手を捻ひねるようなものでしょう。誰だれしもが考えつきますよ。おお……今から私が同じことを頼たのんだとして、そこに正義を感じるでしょうか？」

　スライは正確に状じよう況きようを見通す目を持っている。まったく同じ事こと柄がらが、ほんのわずかな差によって違ちがう意味を持ってしまうことを、よく理解している。

「……申し訳ないですが、お金かね儲もうけだとしか……」

「でしょうね」

　一いつ切さいの気取りをなくしたように、だらしなく椅い子すの背もたれに体を預け、スライは不ふ貞て腐くされるように言った。ヨーゼフが苦く笑しようしているくらいだから、本気ではなくわざとそんな演技をしているのだろう。

「もっとも、昨日のうちに話を切り出していたら、いかにもコル様を利用しようという魂こん胆たんが見え見えですから、なんにせよ私は評価を落としたはずです。機を見ようとした私の慎つつしみ深ぶかさを、評価していただけますか？」

　椅い子すに座すわり直したスライの言葉に、思わず笑ってしまう。

　スライは良い人かどうかはわからないが、とても気持ちの良い商人だと思った。

「もちろんです。昨日は私も心底疲つかれていました。虫の居所が悪かったでしょう。お気き遣づかいには本当に感謝しております」

　ヨーゼフはくつくつと笑いながら、スライの杯さかずきに酒を満たす。火がつきそうなほどに濃こい蒸留酒だ。スライはそれを手に取り、不意に真面目な顔になった。

「こういうことは巡めぐり合わせです。コル様に税の取り立てを依い頼らいした商人には、なにかあるのでしょう。大聖堂でたまたまでくわすなど、神の采さい配はいとしか思えません。ましてや、羊毛商からは大変に評判の良い仲買人ですから」

「えっ」

　思わず驚おどろいてしまい、ミューリから白い目を向けられ、スライは楽しげに笑っていた。

「私はデバウ商会デザレフ商館の支配人です。しかもお二人は目立ちますから、町で聞きき込こみをしていれば、逐ちく一いち情報は入りますよ」

　言われてみれば、それもそうかと思う。

「仲買人をしていれば、教会の横暴をもっと生々しく目の当たりにしたことでしょう。きっと彼かの女じよが徴ちよう税ぜい権に手を出したのは、単なる金かね儲もうけだけが動機ではないと思います。普ふ段だんは慎しん重ちような商あきないをすると聞いていますから、彼かの女じよには確固とした信念があるのでしょう」

　人の思おも惑わくを嗅かぎつけることに関して、商人ほど鋭するどい者もいない。確かにイレニアには、危険を承知で突つき進すすむ理由がある。

「やはり、コル様がこの町に来たのは神のお導きです」

　スライはそう言って杯さかずきを口に運ぶが、中身を傾かたむける前に、視線をこちらに向けてきた。

「ところで、本当に私たちのために徴ちよう税ぜいを請うけ負おってはくれませんか？」

　冗じよう談だんめかしてはいるが、やや本気を感じられる。そして、そのこと自体が、冗じよう談だんめいている。

「酔よいに任せての言葉と思っておきましょう」

　スライは肩かたをすくめ、一息に杯を干す。味見だけをして、その味ときつさに恐おそれをなしていたミューリは、目を丸くしていた。

　食事はその後もつつがなく進んだ。

　考えをまとめるのに必要な鍵かぎは、揃そろいつつあった。

　目が覚めると、かすかに頭痛がする。風か邪ぜでもひいたかと思ったが、喉のどの渇かわきと胸やけから、慣れない蒸留酒を飲んだせいだと理解した。それに、スライと別れた後、ヨーゼフに新大陸の噂うわさのことを聞こうかと思ったが、酒がまわっていたせいでベッドに倒たおれ込こむようにして眠ねむってしまったことを思い出す。

　ミューリが呆あきれていたような気もするが、記き憶おくがあいまいだった。

　体を起こすと、隣となりでは羊毛がたっぷり詰つまった枕まくらを抱だきしめて、顔をうずめるようにしてミューリが眠ねむりこけている。きっと夢の中では羊にしがみついているに違ちがいないが、もしかしたら自分が酒さけ臭くさかったせいかもしれない。

　そんなことを思って頭を搔かき、ベッドから降りて水差しの水を飲んだ。

　木窓の隙すき間まから差さし込こむ光はまだ弱々しいが、その向こうからはすでに荷馬車を引く音がしている。軽く開けてみれば、目め抜ぬき通どおりにはぼちぼち人出があった。羊毛を運んでいる者たちもいて、また今日もあの演劇の舞ぶ台たいみたいな場所で、加工をするのだろう。

　昨晩のスライの話では、王国の重要な産業を牛ぎゆう耳じっていた教会が、それを理由として税金を課せられているということだった。

　町の人々のあの晴れ晴れとした働きようを見れば、教会の貸しつけによってどれだけ人々の生活が圧あつ迫ぱくされていたかよくわかる。もしもこの町にやって来て、その話だけを聞いたならば、一も二もなく徴ちよう税ぜいに賛成しただろう。

　慎しん重ちようになるのは、王国が信しん仰こうのことなどどうでも良く、まったく別の目的から教会と縁えんを切ろうとしている、という可能性を知らされたからだった。

　王国は決して正しい信しん仰こうの味方ではなく、邪じや魔まだから教会を排はい除じよしようとしているだけだとなれば、彼かれらに協力することは正しいことなのかわからなくなる。むしろ、意図して教会を切きり離はなそうとしているのなら、信しん仰こうについて教会以上に冷れい酷こくな振ふる舞まいをしたっておかしくない。

　ハイランドに一度確かめるべきではないかと思った。もしもハイランドが知らずに奔ほん走そうしているのであれば、これほど間ま抜ぬけなこともない。信しん仰こうのことなどどうでもいいと思っている王国のために動くのは、墓ぼ穴けつを掘ほっていることになるのだから。

　ただ、そうだとしてもなお、思うことはある。

　王国が損得づくで教会と縁えんを切るのであれ、民衆は間ま違ちがいなく信しん仰こうを求め続けるはず。

　それに、王国が進めていた、聖典の俗ぞく語ご翻ほん訳やくだ。軽い思いつきでやるようなこととは思えず、確固たる理由があると感じられた。

　なにせ聖職者しか読むことのできない聖典を、普ふ通つうの人々も読めるようにして、自ら神に近づけるようにするその意義深さは、歴史の転てん換かん点となりうるほどに途と方ほうもない。

　どんな状じよう況きようであれ、聖典さえあれば教会も聖堂もなく聖職者がいなくとも、神を身近に感じることができるのだ。自分のような人間がたまたまやって来た途と端たん、悩なやみを抱かかえた人々が押おし寄よせるようなこともなくなるだろう。家で愛する者が病びよう床しように伏ふせば、その妻や夫、娘むすめや息子むすこが聖典を手に取ればいいのだから。

　そう考えると、王国は新大陸への冒ぼう険けん云うん々ぬんのためなどではなく、真しん剣けんに信しん仰こうのことを考えて動いていると思える。なぜなら、聖典の俗ぞく語ご翻ほん訳やくが完成すれば、それこそ世界の果てで独りぼっちになったとしても、神からの慰めを得られるようになるのだから。

「……え？」

　その瞬しゆん間かん、頭の中で稲いな妻ずまがほとばしっていた。

　稲いな光びかりの向こうに見えたのは、石炭の雲と、山のような波の隙すき間まを行く、一隻せきの船だ。

　その甲かん板ぱんで神に祈いのる、冒ぼう険けん者の姿だ。

「まさか」

　思わず呟つぶやき、口を押おさえる。聖典の俗ぞく語ご翻ほん訳やくは、それが目的だったのでは？

　長い長い旅の果て。そこに余計な人員は詰つめ込こめず、全員が生きて帰れるとは限らない。神にすがるしかなくなるようなことが起こった時、神にとりなしてくれる者がいるとは限らない。

　その時、誰だれでも読める聖典がありさえすれば、彼かれらは再び勇気と活力を取とり戻もどせる……。

「いや、いや」

　頭を振ふって、その考えを打ち消した。聖典を俗ぞく語ごに翻ほん訳やくするのは、いつ果てるともしれない教会との対立の中、王国の民たみが自分たちで聖務を執とり行おこなえるようにするためと考えたほうが筋が通る。今のはあくまでも、それにも応用が利きく、というだけのことだ。

　昨晩の酒のせいで、思考が飛ひ躍やくしている。

　だが、一度思いついてしまったことは、頭にこびりついて離はなれない。

「……思おもい込こみの激しさは、自分の悪い癖くせ」

　わざわざ口に出して、自分を戒いましめる。

　それから中庭に顔を洗いに出て、また今日も商館の人々の悩なやみ事に耳を傾かたむけたのだった。
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　商館の人々の相手をして、朝食を取ってから町に出た。

　ミューリが外に出たがったのもあるし、自分も昨晩の酒をきっちり抜ぬいて、冷静に考え直したかったのだ。

　それに、ミューリに聞きたいこともあった。

「そんなに自分たちの国を作りたいと思うかって？」

　イレニアへの態度を決めかねているのは、つまるところ、ミューリに関わる問題を孕はらんでいるからだ。

　自分は神への正しい信しん仰こうが世に広まるようにと願っているが、ミューリの幸せと天てん秤びんにかけたならば、究極のところではきっとミューリを選ぶだろうと思っている。そんなことを本人に言えば、耳と尻しつ尾ぽをぴんと伸のばしたミューリの、よからぬ妄もう想そうに火をつけてしまうだろうから言いはしないが、自分の本音ではある。

　ミューリの幸せを願う気持ちは、父親のロレンスにだって負けていない自信がある。

「うーん……」

　そして、改まって聞かれたミューリは、露ろ店てんで買った魚の骨に麦粉をまぶして脂あぶらで揚あげたお菓か子しをざくざく食べながら、遠い目をしていた。

「できたら素す敵てきだと思うよ」

　しばし迷ってようやく出てきたのはそんな言葉だが、ミューリは足元の石を蹴けり、こちらを見た。

「けど、ものすごく、ものすごく、遠い場所なんでしょ？　だとしたら、少し迷うかな」

　冒ぼう険けん好きの少女にしては、覇は気きのない感想だった。

「だって、兄様は一いつ緒しよに来てくれるとしても、私の知ってる人がみんな来てくれるわけじゃないでしょ？」

　最初のほうは冗じよう談だんだとして、後半はミューリの本音らしかった。

「それはちょっと寂さびしいかな。ニョッヒラのお家うちにだって帰りたくなるだろうし」

　ミューリには村を出たくて仕方がない時期があったが、決して風ふう来らい坊ぼうなわけではない。

　世の中を存分に見て回ったら、あー楽しかったと言って家に帰ってくる様子が目に浮うかぶ。

　だが、イレニアのそれはまた全然違ちがう話なのだ。

「夢にはもちろん共感するよ。そういう場所があったらいいな、とは思う」

　骨のお菓か子しを食べる手も止め、ミューリは足元を見やる。どんな困難にも怯ひるまず立ち向かいそうなミューリが、気弱な様子だった。

　ミューリは夢見がちだが、現実が見えないわけではない。むしろ自分よりもよほど周囲を見み渡わたす能力がある。イレニアの計画の途と方ほうもなさは理解しているのだ。

　ミューリがイレニアの計画を推おす理由は、単純なものではないようだった。

　第一に冒ぼう険けんに惹ひかれること。それから素す直なおに夢として共感すること。あるいはこれがもしかしたら一番大きいのかもしれないが、ある種の仲間意識だろう。

「だから……その、本当を言うとね、兄様に無む理り強じいはできないし、もし私のなにかを気にしてるんだったら、あんまり深刻に考えないで欲ほしいな」

　顔を上げたミューリは、照てれ臭くさそうに見える。

　月を狩かる熊くまの話を聞いて頭に血が上っていたことを、恥はじているようだった。

「大陸で待ち構えてるのだって、母様でさえ敵かなわないかもしれない奴やつなんでしょ？　悔くやしいけど、兄様の言うことを聞くべきかなって思うよ」

　いつも悪戯いたずらや我わが儘ままばかりで、早く大人になって欲ほしいとため息をついていたのに、いざこんな大人びた割りきりを目の当たりにしたら、なにか寂さびしいものを感じてしまう。

　身勝手なことだと我ながら呆あきれるが、骨のお菓か子しを再び齧かじったミューリの顔には、幾いく分ぶん幼さが戻もどって見えた。

「あんまり物わかりが良すぎて、びっくりした？」

　悪戯いたずらっぽく小首を傾かしげながら、そんなことを言う。

　この年とし頃ごろの少女は、それでなくたって見た目と中身の差が激しい。

　口の端に魚の骨の欠片かけらをくっつけているミューリには、疲つかれたように笑うしかない。

「あなたは賢かしこい女の子ですから」

「惚ほれてくれてもいいんだよ？」

　目を細め、不敵な笑えみを挑ちよう戦せん的に向けてくる。

　笑ってミューリの頭を撫なでると、ぶーっと唇くちびるを鳴らされた。

「ま、私はそんな感じだけど、イレニアさんがどう思ってるかはまた別だよね」

　油で揚あげた骨の最後の欠片かけらを口に放ほうり込こみ、手を払はらったミューリは蓮はすっ葉ぱな娘むすめのように顎あごをしゃくって町の一角を示した。

「本人にも聞いてみたら？」

　振ふり向むけば、視線の先ではイレニアが羊毛でぱんぱんになった麻あさ袋ぶくろを挟はさみ、他の商人と商談を交かわしていた。デザレフも大きい町ではあるが、商あきないの行われる場所は限られている。

　イレニアと商人は和なごやかに会話をし、最後に握あく手しゆを交かわしていた。商人は大きな麻あさ袋ぶくろに針金で布きれを括くくりつけ、炭かなにかで文字を記している。イレニアが買いつけに成功したのだろう。

　こうしてみると、完全にデザレフの商人の一員だ。とても羊の化け身しんには見えないし、途と方ほうもない夢を秘めているようにも見えない。

　ただ、踵きびすを返かえしたイレニアは、迷うことなくこちらに向かってきた。

　自分が気がつくはるか前から、こちらに気がついていたのだろう。

「お仕事は順調なようで」

　その挨あい拶さつに、イレニアは歩いてきたほうを見やり、苦笑いを見せた。

「とんでもない。あの商人さんはいつも手ごわいんです。今も随ずい分ぶん吹ふっかけられてしまって」

　やり手の商人は皆みなそう言うだろう。面おも白しろく思いながら、こう切り出した。

「ところで、少しお時間を頂けないでしょうか」

　イレニアの目に、たちまち光が宿る。

「お願いしている件についてのことですよね？」

「はい」

　すると、イレニアはたちまち困ったような笑えみを見せた。

「むしろ、私のほうから売うり込こませてもらいたいくらいです。もちろん時間はありますとも」

　なるほどと思った。

「立ち話もなんですから、市場の露ろ店てんなどいかがでしょう」

　それは自分への気き遣づかいというより、ミューリのためだろう。

　将を射んと欲ほつすればまず馬を射よ、なんて言葉もある。

　馬ならぬ狼オオカミは、もちろん見事に釣つられていた。

　そして三人そろって、市場に向かったのだった。

　市場は相変わらずすごい人出で、簡易な椅い子すとテーブルを出して飲み食いさせているようなところはどこもいっぱいだった。しかし、イレニアが店主に声をかけると、裏から一ひと揃そろい出てきたのだから、一ひと廉かどの商人なのだと実感する。

　そして、昼間から酒というわけにもいかないので、温めた山や羊ぎの乳に蜂はち蜜みつと生姜しようがという、寒い地方では定番の飲み物を頼たのんでいる間、イレニアは市場でちょっとしたものを見み繕つくろってきてくれた。

「栗くり？」

　興きよう味み津しん々しんのミューリの鼻先にあるのは、葉っぱの皿に盛られているぬらぬらと黒光りする大きな栗くりだった。

「お酒の匂においがする」

「この地方の名酒と蜂はち蜜みつで煮にたものです。食べたことがなければ是ぜ非ひ」

　ミューリは喜色満面、早さつ速そく手を伸のばして口に運ぶ。

「んー！」

　と喉のどの奥おくで唸うなり、幸せそうな顔をしていた。

「お気に召めして良かったです」

　ミューリを籠ろう絡らくしたところで、イレニアは話題を切きり替かえた。

「それで、お話とは」

「理由をお聞きしたくて」

「理由？」

　小首を傾かしげるイレニアは、ともするとミューリと同い年くらいに見える。

「イレニアさんが、海の果ての大陸に惹ひかれる理由です」

　船の中で話を聞いた時、確かにイレニアは理由らしいことを口にしていた。

　しかし、あれは表面的な、ひどく理り屈くつめいたことに聞こえなくもない。イレニアの話に構えてしまうのは、話の荒こう唐とう無む稽けいさもさることながら、真意のようなものが見えなかったからかもしれない。

　あのミューリでさえ、よしやろう、絶対やろう、今すぐやろう、と言えないような大だい胆たんな話なのだ。イレニアが覚かく悟ごをするのには、なにかもっと大きな理由があるはずだった。

「そんな苦労をせずとも、立派に今の世で生きていけるように見えましたので」

　町にも顔馴な染じみが多そうだし、ミューリが言うように、遥はるか彼方かなたの大陸に行けば、すべての人間関係も置き去りになる。

　イレニアの話をどこか飲のみ込こみにくいのは、その辺りのことが見えないせいかもしれない。

「とてもうまく町の人とやっている、と？」

「あるいは親しい人も多いかもと」

　人ならざる者の大義のためだ、と言われたらどうしようもない。

　だが、イレニアはそこまで英えい雄ゆう気質でもなさそうだ。

「そう、かもしれませんが……」

　イレニアはその問いに、ややうつむきがちになる。

　上目づかいに見たのは、自分ではなく、ミューリのほうだ。

「ミューリさんは、今年でおいくつに？」

　その問いに、ミューリもイレニアの言いたいことが分かったらしい。

「……私の母様は何百歳かわからないけど、私はそうじゃないよ」

　見た目どおりの年ねん齢れいだ、と言いたいのだろうし、イレニアには伝わったようだ。

　人ならざる者は長い時を生きる。

　そして、人はそうではない。

「理由と言えば、それに尽つきます。仲良くなった人も、愛した人も、愛してくれた人も、時の流れに吞のみ込こまれます。もちろん、私はまだその域には達していないのですけど」

　恥はずかしげに話すのは、見た目以上に歳としを取っていることが娘むすめとして恥はずかしいのか、それとも人ならざる者としては若すぎることが恥はずかしいのか。

　なんにせよ、ミューリは栗くりを食べる手を止め、真しん剣けんな目でイレニアを見ていた。

「それに、私は時折、無む性しように嫌いやになるんです」

「……嫌いや？」

　聞き返すと、イレニアは手元を見つめたまま、うなずいた。

「私は仲買人として良い評判を築いていると自負しています。いくつもの商会が頼たよりにしてくれています」

　その話も聞いた。

「それは私が羊であるから目め利ききであるということもありましょうが、真面目に、一いつ生しよう懸けん命めいに働いたからでもあると思っています」

　ならば、なおさらそれらを捨てるようなことに繫つながるイレニアの夢は、奇き妙みように思える。

　それに仕事がうまくいっていて、なにが嫌いやなのか。

　言葉を選んでいる様子のイレニアをじっと見つめていると、羊の娘むすめは顔を上げた。

　そこにあるのは気き丈じようなものではなく、今にも泣き出しそうな弱さだった。

「私は大おお儲もうけしたいわけではありません。食べていくだけならば、そんなに働く必要はないのです。ですが、働いてしまうのです。それが嫌いやなのです」

　イレニアは、自分のなにかを振ふり払はらうように、首を横に振ふった。

　こちらを再び見た時に見せた笑えみは、あまりにも悲しげなものだった。

「私が働くのは、商人という群れの中に属していたいがために過ぎません。結局、寂さびしいのです。そしてその寂さびしさを人の群れで紛らわせる以上、解消されることはありません。私は歳としを取りませんから、定期的に拠きよ点てんを変える必要もあります。ですから、心情的には、何度も海の果てに向かっているようなものです。誰だれも私のことを知らない土地で、一からやり直すのですから。ですが」

　吐はき出だすように話していたイレニアは、息いき継つぎをするように間を開けて、言った。

「私たちだけの国を作れば、違ちがいます」

　己おのれの罪を告白するように言い終えたイレニアは、力なく目線を下げ、手元を見つめたまま黙だまってしまう。

　ミューリは隣となりで泣きそうな顔をして、こちらとイレニアを交こう互ごに見やっている。

　イレニアは羊であり、本来群れで暮らすものだ。人の世でうまく生きていけることと、それが幸せなことかはまた別問題なのだ。

　安易な慰なぐさめは逆効果だろうし、自分は世の多勢を占しめる人の側に立っている。

　迷った末に、こう言った。

「ハスキンズさんという羊の話は御存知ですか？」

　ウィンフィール王国に住み、かつては王国の創建神話に出てきたという黄金の毛を持つ羊の化け身しんがいる。ハスキンズという名のその羊は、大修道院の所領に潜もぐり込こみ、自らが羊飼いとなることで仲間の羊たちを呼び寄せ、故郷としているという。

　イレニアは目め尻じりを拭ぬぐい、顔を上げて、微笑ほほえんだ。

「もちろんです。ですが、私とあのかたとは考え方が違ちがいます。ハスキンズさんのされていることはとても立派なことだと思いますが、私は、今でも胸に刻んでいる言葉があるんです」

　イレニアは、信しん仰こうを述べるように、言った。

「逃にげ込こむ場所よりも、希望を持って向かえる場所を見つけ出せ。そうすれば、商人をやろうとなにをやろうと、強く生きていくことができるからと」

「……」

「私の正体を知ったうえで、私に羊毛の仲買人という仕事を教えてくれた人の言葉です。私が一番尊敬する、商人さんです」

　言葉もなく見返したのは、語るイレニアの表情があまりにも美しかったからかもしれない。

　あるいは、それは恋こいをする顔だったのかもしれない。

　イレニアの話を集めた時、雇やとい主ぬしに惚ほれているのではという商人もいた。

　イレニアは、良い人と出会ったようだった。

「今の世では、私たちのような者たちはどうしても、逃にげ道みちばかり探してしまいます。息をひそめ、姿を偽いつわり、たくさんのことを諦あきらめています。私は、私自身が救われたいということが第一ではありますが、ハスキンズさんとは全く違ちがう可能性を、私たちのような者たちに示せるのではと思っています」

　イレニアの言葉に自分は気け圧おされる。ミューリもまた目を見開いたまま、身み震ぶるいしていた。

　自分たちのテーブルの向かい側にいるのは、四つの蹄ひづめで大地を踏ふみしめる、力強い羊だった。

「もちろん、不安や、困難はありますし、コル様やミューリさんのように話をきちんと聞いてくれることさえ少ないです。ハスキンズさんとは、ほとんど喧けん嘩か別わかれになってしまいました。大陸という夢が本当だとして、月を狩かる熊くまがいたとしたらお前はどうするつもりなのだ？　と」

　苦笑いで済ましているが、同じ羊であり、しかも伝説に残っているようなハスキンズにそう言われ、挫くじけていないことが驚おどろきだった。

　それに、月を狩かる熊くまの話については、自分も気になっていた。

「どうする、つもりなのですか？」

　その問いに、イレニアはこう言いきった。

「会ってから決めます」

　それを無む謀ぼうだと言うことはできるかもしれない。だが、月を狩かる熊くまの伝説はもはや遥はるか昔の出来事であり、なぜ争いが起きたのかさえ不明なのだ。イレニアの無策はある意味で自然な結論と言えるかもしれなかった。

　すごいのは、それを躊躇ためらいもなく言いきったからだ。その無策は考えなしの無策ではない。考かんがえ抜ぬいた末でその結論に至っているのだろう。

　牙きばと爪つめを持ち、肉を食はむ者たちとはまた違ちがう、力強さがそこにはある。

　自分はその瞬しゆん間かん、なぜ信しん仰こうの徒が子羊と呼ばれるのかが分かった気がした。

　どんな嵐あらしや逆境にもめげない、一歩一歩前に進み続ける、その姿勢なのだ。

「というような泣き落としで、いかがでしょうか」

　そして、イレニアは不意に砕くだけた調子でそう言った。

　はっと夢から覚めたような気になるが、イレニアの語ったそれが、でたらめだとは到とう底てい思えない。かといって、イレニア自身、自分の夢が荒こう唐とう無む稽けいに近いと理解してしまっている。それでもなお、という葛かつ藤とうが、見みえ隠かくれした。

「すべてに力を貸してください、というにはあまりにも大きすぎると思います。ですから、一歩だけ、私が前に進むために手を貸してくれないでしょうか」

　たとえここで断ったとしても、イレニアは前に進むだろうと思う。

　だからこそ、手を貸したくなることもある。

「もちろん急せかしません。コル様にはコル様の目的があって旅をされているようですし、徴ちよう税ぜいに関われば、面めん倒どうな政治闘とう争そうに巻まき込こまれかねないとも限りません」

　イレニアは椅い子すから立ち上がり、銅貨をテーブルに置いた。

「仕事に戻もどります。これ以上お話をしては、本当に作り話をしてしまうかもしれませんから」

　冗じよう談だんめかした笑え顔がおも、様になっていた。イレニアは強い娘むすめであり、だからこそ、語ってくれたような自分の弱さが許せないのかもしれない。

　強い羊の娘むすめが立ち去った方向をずっと見つめ、しばらく動けなかった。

　ようやく我に返ったのは、隣となりから頰ほおをつねられたからだ。

「兄様の馬ば鹿か」

　ミューリは、むすっとしていた。

「好きになっちゃやだ」

　いつもの、兄様は女性を見る目が云うん々ぬんというものではなかった。

　こちらの頰ほおを摘つまむ手に力が籠こもっていないのも、本当に不安だったからかもしれない。

「私はそんなに惚ほれっぽくありませんよ」

　するとその言葉には、どーだか、とたちまちいつもの顔を見せる。

　そして、体を傾かたむけてこちらにしがみつくと、静かに言った。

「私は少し、応おう援えんしたいな」

　逃にげ込こむ場所ではなく、希望を持って向かえる場所を見つけ出せ。

　自分がニョッヒラを後にしたのは、世界を変えられると思ったからであり、教会組織という強大な相手とも戦えると信じたから。必勝の策はあったのか？　もちろん、ない。

　ミューリの言葉には返事をせず、最後に残っていた栗くりを手に取った。

　口に含ふくむと煙けむりの味がして、その後に濃こい甘あまさが口に広がったのだった。

　イレニアとの会話を終えて商館に戻もどると、入り口で人が待ち構えていた。

　早さつ速そくお祈いのりの願いかと思えば、ヨーゼフの使いの船乗りだという。

　しかも顔がほとんど青ざめていて、話は要領を得ない。とにかく船に来て欲ほしいと言うことで、ついていった。

　すると、桟さん橋ばしには人が溢あふれ、ヨーゼフの船の甲かん板ぱんには人っ子一人いない。

　なんなのかと思っていたら、ヨーゼフがこちらに気がついて、救われたような顔をした。

「おお、コル様！」

「ヨーゼフさん、これは一体？」

　問い返すと、ヨーゼフは自分の興奮を抑おさえるかのように胸に手を当て、船を指差した。

「オータム様が」

　息を吞のんだのは、オータムが本当に来てくれたこともそうだが、なぜヨーゼフたちが慌あわてているかわかったからだ。

　オータムが、なぜ？　どうやってここに？　そんな疑問がたくさんあるのだろうし、ヨーゼフたちにとっては教皇にも等しい存在だ。

　詳くわしい説明ができなくて申し訳なかったが、とにかく急せかすので、さっさと船室に向かう。

　甲かん板ぱんから桟さん橋ばしを見ると、全員が不安な面おも持もちでこちらを見つめている。

　まるで猛もう獣じゆうの檻おりに向かうみたいだが、あながち間ま違ちがってもいないかと思った。

　船長室の扉とびらを開けると、そこにはぼろを身に纏まとったオータムがいたのだった。

「何用かね」

　挨あい拶さつもなく、いきなりそう聞かれる。不ふ機き嫌げんそうに見えたのは気のせいかどうか。

「……あの、よろしかったのですか」

　思わず聞いてしまう。オータムはきっと、この港に来たはいいが自分がどこにいるかわからずにいたところ、見慣れた船があったので連れん絡らくを頼たのんだのだろう。

　船員は皆みな島しまの人間らしいので、さぞ肝きもを潰つぶしたに違ちがいない。

「なにがだ。呼び出したのはそなただろう」

「そうなのですが……」

　北の島にいるはずのオータムが、突とつ然ぜん船に現れたらどう考えたっておかしい話なのだが、オータムは全く気にしたふうもない。

「黒聖母の奇き跡せきだ」

　面めん倒どう臭そうに答える。島の人々の信しん仰こう心を一身に集めているので、大たい抵ていのことはそれでなんとかなる、と大おお雑ざつ把ぱに考えているのだろうし、確かにオータムの様子を見ていると信じてしまう。人の見た目は大事だ。

「それならいいのですが……それで、申し訳ありません。できれば直接お会いして話したいことがありました」

「ふむ」

　伸のばしっぱなしの髪かみの毛けと髭ひげの奥おくの表情は読みづらい。

　オータムが長い髭ひげを手でしごいていると、船長室に場ば違ちがいな音が響ひびく。

　ミューリの腹の音で、オータムは目をぱちくりとさせた。

「私を食べるつもりかね」

「ち、違ちがうよ」

　先ほど栗を食べたとはいえそろそろ時刻は昼に近く、あまり買い食いもしていない。それに、オータムの脇わきにはヨーゼフたちが気を使ったからだろう、各種の食べ物が並んでいる。

「好きに食べればいい。嚙かみつかれては適かなわん」

　皿の上には、焼き立てのパンと、幾いくばくかの肉にチーズが盛られている。

　オータム自身もパンを手に取ったので、ミューリはこちらの様子を窺うかがいつつ、遠えん慮りよなく手を伸のばしていた。

「それで？　この港にいるのは先日の嵐あらしのせいだろうが、私を呼び出す理由はなんだ。ラウズボーンへ向かうのに背中に乗せろとでも？」

　パンを小さくちぎるオータムに、そのままかぶりつくミューリが答える。

「羊さんに会ったの」

　むぐむぐとミューリが咀そ嚼しやくする合間に、オータムは長い前まえ髪がみの奥おくから、海の底のような目をミューリに向ける。

「羊？」

「遠い南の商会に勤め、王国で羊毛の仲買をしている方です。そういう羊の化け身しんの方とお会いしまして。今しがたまでも、その方と話を」

「ふむ」

「その羊さんが言ってたの。海の果てには、熊くまがいるって」

　ミューリの赤い瞳ひとみには、またゆらりと怪あやしげな炎ほのおが宿りかけたが、それはすぐに消えた。

「海の果てに……熊くま。なるほど」

　オータムは食べかけのパンを置き、髭ひげが揺ゆれるくらい大きくため息をついた。

「なんの話を聞いたか想像がついた。私を呼ぶわけだ」

「御存知なのでしょうか。その……」

「海の果てにある新大陸と、そこを守る月を狩かる熊くまか。しかし、羊がなぜそんな話を？」

「その新大陸に、人ならざる者たちだけの国を作るのだとか」

　イレニアと会話をしていると、なんだか実現できてしまいそうなことに思えたのが、口に出して他人に説明してみると、その荒こう唐とう無む稽けいさを改めて実感した。

　オータムの目も、北の島とう嶼しよ地域で現実を直視せず、甘あまい考えに浸ひたっていた自分を見る時のようだった。お前はまたそんな空想に引っかかっているのかと。

　ただ、オータムは目を閉じると、肩かたをすくめていた。

「その噂うわさは、北の島を渡わたりに使う鳥から聞いたことがある。熱心に海の向こうを探さぐろうとする奴やつがいるとかなんとか。なるほど、羊が企たくらんでいたのか」

　海に浮うかぶ巨きよ大だいな鯨くじらの背で、羽を休める渡わたり鳥どりが足元の鯨くじらと会話する。

　そんな様子はまるで御お伽とぎ話ばなしだが、渡わたり鳥どりから海の向こうの話を聞こうとするイレニアの様子を想像して、急に胸を締しめつけられる思いがした。

　羊は空を飛べず、海を泳げず、狼オオカミのように長く速く走ることもできない。

　それでも途と方ほうもない夢に向かって、ひとつずつできることをしているのだから。

「しかし、伝説が真実ならば、熊くまが新参者を歓かん迎げいするとは思えん。そこはどうするつもりなのだ」

「会ってから決めるそうです」

　これもイレニアの口から聞いたら恐おそろしい説得力があったのに、自分が口にすると突とつ然ぜん、とてつもなく馬ば鹿かげた響ひびきになる。

　オータムはもちろんなにか思ったろうが、ミューリを見て、二人の間に無言のやり取りがあった。結局、肩かたをすくめるにとどめていた。

「大陸の存在については、私もなんとも言えん。渡わたりの鳥たちも同様だ。誰だれにとっても、わざわざそんな遠方に行く理由がないからな。ただ、私が知る限りだと、西に向かってもかなりの距きよ離りに渡わたって大海うな原ばらが続き、底は深く、どこまでも深くなり、不毛な光の届かない世界が広がっていることだけは確かだ。一方で」

　と、オータムは言った。

「月を狩かる熊くまが西を目指したのは、事実だろう」

　ミューリは息を吞のんだし、自分も驚おどろいた。

　まさか、イレニアの仮説は正しいのか？

「海の底には、はっきり足あし跡あとが残っている。あまりに大きくて、それが足あし跡あとだと気がつくのに百年はかかった。しばらくは、そういう地形なのだと思っていたほどだ」

　オータムは遠い目をして話しているが、自分にはもはやうまく想像することもできない。

　ミューリにはその様が見えるのか、パンを握にぎり潰つぶしながら目を見開いていた。

　ただ、憎にくき仇かたきの行く先をついに見つけた、というよりかは、海の底に残る巨きよ大だいな足あし跡あとという冒ぼう険けんの匂においに興奮しているようだったので、ややほっとする。

「私は私以上に大きな生き物を見たことがなかったが、あれが足ならば、なるほどひとつの時代を終わらせたのは奴やつだろうとわかる」

「そ、その足あし跡あとを追いかけなかったの？」

　勢いきおい込こんだミューリの責めるような問いに、オータムは目をしばたかせる。

　そして、ゆっくりと言った。

「理由がない」

　至し極ごく当然の答えだった。

「では今から追いかけろ、と言われても断る」

　ミューリがぐっと言葉を飲んでいた。まさに言おうとしていたらしい。

「理由はいくつかあるが、最大の理由は、私でも帰ってこられるかわからないからだ」

　自分たちが船に乗って三日ほどかかった航路を、オータムは一晩で泳いでしまう。

　それもきっと本気ではない。

　そのオータムが、行ったまま帰ってこられないというのはよくわからなかった。

　オータムがため息をついたのは、説明するまで収まるまい、と思ったからだろう。

「海の中には流れがある。西に向かうならば、まず南に向かってから、勢い良く西に流れている海流に乗る必要がある。流れに乗れば、ほとんど泳がずに済むだろう」

「なにが駄だ目めなの？」

「海流は坂道と同じだ。下ったら上らねばならない。しかも、どこかで休きゆう憩けいしようにも、足元は光を吸い込こんで返さない深しん淵えんだ。摑つかまる場所などない。浮ういている限り海流の影えい響きようを受け続ける。二歩進んで三歩下がっては、永遠に戻もどることができない」

　オータムが言うのだから、きっとそうなのだ。

　ただ、不思議な点があった。

「だとすると、新大陸にたどり着いた船が帰ってきた話は、噓うそなのでしょうか」

　その問いに、オータムは顔をしかめた。

「そうとも言いきれない。なぜなら、ここから北に向かえば、今度は西から海流が流ながれ込こんでくるからだ」

　ミューリは首を傾かしげていたが、昼食を広げた皿代わりの丸いパンを見て思った。

　海に果てがあるのなら、海流はいつかそこにぶつかるはずであり、その流れが続くのだとしたら……。

「円を描えがいている可能性があるんですね？」

　途と方ほうもなく巨きよ大だいな湖のような海を、呆あきれるほどに雄ゆう大だいな流れが、ぐるぐると回っている。

　それならば、行ったまま帰ってこられない、ということにはならない。

「とはいえ、本当に円を描えがいているかはわからない。海のほんの一部分だけ、海流が東に向かっているだけかもしれない。海底の地形によっては、そのような場所がいくらでもある。この年寄りに、そんな危険な冒ぼう険けんをしろと？」

　ミューリの言いそうなことを先回りして仕留める。

　オータムは喋しやべりすぎたとばかりに口を閉じ、目を閉じるが、それは沈ちん黙もくではなく考え事をしていたからのようで、おもむろにこう言った。

「だが、人は私とは違う。風を利用したとも考えられる」

「風……逆風でも前に進む船乗りの技術か」

　オータムは鯨くじらの化け身しんであり、北の島を支える信しん仰こうの要であり、同時に海上貿易を支配する海かい賊ぞくの頭領だ。

「そうだ。風は海流と関係なしに吹ふくことがあり、季節によって必ず同じ方向に吹ふくものがある。その風をうまく摑つかめば、戻もどってこられるかもしれない。人には知ち恵えと技術というものがある。我々にできないことを成なし遂とげ、今の世を治めている。この船もまた、私には到とう底てい作れないものだ」

　オータムは部屋を見み渡わたし、そんなことを言う。

　そこには純じゆん粋すいな敬意が感じられた。

「我々の力など、これらの技術の前にはちっぽけなものだ。病人であれ、赤子であれ、ここで寝ねていれば海を渡わたることができるのだからな。これこそまさに奇き跡せきだ。祈いのりなどどれほどのものか」

　修道士の格好をし、島の人間たちを導くオータムは、髭ひげの奥おくで笑った。

　悪あく趣しゆ味みな、と思ったら、オータムはあらぬ方向を見て、遠い目をしていた。

「技術……そうか、技術か。ならば、そうなのか？」

　うわ言のように呟つぶやくその横顔は、以前に見たことがある一枚の絵に似ていた。執しつ務むの最さ中なか、窓の外から神の光を感じた修道士の絵だ。椅い子すから立ち上がりかけ、窓の外を見ている修道士そのままに、オータムは目を見開いた。

　北の島々を、絶望的な方法でまとめ上げていたオータムが、こう言った。

「羊は、熊くまを倒たおすつもりなのだ。熊くまのいる土地で暮らすには、それしかない」

　まさか、という言葉を飲のみ込こむと、オータムがこちらを見る。

「奇き跡せきとはいつだって、まさか、を伴ともなうものだ」

　そして、人の技術こそが奇き跡せきを起こすとオータムは言う。

　イレニアは人の世に紛まぎれ、生きていく力がある。彼かの女じよには人の世の仕組みを、己おのれの力に変える能力がある。そのうえで、あの夢を語ったのだとしたら。

　イレニアの言葉の、妙みような説得力の源がそれなのだとしたら。

　会ってから決める、と言いきった時の、迷いのなさ。

　それは、和議を結べるならよし、そうでないのなら腹は決まっている、という意味なのかもしれない。

　イレニアは自分の羊としての弱さを恥じていた。群れに依存してしまう己の性さがに、苦しんでいるようですらあった。

　だが、屈さなかった。イレニアは、大きなものに立ち向かう勇気を持っていたのだ。

「とはいえ、羊が熊くまを狩かろうなどというのは、やはり尋じん常じようではあるまい。私を呼びつけて話を聞くと言うことは、半信半疑だが、無視もできない、というところなのだろう？」

　そのとおりだ。

　オータムは小さなため息をつき、胡坐あぐらをかいた自身の足の指を見る。

「海の西の果てを目指すなど、海に生きる私でさえ、腰こしが引ける大冒ぼう険けんになるだろう。熊くまと相まみえる可能性があるのならなおさらだ。だから、手を貸してやれ、とは簡単に言えないが」

　その言葉が意外で、その顔をまじまじと見つめた直後だ。

「陸地の上でくらい、世話をしてやればいいのではないか」

　まさかオータムにそう言われるとは思っていなかった。呆あつ気けに取とられていると、オータムは髭ひげの奥おくで表情を硬かたくしていた。

「私のように、行ゆき詰づまっているかもしれんだろう」

　硬かたい表情は、照てれ隠かくしだったようだ。

　北の島とう嶼しよ地域で、オータムは自らの身を切りつけるような方法で、人々をまとめていた。

　持続可能だとは到とう底てい思えなかったが、オータム自身、自覚があったらしい。

　そして、オータムもまた人ならざる者であり、種は違ちがえど仲間意識が働くのだろう。

　あるいは、かつての伝説に立ち向かう、勇気そのものを評価したのかもしれなかった。

「もう良いか？　一晩泳いできて疲つかれたのだ」

　疲つかれなどという単語とは無む縁えんに思われるオータムだが、そう言われては仕方がない。

　それに、聞きたいことは十分以上に聞けた。

「ありがとうございました」

　礼を述べ、ミューリを促うながして立ち上がる。ヨーゼフのこの船も、出航のためにしなければならない仕事が山積みのはずだ。いつまでも貸しきっていては申し訳ない。

「私もしばらくはこの町にいる。なにかあれば言うがいい」

　心強い味方だ。再度礼を言って、船長室を後にした。

　ヨーゼフがやきもきした様子でいたが、なにを話したのかはもちろん言えない。

　礼を言って、桟さん橋ばしを渡わたり、港に出た。

「兄様、どうするの？」

　どうするかよりも、どうしたいかだと思った。イレニアの語った話の内容は、結局、究極のところ確かめようもないことだ。

　確かなことは、イレニアがどれだけ強かろうと、一人ではなんにせよ限界がある、という事実だろう。そして、誰だれかが力を貸してくれる素す晴ばらしさは、今いま更さら考えるまでもない。

　大きく息を吸って、ミューリを見返した。

「現状では、海の向こうに向かうことまでは賛成できません」

　その言葉に、ミューリがたちまち顔を輝かがやかせる。

「でも、イレニアさんを手伝うんだね？」

　羊さんから、イレニアさんに呼び方が変わっていた。

「徴ちよう税ぜいは少なくとも私の理念に沿っていますから」

　もちろんそれだけが理由でないことは、ミューリにもわかっているようだ。

　嬉うれしそうに寄ってきて、手に指を絡からませてくる。

「そういう兄様も好きだよ」

　屈くつ託たくなく笑うミューリに肩かたをすくめて返すと、ミューリはさらに笑っていた。

　しかし、イレニアが語る世界は、自分が想像していたものとは全く違ちがう。前に進めば見たくない世界がまた見えてくるかもしれない。

「神の御加護がありますように」

　そう呟つぶやくと、ミューリはこちらを見上げ、にっと笑った。

「私が側についてるから、安心していいよ」

「……」

　諌いさめるよりも、笑ってしまう。

　神をも畏おそれないという意味では、ミューリもなかなかのものなのだった。

　オータムとの話を切り上げたその足で、イレニアの許もとに赴おもむいた。

　王国の思おも惑わくなど、イレニアの言うことを全て信用したわけではない。

　しかし、イレニアの計画は単なる思いつきではなく、かなりの周しゆう到とうさを伴ともなったものだとわかったし、巨きよ大だいなものに立ち向かうイレニアの姿に、自分でさえ身が震ふるえる思いがした。そして、オータムの一言がある。

　──自分のように、行ゆき詰づまっているかもしれない。

　悩なやめる者の力になれなければ、信しん仰こうなど無意味だ。

「船の看板って言ってたよね」

　どこの町も似たような業態の店は固まっているもので、町の露ろ店てんで聞いた場所は、典型的な宿屋街だった。猥わい雑ざつで、賑にぎやかで、活気に満ちている。道行く者同士、目も合わせないのは柄がらが悪いからではなく、言葉が通じないからかもしれないし、旅程のことで頭がいっぱいだからかもしれない。

　とにかくそこには、独特の空気がある。

　たとえて言えば、野の良ら猫ねこたちが集まる場所だろうか。

「あった！」

　ミューリが指をさしたのは、軒のき先さきに吊つるされた緑ろく青しようの浮ういた船の看板だ。丸い看板に、舳じくがにゅっと突つき出だした意い匠しようが似合っていた。

　扉とびらを開けると、牛の首につける鐘かねがのんびりと鳴る。酒場は朝から盛せい況きようで、席はほとんど埋うまっている。町の酒場ならば一いつ斉せいに客がこちらを値ね踏ぶみするところだが、誰だれも注意を払はらわない。

　テーブルの隙すき間まを縫ぬって奥おくまで進み、帳面をめくっている主人に声をかけた。

「イレニア・ジゼル？　ああ、黒羊のジゼルか。ちょうどさっき戻もどってきてたな。三階の奥おくの部屋だよ」

　主人は帳面から顔も上げない。黒羊の言葉に一いつ瞬しゆんぎくりとしてしまうが、確かにあの髪かみの毛けは黒い羊の毛を連想させる。伝言を残せればと思ったが、会えるならば話が早い。礼を言って階段を上ると、廊ろう下か沿いの扉とびらはいくつか開け放たれていて、陽気な話し声と楽器の音色が聞こえてくる。

　イレニアの部屋はそんな廊ろう下かの最さい奥おうにあって、すぐにそこだとわかった。

　なぜなら扉とびらの横に積み上げられた木箱や麻あさ袋ぶくろからは、山ほどの端は切ぎれや羊毛の塊かたまりが覗のぞいていて、扉とびらの上には羊の頭骨まで飾かざられていたからだ。

「……」

　イレニアと出会った途と端たん、羊肉を食べるのに躊躇ためらいを見せていた繊せん細さいなところもあるミューリは、呆あつ気けに取とられたように頭骨を見上げていた。

「なにかのおまじないかもしれませんね」

　そう言ってから扉とびらをノックしようとしたら、かちゃりと取っ手が動いた。

「……度たび々たびすみません」

　イレニアは、扉とびらの向こうからじっとこちらを見つめていた。

「期待してもよろしいですよね？」

　そして、冗じよう談だんめかした笑えみを見せて、扉とびらを開けてくれた。

　部屋の様子に息を吞のんだのは、ミューリだけではない。部屋の中は足の踏ふみ場もないほどに物で溢あふれ、そのほとんどが羊毛と、羊毛を梱こん包ぽうしたと思おぼしき行こう李りだった。

「汚きたなくて申し訳ないのですが。それとも、外に？」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです」

　そう言って足を踏ふみ入いれると、羊の毛でできた家の中に入ったような気になった。

「すごい種類」

　口を開けっぱなしで部屋の中を見ていたミューリの呟つぶやきに、イレニアが嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「王国で育てられている、ありとあらゆる種類の羊の毛が揃そろってますから」

　確かに、色も長さも様々で、同じ羊の毛とは思えないような物もある。

　なんの気なしに眺ながめていると、一角に真っ黒でふわふわの羊毛の塊かたまりが置かれていた。

　素人しろうと目めにも毛け艶づやが良く、暖かそうに見えた。

「こちらなど、本当に素す晴ばらしいですね」

　剝むき出だしになっていた部分を手で撫なでながら言うと、突とつ然ぜんミューリがその手を叩たたいてきた。

　驚おどろいて見返せば、ミューリが目配せする。

　部屋の隅すみで、イレニアがいたたまれないように身を縮め、顔を赤くしていた。

「あっ、これは」

　どうやら、イレニアの羊毛だったらしい。

「い、いえ、褒ほめていただいて……」

　イレニアは気き丈じように笑い、咳せき払ばらいをすると開き直るように言った。

「なにせ無料なものですから、どうにも無む駄だにできなくて」

「それは、それは」

　自分でもよくわからない返答をすると、ミューリがあからさまにため息をついていた。

　このままではいけない、と気を取り直した。

「えっと、それで、私たちなりに色々と確かめてみました」

　イレニアも居住まいをただす。気がつけば、その頭の横には、立派な角が現れていた。ミューリもそれを見て、耳と尻しつ尾ぽを出す。もしかしたら、商人同士が帽ぼう子しを取ったり、貴族同士が手て袋ぶくろを外すような感覚なのかもしれない。

「イレニアさんが、渡わたり鳥どりにまで話を聞いていたことなども」

　その一言で、自分がどんなふうにイレニアの話の裏を取ろうとしたか、察したらしい。

「それでは」

　イレニアの髪かみの毛けが、期待に膨ふくらんだ。

「はい。お手伝いさせていただきます」

　そう言った途と端たん、イレニアの目から涙なみだが落ちる。

　それを見て、慌あわてて付け加えた。過か剰じような期待をされたら困る。

「しかし、まだわからないことも多いです。ひとまずは、徴ちよう税ぜいだけ」

「いえ……いえ、それだけでも」

　イレニアは目を拭ぬぐい、顔を上げると気き丈じように笑っていた。

「よろしくお願いいたします。あなた方にお会いできたのは……神の御導きだと思います」

　イレニアは人ならざる者であり、人の言う神を信じてはいない。感謝を伝えるための方便だろうが、それ以外に言葉がなかったのかもしれない。ミューリの手を両手で握にぎって感謝しているのも、わざとらしさがなかった。

　多分、自分たちが初めてまともに、イレニアの話に向き合ったのだ。

「じゃあ兄様、今こそ役に立つ時だよ」

　胸のつかえが取れたようなミューリが、そんなことを言う。

　北の島とう嶼しよ地域の時のように、情けない様はもう繰くり返かえせない。

　やると決めたからには、全力を尽つくさなければ。

「それでは、徴ちよう税ぜいにはいつ向かえば？」

　目を慌あわてて拭ぬぐったイレニアは、商人らしくこう言った。

「いつでも」

　早くて困ることはない。

　ならばと、こう答えた。

「では羊毛の仲買人であるイレニアさんに、ひとつお願いがあるのですが」

「なんなりと」

　イレニアが顎あごを引くと、ふわふわの黒くろ髪かみが柔やわらかそうに揺ゆれたのだった。

　言こと葉ば遣づかいや所作がその人の性格をよく現すように、着ているものもある種の言語に違ちがいない。

　自分は商人や職人の言語を操あやつれなくとも、信しん仰こうの世界のものならば自信がある。

　イレニアの部屋で、ミューリとイレニアが曖あい昧まいな笑えみを浮うかべていた。

「すごい……兄様が、気難しい偏へん屈くつな人に見える」

「不思議です。さっきまで誠実そうな、ちょっと頼たよりなさそうな商会の若わか旦だん那なみたいでしたのに」

　どうやら、狙ねらった通りの印象を与あたえられているらしい。

　身に纏まとっているのは、イレニアが見み繕つくろってくれた粗そ毛もうの外がい套とうだ。まともに糸に縒よられてすらいない雑な造りなので、羊毛がごわごわちくちくと毛羽立っていて、肌はだが痛い。ひたすらに重いばかりで、まったく暖かくもない。自らを傷つけ、厳格な精神修養を望む荒こう野やの修道士が好んで着るのが、この手の服だった。

　本来なら素す肌はだの上に直接着て、気が狂くるわんばかりの不快感に耐たえるものだが、さすがにやりすぎだとぼろがでる。

　外がい套とうとして羽織るくらいがちょうど良いだろう。

「全体としてみすぼらしくないのが肝きもなのかな。いかにも融ゆう通ずうが利きかない、猪ちよ突とつ猛もう進しんの若造って感じがすごい」

　自分の半分も生きていないミューリが、知った風な評を下してくる。そのミューリの格好はといえば、自分とは反対に柔やわらかくて暖かそうな、しぼりたてのミルク色をした毛け織おり物もののローブを身に纏まとっていた。フードをかぶってにこにこしていれば、いかにも高貴な身分の、従順でおとなしそうな修道女に見える。

「詩人は私のことを薄はく明めいの枢すう機き卿きようなどと謳うたうようですが、そんな人物がいるとすれば、きっとこんな感じでしょうね」

　慣れた分野であれば、それなりに想像力が及およぶ。

　スライから言われた時は冗じよう談だんだろうと思ったものの、商館の人々の反応から、自分に関する噂うわさが一人歩きしているのは本当のようなのだ。ならばその印象を最大限使わせてもらうことにした。

「これなら、確かに叩たたき出されるようなことはなさそうです」

「どんな理由であれ、司教様が暴力を振ふるうほうがそもそもおかしいのですけれど」

　呆あきれたように言うと、イレニアは微笑ほほえむだけだ。こういうところは、商人としてしっかりやっていけている地力なのだろう。

「では参りましょうか」

　この格好で町を歩いて噂うわさになっては困るので、一度着き替がえてから、外に出た。

　道中会話したところによると、イレニアが手に入れた徴ちよう税ぜい権は、リュミオーネ金貨と呼ばれる世界で最も有名な金貨で、五十枚にのぼる金額とのことだった。リュミオーネ金貨一枚で、贅ぜい沢たくしなければ家族が一ヶ月は暮らすことができる。羊毛仲買人のイレニアには大金のはず。

　一方、大聖堂にとっては、普ふ段だんならばどうという金額でもなかったかもしれない。しかし今は収入が途と絶だえて三年目であり、しかもこの状じよう況きようがいつまで続くか不明なため、軽々しく払はらえる金額ではないのだろう。

「莫ばく大だいな金額の取引に明け暮れている大商会なら、政治力も駆く使しして取り立てられるかと思います。しかし、町の商会では違ちがいます。間ま違ちがいなく大聖堂から恨うらみを買いますからね。万が一教会が王国との争いで優位に立ったら、と思うと、危険に見合わないのでしょう。徴ちよう税ぜいがうまく進んでいない最大の原因です」

「イレニアさんは不都合が──」

　と言いかけて、気がついた。

「ええ、私は余よ所そ者ものですから。次の拠きよ点てんに向かうまでです」

　ミューリに足を踏ふまれてしまった。

　失言だったと思いつつ、気になることもあった。

「しかし、イレニアさんは各地を移動する度たびに、新しく商あきないを？」

　イレニアはいくつかの商会の要望をまとめている、羊毛の仲買人だと聞いた。だとすれば、住む場所を変えれば、また一から信用を積み上げる必要がある。あまりに大変なのではと思った。

「表向きはそうですが、私にこの仕事の手ほどきをしてくれた方は、私の正体を知っています。ですから、その方を通じて仕事が任されるんです」

　人ならざる者が人の世で暮らすには、才覚に恵めぐまれるか、理解ある協力者に恵めぐまれるしかない。イレニアにはもちろん才覚もあるのだろうが、まず後者だったようだ。

「良い方に巡めぐり合あえたのですね」

　ただ、そう述べると、イレニアは少女っぽい笑え顔がおを見せた。ハイランドを前にするとすぐに喉のどを唸うならせるミューリが、イレニアにはそうではない理由は、きっとこの笑え顔がおにある。

　それは完全に、恋こいする少女のものだったのだから。

「ですが、良い方かというと、それはどうでしょう」

「え？」

「金貨のためなら自分の命も惜おしくないような方ですから、私が羊だろうがなんだろうが、羊毛の仲買人にさせたら儲もうかると思ったからそうしたのだと思います」

　商人には、実際にそういう人たちがいる。

　賢けん狼ろうホロと呼ばれる巨きよ大だいな狼オオカミの化け身しんを嫁よめにした無む謀ぼうな男も、行商人だった。

「もちろん、私が曲がりなりにも人の世で暮らせているのは、あの方のおかげです。徴ちよう税ぜい権を競せり落おとせたのも、協力があってこそです。感謝はいくらしても足りません。ただ……」

　イレニアは言いい淀よどみ、困ったように笑う。

「最近は会うたびに、私がいつまでも若いことに恨うらみ言ごとを向けてくるのが、ちょっと」

　若さだけは金で買えない。

　とはいえイレニアの言い方は、恋こい人びとののろけ話をするかのようだ。

「私の夢のひとつは、あの方が若返るくらいの大おお儲もうけをもたらすことです」

　その横顔からは、秘めたる真しん剣けんみが感じられた。イレニアが人の世から逃のがれたいと思う理由のひとつは、きっとその人物との別れを思うせいだろう。

　だが、イレニアは悲しみに暮れるのではなく、希望を持つほうを選んだ。

　たどり着ついた麓ふもとから見上げた大聖堂は、最初の試金石になる。

「参りましょう」

　イレニアの意い気き込ごんだ一言に、足を大きく踏ふみ出だしたのだった。

　長い石段を上り終え、相変わらずひとけのない広場の建物の陰かげで着き替がえた。

　岬みさきの上から港を見下ろすと、小さい船が何艘そうか港の沖おき合あいに浮うかんでいる。海鳥にたかられているので、漁船だろう。

「司教様たちは、大聖堂の中で暮らしているのでしょうか」

　ふと気になって尋たずねると、イレニアは懐ふところから羊皮紙の巻物を取り出しているところだった。

「往時は町の中に立派な屋や敷しきを構えていたのですが、王国と教会との対立が深刻化してからは、大聖堂に籠こもられているようです」

「それは……まさか、移動中に身の危険を感じて？」

「それもあるかもしれませんが、ここを留守にしている間に、町の参事会に占せん拠きよされるかもしれない、と恐おそれているのでしょう」

　その言葉に、イレニアを叩たたき出していた時の、司教の憤ふん怒ぬの表情がよみがえる。

　あれが手負いの獣けもののような、ある種の怯おびえから来たものだとしたら、確かに納なつ得とくができる。

「灯台の篝かがり火びも司教が？」

「以前は灯とう台だい守もりが担になっていましたが、今ではそうみたいです。聖務は禁止されていますが、灯台の火を灯ともすことは禁じられていませんから。口の悪い町の者たちは、灯台に火を灯ともすことで大陸から教皇の軍が助けに来てくれることを祈いのっているのだ、とも」

　これまで直接虐しいたげられてきた者たちからすれば、そういう噂うわさは溜りゆう飲いんを下げるものだろう。

「実際は、灯台に火が入っていないことを理由にされて、町の人間が中に入ろうとしないように、というところでしょうけれど」

　どこの町でも大聖堂の扉とびらは常に開かれ、困っている者たちが助けを求める場所だった。

　今はその扉とびらが、不信感によって固く閉じられている。

「正面入り口は閂かんぬきがかかっているでしょうから、裏口に回りましょう」

　大聖堂を回り込こむと、建物が風かぜ除よけになっているのか、海鳥が何羽わかたむろしていた。

　こちらが近づいてもろくに逃にげ出だそうとしないのは、獣けもの同士心が通じているから、という感じでもなかった。

「港のせいで人に慣れているんです。ここで食事をしていると、時折襲おそわれますよ」

　イレニアの説明を理解していたかのように、海鳥が甲かん高だかい声で鳴く。

　そして、錆さびた鉄てつ格ごう子しに硝子がらすの嵌はめられた窓の下を通り、岬みさきの突とつ端たんに近づいていくと、ようやく裏口が現れた。鉄製の武骨な入り口で、覗のぞき窓が付いている。

　イレニアは扉とびらの前に立つと、大きく息を吸って、鉄の扉とびらを掌てのひらで叩たたいた。

「司教様！　司教様！　デザレフの参事会より参りました！」

　遠えん慮りよのない大声と、扉とびらを叩たたく音に、海鳥たちが一いつ斉せいに飛び立っていく。

　イレニアはなおも扉とびらを叩たたき、繰くり返かえす。

「司教様！　参事会に対し、王命によって下されたお達しがございます！　開けていただけなければ、町への反乱と見み做なします！」

　物ぶつ騒そうな単語だが、理り屈くつはそうなるのかもしれない。

　すると、ほどなくして、鉄の覗のぞき窓が横に開いた。

「司教様、御ご存ぞん知じのとおり、参事会より徴ちよう税ぜいのお達しが出ています」

　覗のぞき窓の中に見える灰色の目が、憎にくしみの光で満ちる。

「性しよう懲こりもなく現れ、なにが徴ちよう税ぜいだ。いつから王国が神の管財人となったのだ？」

「あなた方が天の国に積み上げた財産を取り上げようというのではありません。王の顔が刻まれた貨か幣へいを、王の許もとに帰して欲ほしいと言っているだけです」

　借金や税の取り立てにおける常じよう套とう句くだし、もちろん司教は動じない。

「ろくな根こん拠きよも示されない課税に正義はなく、もはや強ごう奪だつと同じである。王の思い上がりに対し、神は必ずや罰ばつを下されるであろう」

「そう思うのならば、一度税を納めてみてはいかがでしょうか？　もしもそれが非道な行いなら、神が真実をお示しくださるでしょう」

　司教は目を見開いてイレニアを睨にらみつける。言い争いではイレニアが有利だが、二人の間には鉄の扉とびらが存在し、こじ開けて金貨を持ち去るわけにもいかない。

「話にならん！」

　と、司教が覗のぞき窓に手をかけた時だった。

「お待ちください」

　言葉を挟はさむと、閉じかけた覗のぞき窓の蓋ふたが止まる。それでようやく、司教はイレニアの他に人がいることに気がついたようだった。

「な、なにかね」

　一いつ瞬しゆん怒ど鳴なりかけていたが、こちらの格好に気がついて、呻うめくように言った。

　スライの話では、王国の聖職者のほとんどが、大陸に亡命してしまったということだった。

　司教の顔に妙みような強こわ張ばりが見えたのは、敵地に仲間を見み出いだした安あん堵どを必死に嚙かみ潰つぶそうとしたせいかもしれない。

　わざわざそれっぽい格好に着き替かえたのは、威い厳げんを出すのとあわせて、司教に仲間意識を呼び起こすためだ。

「私はこのイレニア・ジゼルよりこの町の話を耳にしました、トート・コルと申します。私がなにかのお力になれるのではないかと思い、参りました」

　司教は怯ひるんだようにこちらを見て、イレニアを見る。

「港町アティフより来られた方です。司教様も噂うわさくらいは御ご存ぞん知じでは」

　その瞬しゆん間かん、司教がひゅっと息を吸すい込こむ音がした。アティフを起点とした教会改革の話はここにも届いているのだろう。財産を貯ため込こんでいた数多あまたの教会や修道院の人間が、こぞってハイランドの許もとにとりなしを求めに来ていると言っていた。

　身に覚えがあれば、喜んで迎むかえ入いれたい相手ではないはずだ。

「ば、馬ば鹿かな。この者が〝薄はく明めいの枢すう機き卿きよう〟だとでも？」

　その二つ名は本当に広まっているらしい。

　そのことに妙みような疲つかれを感じつつ、答えた。

「私が誰だれであるかは、神が御ご存ぞん知じです。しかし、こちらも御覧いただければと思います」

　懐ふところから取り出したのは、ハイランドからよこされた手紙だった。自分のことをラウズボーンに呼び出すための物であり、そこにはしっかりとハイランドの署名と、印が押おされている。

　ハイランドがいつもきっちりした手紙をよこしてくれるのは、なにかあった時にこういう使い方をできるようにするためだろう。

　手紙を司教に向かって広げながら、言った。

「北の諸島にて隠修士オータム様と会った後、ラウズボーンを目指していたのですが、嵐あらしによってこの港に立ち寄りました。そのことには、なにか意味があるのではないか、と私は思っています」

　話を聞いているのかいないのか、司教はこちらが広げる手紙をじっと見つめている。

　王国内で大聖堂を構える者ならば、ハイランドの名は並々ならぬ意味を持つに違ちがいない。

「また、私は一日も早く、この町に安息が訪おとずれるようにと願っています。もう、三年の長きに渡って、魂たましいの慰なぐさめが得られていないとか」

　それは町の人間たちもそうだし、この司教もまた、そうだろう。

　いつ参事会が率いる兵や、怒いかり狂くるった民衆がなだれ込こんでくるかという不安に怯おびえながら、大聖堂の中で籠こもって暮らしていれば気も滅め入いるはずだ。

「いかがでしょう。私は町の外の人間として、双そう方ほうのお役に立てるかと思うのですが」

　大聖堂に火を放ちに来たわけではない。司教にそのことが通じたのかどうか、あるいは、貴族の知ち遇ぐうを得ている聖職者らしき人物の来訪を拒こばめば、それこそ正当性を失うと思ったのか。

　司教はゆっくりと目を閉じ、覗のぞき窓から顔を離はなす。

　そして、鉄の鍵かぎが開く音がした。

「お入りください。神の僕しもべを追い返すつもりはありません」

　鉄の扉とびらが開かれる。

　目礼をしてから中に入ると、ミューリに続いて入ろうとしたイレニアが遮さえぎられた。

　司教の陰かげからイレニアがこちらを見るが、昨日の様子を見ている限り、司教のイレニアに対する不信感はかなりのものだろう。

「イレニアさん、私が話を聞いてきます」

　イレニアはなにか言いかけたが、おとなしくうなずく。

「よろしくお願いします」

　司教は鉄の扉とびらを閉め、鍵かぎをかける。

　たちまち通路が暗くなり、黴かびの匂においが鼻をつく。鉄の扉とびらの隙すき間まから差さし込こむ光に照らされ、埃ほこりが舞まっているのも見える。

　狼オオカミの鼻を持つミューリが、くしゅん、とくしゃみをしていた。

「奥おくにどうぞ」

　石造りの壁かべには等とう間かん隔かくに窪くぼみが設けられ、二人の天使が台座を支える燭しよく台だいが置かれているが、長いこと蠟ろう燭そくは置かれていないように見える。

　聖堂の中はあまりにも静かで、外からの海鳥の鳴き声が、むしろ外よりもはっきりと聞こえるように錯さつ覚かくする。

「こちらの部屋へどうぞ。この時間帯は、一番暖かい部屋です」

　通されたのは、長机の置かれた部屋だった。食堂にしては、側面の壁かべにふんだんに硝子がらすが用いられているし、壁かべには天使たちが集つどう絵を刺し繡しゆうされた大きな壁かべ掛かけが掲かかげられている。

　おそらくは、司教を含ふくむ聖堂の主だった者たちが日々の運営や相談事をする場所なのだろう。

　厳しい目で見れば、贅ぜい沢たくな造り、と言えるかもしれないが、率そつ直ちよくな感想は廃はい墟きよを思わせた。

「なにか飲まれますか？　とはいえ、大したものはありませんが……」

「お構いなく」

　硝子がらすから差さし込こむ灯あかりの下で見る司教は、随ずい分ぶんやつれて見えた。オータムもやつれ具合ではかなりのものだったが、こちらには内側に張はり詰つめるなにかが無い。

　司教服を剝はいだら、中が空っぽでも驚おどろかないかもしれない。

「それで」

　と、壮そう年ねんの司教は膝ひざをかばうように、椅い子すに腰こしを下ろした。

「私は、いえ、この聖堂はどうなるのでしょう」

　イレニアを前にした時の剣けん幕まくなど、どこにもない。

　それどころか、司教は突とつ然ぜん顔を覆おおって、泣き出してしまったのだった。
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　ミューリと思わず顔を見合わせて、顔を両手で覆おおって泣く司教をなだめた。ようやく落ち着くと、ぽつぽつと状じよう況きようを語ってくれたのだが、にわかには信じられないような内容だった。

「私はハボットと申します。私は司教でもなんでもないのです。この大聖堂が管理する土地で羊を任されていた、ただの羊飼いです」

　その告白に、思わず息を吞のんだ。

「司教様とそっくりなために、たびたび入いれ替かわってはいたのです。お酒が過ぎた翌日の礼拝や、儀ぎ礼れい的な催もよおし事など、司教様の服を着てその場にいればなんとかなることは、ほとんど代理で参加しておりました」

　目と髪かみの毛けの色、それから背格好が同じなら、髭ひげを生やしてしまえば見た目はほとんどわからないだろう。口を開かなければならない時でも、司教のような立場の者が発する言葉は、定型句がほとんどだ。見た目さえそれっぽければ、確かに誰だれも疑わない気がした。

「それが、ついにこんな大それたことを押おしつけられてしまい……私はもう限界です……」

　司教が町の中の家に帰らず、ここに籠こもっている理由がわかったような気がした。

　見た目が一いつ緒しよなだけで、司教その人でないのなら、確かに家には入れるわけもない。

　それから、昨日のイレニアへの振ふる舞まいも。

「しかし、だとしたら司教様はどこに？」

　その問いに、ハボットは顔を覆おおいながら首を横に振ふった。
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「教皇様に窮きゆう状じようを訴うつたえてくる、と言って出てったきりです。時折、手紙だけが送られてきます」

　教皇の許もとに、という話を信じるほど、さすがの自分もお人ひと好よしではない。身代わりを置いて、本人はどこかに雲くも隠がくれというわけだ。

「私もこんなことが正しいとは思っていません。ですが、私がいなくなればここは無人になってしまいます。それに、司教様がとっくの昔に逃にげているなどということがばれれば、この聖堂の評判は地に落ちてしまいます。私一人が噓うそをつくことで済むのならと……」

　見た目が似ていることもそうだろうが、本物の司教がハボットを身代わりに据すえたのは、この真面目さを見み込こんでのことかもしれない。

　それに、元羊飼いだというから、立場的にもこれ以上ないほど弱かったに違ちがいない。

「幸か不幸か、この一年ほどはそれなりにうまく回っておりました。聖堂に訪おとずれる町の人もいませんし、食べ物は契けい約やくがあるので町の商会が定期的に届けてくれます。それが、急に慌あわただしくなり……」

　アティフのことが原因だろう。それまで膠こう着ちやく状態だった王国と教会の争いが、次の局面へと動き出した。そのうねりは、想像もしなかった人々を、考えもしないような理由で巻まき込こみ、広がっていく。

「ここ一月ほどのことです。食べ物を届けに来てくれる商人が、来るたびに恐おそろしいことを言うのです。いよいよ教会の特権が根こそぎにされるらしいと。蓄ちく財ざいの豚ぶたは異い端たんの廉かどで火あぶりだと。それが、薄はく明めいの枢すう機き卿きようという神の代理人がついに現れ、現実のものになると」

　ハボットは背中を丸めながら語っていた。商人の意地の悪さは、玉座から転がり落ちた王への仕打ちと同じだろう。商人が本気で言っていたとは思えないが、ハボットはぽつりと付け加えた。

「私は……火あぶりなのでしょうか？」

　その顔を見た瞬しゆん間かん、ハボットがなぜ自分をここに迎むかえ入いれたのかが理解できた。どんな結果になるにせよ、先が見えないままでいるのは限界だったのだ。

　がっくりとうなだれてしまったハボットから、視線を上げて壁かべのタペストリーを見る。そこでは天使たちが真面目な顔で、御ご馳ち走そうを囲んでいる。誰だれかを騙だます噓うそをつくことはできても、噓うそをつき続けられるかどうかは、また別の才能なのだ。

　ハボットを糾きゆう弾だんすることは可能だが、それが正しいこととも思われなかった。

　それに、と冷静に考えた。ハボットが噓うそをついていて、本物の司教が迫はく真しんの演技をしている可能性が、なくもない。ミューリの母親の賢けん狼ろうホロは、人のつく噓うそなど簡単にお見通しという特技を持っていたが、ミューリはまだ人生経験が足りないのか、あまり頼たよれない。

　なにより、当のミューリが、この人可哀かわい想そうだよ、という目でこちらを見てきている。

　ならば最良の選せん択たく肢しとはなんだろうか。

　理由のこじつけなら、神学を学んで鍛きたえられている。針の先せん端たんで何人の天使が踊おどれるかのような問いに答えるのは、得意だった。

「私はこう考えます」

　ハボットが顔を上げ、ミューリが心配そうに見つめてくる。

「あなたが誰だれであるかは神が御ご存ぞん知じです。羊飼いのハボット氏であるかもしれないし、そうでないかもしれない」

「私は──」

　言いい募つのろうとするハボットを手で制して、言った。

「そこで、税の話です」

　ハボットは唐とう突とつに言われ、目を丸くしていた。

「私は教会の悪あく弊へいに我が慢まんができず、信しん仰こうの正しき形を世に取とり戻もどすために旅に出ましたが、教会がなくなればいいなどとは欠片かけらも思いません。絶対に必要なのです。しかし、羊毛を巡めぐる話は明らかに行き過ぎでしたし、過あやまちには償つぐないをしなければなりません」

　そこで、こう切り出した。

「したたかな演技をされている司教様でしたら、今ここで税を支し払はらうことによりこれまでの悪あく弊へいの悔かい悛しゆんを示すことは、町の人々に好印象を与あたえると理解できるはずです。あるいは、もしも羊飼いのハボット氏が司教様に無理やりここに据すえられていたのだとしたら、司教様に代わって税を支し払はらうことにより、ハボット氏は司教様ではなく町の人々の味方である、とみなされるでしょう。そして、ここが大事な点ですが……」

　と咳せき払ばらいを挟む。

「私はどちらの場合であっても、税を支し払はらうことにより、教会が過去の過あやまちを償つぐなおうとしていると理解しますし、そのように町の人々に口くち添ぞえいたしましょう」

　自分の仲介とハイランドの名前があれば、町と教会の関係が悪くなることもないはずだ。

　司教の格好をした壮そう年ねんのやつれた男は、ぽかんとこちらを見つめた後、ゆっくりと、半信半疑にうなずいていた。

　それから、ふっと話を理解したかのように目に光が戻もどってくる。

「で、ですが、問題があるのです」

「問題？」

「はい。支し払はらうべきものが、ないのです。司教様は聖堂を発たたれる際、金庫を空にしていかれました」

　いかにもありそうなことだと思った。

　仮に目の前にいるのが司教だとしても、どこかに隠かくしているだろう。

　しかし、金がないからと言って、支し払はらえないことはないはずだ。

「大聖堂ゆかりの聖性を帯びた品々ならば、人々は寄進を惜おしまないかと」

「聖、性？　あの……それは……」

「金はなくとも、金に変えられる物はあるのでは」

　たとえば壁かべにかかるタペストリーや、各種の調度品だ。司教が逃にげ出だす際、あれこれ持ち出したと言っても、一いつ切さい合がつ財さいを抱かかえて運び出すのは至難の業わざだろう。

「ですが、私には物の価値などわかりません」

　ハボットの言葉に、こう答える。

「外で待っているのは、商人です。査定に不安があれば、私が責任を持って信用のおける商人を紹しよう介かいいたします」

　ハボットがすぐに返事をしないのは、中身が司教だからか、それとも、自分にこんな判断を下す権限があるのだろうかと戸と惑まどう羊飼いだからか。

　ただ、なんにせよ、もはや知らぬ存ぜぬでは切きり抜ぬけられないと思ったのだろう。そうでなければ、自分をここに招き入れないはずだ。

　詰つめていた息を吐はき出だすように、こう言った。

「よろしく、お願いします」

「神の御み心こころのままに」

　そう答えて、椅い子すから立ち上がったのだった。

　完かん璧ぺきに信しん仰こうにのっとった判断とは言えないかもしれないが、自分にできる限界はこの辺りだろうと思った。なにより、本当にハボットが無理やり難題を押おしつけられているのだとしたら、あえて状じよう況きようを明らかにすることは彼かれを追おい詰つめてしまうかもしれない。

　正義の遂すい行こうが必ずしも正義に繫つながらないことは、北の島とう嶼しよ地域で目の当たりにしてきた。

　そう思っていたのだが、薄うす暗ぐらい廊ろう下かを歩いている途と中ちゆう、はたとそのハボットが足を止めた。

「しかし、ひとつだけ、よろしいでしょうか」

　振ふり向むいたハボットの横顔は、確かに羊飼いだと言われて納なつ得とくできる、精せい悍かんなものだった。

「あの若い女商人は、信用してよろしいのですか？」

　今際いまわのきわの悪あがき、という感じではなく、そこにははっきりとした感情があった。

「正直な商あきないをされる方だと聞いています。羊毛の仲買人だそうですが、面識は？」

　もしも羊飼いだと噓うそをついているのなら動どう揺ようが覗のぞくだろうかと思ったが、ハボットは落ち着いて首を横に振ふった。

「いえ、ありません。私は普ふ段だん滅めつ多たに町にいませんし、自分の手で羊の毛を刈かりさえもしませんから。羊を育てるだけです」

　そういうものなのかもしれない。

「しかし、羊毛の仲買人で徴ちよう税ぜい権を落札できるとは、よほど優ゆう秀しゆうなのですね」

　ハボットはため息をつき、諦あきらめに似た表情を浮うかべた。

「あの商人よりお聞きき及およびかもしれませんが、昨日、私はあの商人の訪問を受け、手て荒あらい対応をしてしまいました」

　確かに怒ど鳴なりつけ、叩たたき出だしていた。

「ですが、故なきことではない、と言っておきたいのです」

「というと？」

「昨日は、まるで旅の信徒が訪ねてくるようにやって来たのです。そして、気がついたら聖堂内に招き入れていました。健康と商あきないのための道中の加護を祈いのりさえしましたよ」

　それで、裏口から叩たたき出だされたのではなく、表の入り口から出てきたのだろう。

「言葉巧たくみに、とはあのことだと思います」

　ハボットはそう言って、目の前のイレニアが怖こわくなったのだと続けた。

「徴ちよう税ぜいの話も、いつ切り出されたのか覚えていないのです。最初からその話を持ち出されていたら、私の分を越こえている話です。すべてはねつけていたはずです。ですが、いつからか会話の主導権を完全に摑つかまれていて、詰つめ寄よられていました。私は純じゆん粋すいに怖こわかったのです。この者は、一体誰だれなんだ？　と」

　優ゆう秀しゆうな商人は人の思おも惑わくを見み抜ぬくのがうまく、懐ふところに入るのがうまい。慣れない者がいきなりその手管を見せられたら、魔ま術じゆつかなにかだと思ってもおかしくはない。

「これを、私の意い趣しゆ返しだとは思わないでください。私は大聖堂の土地で羊を飼う身です。生活の糧かてを与あたえてもらいつつ、理り不ふ尽じんさも日々感じていました。教会にはもっと正しい形があるのではないかとは思っています。その上で、言うのです。あの娘むすめは、信用してはならないと思います」

　イレニアへの批判が気に入らなかったのか、ミューリが憮ぶ然ぜんとしている。

　それは置いておいても、奇き妙みようなことになった、と思った。まるで子供向けの御お伽とぎ噺ばなしだ。

　暗い廊ろう下かの先には、少しだけ光が漏もれている鉄の扉とびらがある。そこを叩たたくのは羊の娘むすめであり、ここは神の子羊の集つどう場所である。中に入れてくださいと言う羊は、果たして本当に羊なのだろうか、と疑う羊飼いがいる。

　挙句に、本物の狼オオカミがすぐ側で、羊毛のローブを身に纏まとっていながら、羊の味方を買って出ようとしているのだから。

「私も、私の目が曇くもっていることを何度も思い知らされています。ハボット様の御忠告は、真しん摯しに受け止めておきます」

　ハボットは自分の懸け念ねんが十分に伝わっているのかどうか、という顔をしていたが、結局は頭を下げ、再び歩き出した。神への信しん仰こうでさえ頻ひん繁ぱんに揺ゆらぐ世の中だ。誰だれかを信じることの危あやうさは必ず存在する。

　そう思うと、隣となりを歩くミューリは特別だった。なにがあろうとも、この少女だけは信じられる。

「？」

　灰に銀粉を混ぜたような独特の髪かみの毛けをしたミューリは、ミルク色の羊毛の中で不思議そうな顔をする。その様子は、無む垢くという言葉が形を取ったのならば、きっとこういう姿を取るに違ちがいないと思わせた。

　微笑ほほえみ返し、前を向く。

　ハボットが鉄の扉とびらの鍵かぎを開け、太陽の光が海鳴りと共に廊ろう下かに差さし込こんだのだった。

　ハボットとイレニアが顔を合わせると、数すう瞬しゆん不ふ穏おんな雰ふん囲い気きになった。双そう方ほうに言いたいことはあろうが、互たがいに事を荒あら立だててもなんの得にもならないというのはわかっている。

　ハボットは渋しぶ々しぶとイレニアを中に入れ、イレニアは昨日の暴力を口にしなかった。

　代わりに、イレニアはすぐに尋たずねてきた。

「それで、どうなりましたか？」

「金貨、銀貨はないそうです。代わりに物納で手を打ちたいと」

　イレニアには願ったりかなったりだろう。

「ただし」

　と、付け加えた。

「正当な価値の評価をお願いします」

　聖人ネックスの布の値段など想像もできないが、場合によっては金貨五十枚を大きく上回ることもあるだろう。聖遺物には途と方ほうもない値段がつくことがある。文字通り教会の宝なのだ。

「もちろんです」

　商会の話では、イレニアは誠実な羊毛の仲買人だと言う。なんなら、デバウ商会の商館にいるスライに、再度評価してもらってもいい。

　そこに、ハボットが口を挟はさむ。

「ですが、どうするのですか。壁かべ掛かけや椅い子すを金貨五十枚分も持って帰るのですか？　そんなことをされたら、礼拝も再開できなくなってしまいます」

　イレニアは、躊躇ためらいもなく答える。

「とりあえず、聖堂の宝物庫を見せていただけますか」

　ハボットがこちらを見るので、うなずく。ハボットは、仕方なさそうに肩かたを落としていた。

　教会や聖堂は基本的な作りがある程度決まっていて、それはこの大聖堂もあまり変わらない。

　まず祭さい壇だんがあり、そこから道を一本伸のばす。その道の両りよう脇わきには日々祈いのりに来る信徒たちの居場所があり、大たい抵ていは長なが椅い子すが置かれている。さらにその外側を、また廊ろう下かが囲む。祭さい壇だんを挟はさんで奥おくには、礼拝室がある。これが基本構造で、その周りにあれこれくっつけて、各建物の特色を出す。

　その中で、宝物庫は祭さい壇だんの裏側、礼拝室との間に作られることが多い。その建物の中でもっとも神聖な場所にあるというわけだ。祭さい壇だんが他の床ゆかより一段高くなっていて、その地下部に作られることもある。

　デザレフの大聖堂は、後者の造りになっていて、宝物庫の扉とびらは祭さい壇だん脇わきの廊ろう下かを地下に下った先にあった。廊ろう下かは壁かべを切った窓もないので真っ暗だ。ハボットが火を灯ともしている蜜みつ蠟ろうの蠟ろう燭そくに照らされて、石いし壁かべに描えがかれた聖典の一部の物語がぼんやりと浮うかんで見える。獣じゆう脂しの蠟ろう燭そくでないのは、煙けむりで石いし壁かべの絵や備品が駄だ目めになるのを防ぐためだろう。

　ハボットは手持ちの燭しよく台だいを、壁かべに作られている燭しよく台だい置きに置いて、大きく武骨な鍵かぎを取り出した。大人の手にも収まらないような大きさに、ミューリが興きよう味み津しん々しんな様子だった。

　差さし込こまれる音も格別で、扉とびらを開ければ鈍にぶく輝かがやく黄金の山、という期待を持たせるには確かに一役買っているかもしれない。

「こちらが、宝物庫です」

　しかし、ハボットが案内してくれたのは、地味な倉庫だった。

「礼拝用の道具が最も高価だと思いますが……」

　大聖堂に相応ふさわしく、そこは立派な大きさでこそあったものの、設しつらえられた棚たなに並ぶのはごく普ふ通つうのものばかりで、格段目を引くような物はない。それに、宝物庫というより倉庫に近く、食料品やらも置かれていた。

「ここは聖堂内で唯ゆい一いつ、鼠ねずみも入はいり込こめませんから」

　四方をがっちりと石いし壁かべで囲まれているのだろう。

「金の洗礼皿などはありませんよ」

　棚たなを見ていくイレニアに、ハボットがそう声をかける。

　ハボットが司教ならとっくに隠かくしているだろうし、ハボットが本物の羊飼いなら、後々盗とう難なんの疑ぎ惑わくを課せられないように、宝物庫を確かく認にんしただろう。

　棚たなには、いくつかの礼拝用の銀の杯さかずきや燭しよく台だいと、祭さい壇だんにかける緋ひ色いろの布、飾かざりつけのための金糸、銀糸、それに、聖典や祈き禱とう書が数冊あった。

　イレニアから遅おくれて自分も棚たなを見ていたら、ミューリに服の裾すそをくいくいと引かれた。

　見れば、鉄かなにかで作った魚の頭だ。掌てのひらに収まるような大きさではなく、抱かかえるほどもある。

「それは祭りに使うものです」

　ハボットの説明に、ミューリがたちまち目を大きくする。

「とても派手なお祭りですよ。岬みさきの麓ふもとから聖堂の入り口まで薪まきを組んで、火をつけます。そして、火の流れの中を、この魚の模型が泳いでいくのです」

　すべての部品を組み上げたら、ミューリくらいならばその中に収まってしまいそうな大きさだ。どうやら、それを鉄の棒で支えるらしい。祭りは夜に行われ、目が良ければ北の島からも火の燃える様が見えるらしい。

　黒い夜空を背景に、黄色く輝かがやく火の川の中を泳ぐ魚を想像する。

　ものすごい光景だろうと思った。

「なにかそういう伝説が？」

　少なくとも聖典には元になりそうな話がないのでそう尋たずねると、ハボットは小さく笑う。

「ここは漁師の町でもあります。うんざりするくらいの魚が焼かれてきました。彼かれらも天国に行けるようにという配はい慮りよです」

　なるほど、と思う反面、死んでもなお火の海を泳がされるのは、やや気の毒ではあった。

「毎年たくさんの人が見に来ます。ただ、去年も一昨年も、行われませんでしたが」

　ハボットは純じゆん粋すいに寂さびしそうだった。

　そこに、一通り宝物庫を見て回ったイレニアが戻もどってくる。

　浮うかない顔だ。

「ここには税を支し払はらう余よ裕ゆうなどない、ということを理解していただけましたかな」

　ハボットの疲つかれきった言葉に、イレニアは答える。

「司教様、宝物庫は本当にここだけですか？」

　そして、ハボットはその問いに、怒いかりを見せなかった。

　これだけの規模の大聖堂に、金貨五十枚もないというのは、なにをどう言い訳してもおかしい。しかし、寄付金などの現金が聖堂にないのは、司教が持もち逃にげしたからで、それを説明するには自分が偽にせ物ものであることを説明しなければならない。

　だから、そもそもイレニアを聖堂の中に入れることはできなかった。

　ハボットが自分に視線を向けてくるのは、こちらのことを教会の味方だと信じているからだろう。あなたを信じて聖堂の中に入れたのだ、と目で訴うつたえていた。

　ここでハボットを説得し、偽にせ物ものであることを告白させて楽にさせるという選せん択たく肢しもあるだろう。

　しかし、宝物庫を見てみました、なにもありません、ということで納なつ得とくするほど、自分もうぶなわけではない。

「司教様。ひとまず、聖堂の財産目録をお見せしたらいかがでしょう」

　大きな教会組織の歴史は古く、関わる人間の数も多い。財産目録は必ず存在する。

　ただ、その言葉に、ハボットはあっさりとうなずいた。やや不思議そうな顔をしていたくらいだ。

「わかりました。それでお気が済むのならばそうしましょう。しばしお待ちください」

　そう言って、扉とびらも閉めずに出ていってしまう。ここには盗ぬすまれて困る物はない、というよりも、盗ぬすんだら誰だれが犯人か即そく座ざにわかるものしかないとわかっているからだろう。

　ここに置かれているのは、誰だれもがそれを見れば大聖堂の物だとわかるような、儀ぎ式しきで人目にさらされている物ばかりなのだ。

「兄様？」

　ミューリが困こん惑わくしたように尋たずねてくる。ミューリなりに、話が進んでいないのがわかっているようだ。

「この大聖堂の財産がこれだけだなんて、信じられません」

　イレニアも憤ふん慨がいしたように言う。

　そして、自分もそう思う。金貨、銀貨は抱かかえて持っていけても、大聖堂に連綿と伝わる宝の数々までをも同時に持ち出せたとは思えない。替かえ玉だまを聖堂に残しているくらいだから、本人はいつかここに戻もどってくるつもりなのだ。だとしたら、持ち運んでいて万が一なにかあったら困る本物の宝は、聖堂に残しているはずだと思った。

　だから、ハボットを追おい詰つめず、イレニアの目的を達成することはできる。

　それが若じやつ干かん信しん仰こうにもとる方法だとしても。

「ミューリ、耳を出してください」

　そう言って、自分は先ほどの魚の祭りで使われるらしい、魚の模型を支える鉄棒を手に取った。冒ぼう険けん譚たんが好きで、母親である賢けん狼ろうホロからもあれこれ聞いていたミューリは、なにをするかすぐに理解していた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

「では」

　と、言って、鉄棒で床ゆかを突つく。ごん、と音がして、ミューリは首を横に振ふる。そうしたらすぐに数歩歩いて、また床ゆかを突つく。この手の大規模な石造りの建物には、間ま違ちがいなく秘密の地下室がある。ミューリの耳があれば、音の反はん響きようで見つけられるだろう。

　ごん、ごん、と手早く移動しながら宝物庫の床ゆかを突ついていく。

　この部屋の扉とびらの鍵かぎがあまりにもごついのには理由がある気がするし、心情的にも秘密の部屋は大切な場所に作る気がする。

　ただ、宝物庫には食料品やらも置かれていて、壁かべもいちいち調べていたらハボットが戻もどってきてしまう。ごん、ごん、と忙せわしなくやっていたら、イレニアが言った。

「それでしたら」

　その言葉に振ふり向むいた時には、すでにそれが現れていた。

　ドンッ！

　と、床ゆかが震ふるえ、天てん井じようからぱらぱらと埃ほこりが落ちてくる中、掌てのひらを床ゆかに当てたままの姿勢で、イレニアがこちらを見上げてくる。

「いかがですか？」

　巨きよ大だいな蹄ひづめが一いつ瞬しゆんだけ見えたような気がした。

　イレニアは、羊の化け身しんなのだ。

「こっち」

　まったく動じていないミューリが、なんの変へん哲てつもない棚たなに近寄っていく。壁かべにぴったりくっつけられているもので、棚たな板の上には聖母像や色つきの硝子がらすで作られた聖人の絵を嵌はめた板などが置かれている。足元の部分は引き戸形式になっていて、床ゆかに膝ひざをついて開けてみると、会食などで使うための物か、食器類が置かれていた。

「どう？　兄様」

　ミューリを見上げながら、手を棚たなの奥おくに入れる。

　杯さかずきの合間に見えていた突とつ起き物に手が届き、形状からなにかの操作棒だとわかる。

「ありました」

　押おしてみたが動かず、引いてみても動かず、右に回したところ、ごとんとなにかが落ちる音がした。

「今のすごい音はなんですか？　一体なにを？」

　部屋の入り口から、当とう惑わくしたようなハボットの声が聞こえてきた。

「灯台は、足元だけは照らせません」

　そう答え、体を起こすと、棚たなを押おしたり引いたりしてみた。

　自分の背せ丈たけよりもある棚たなが、扉とびらのように手前に動く。息を吞のむような音がして、空気が吸い込こまれる。

　棚たなの後ろには、隠かくし階段があった。

「か、階段……？」

　ハボットの驚おどろきようが演技とはとても思えないので、本当に知らなかったのだろう。

　イレニアは司教であるはずの者が知らないはずはないだろう、という顔だったが、目配せして、首を横に振ふっておいた。ハボットが噓うそをついていようがいまいが、今は問わないほうが互たがいにとっていい。

「司教様、ここは神聖な場所かもしれませんから、先に下りていただいても？」

　ただ、ハボットが本物の司教である可能性にも保険をかけておく。自分たちが意い気き揚よう々ようと入ったところを閉じられては困る。

「わ、わかりました……」

　強こわ張ばっているのは、秘密がばれたからか。それとも、こんな秘密があるのなら、無理にでも替かえ玉だまを断るべきだったと思っているのか。

　なんにせよ、ハボットは胸から提さげていた教会の紋もん章しようを手に取り、口づけしてから、燭しよく台だいを手に階段を下りていった。

　大人が両りよう肘ひじを左右に張れる程度の広さで、まっすぐ下に続いている。

　空気は黴かび臭くさくもなく、石を切り出した時のような、独特の冷たい匂においがする。

　階段はさほど長くは続いておらず、普ふ通つうの建物で言えば二階分くらい下りたところで終わっていた。

「ここは……？」

　ハボットが訝いぶかしげに蠟ろう燭そくを掲かかげて照らす。天てん井じようが低いせいか圧あつ迫ぱく感があるし、棚たなが奥おくに向かって何列にも並べられている。ただ、それらはほとんどが空のようだ。

　宝物庫の中の隠かくし扉とびらなのだから、本物の宝が隠かくされているのでは、と思ったのは間ま違ちがいだったのか。

「わああ！」

　突とつ如じよ、ハボットが悲鳴を上げて蠟ろう燭そくを取り落とした。一気に緊きん張ちようして汗あせが噴ふき出でるが、床ゆかに転がった蠟ろう燭そくの明かりで、ハボットの悲鳴の理由がわかった。階段を下りたすぐ脇わきの壁かべに、甲かつ冑ちゆうが飾かざられていたのだ。

　ハボットはよほど驚おどろいたのか、壁かべに背と手をつき、今にも崩くずれ落おちそうだ。

　蠟ろう燭そくを拾い上げ、燭しよく台だいに置き直す。

「剣けんなどもありますね。盾たて……鞍くらまで。立派な鞍くらですよ」

　甲かつ冑ちゆうの向こうには、剣けんを立てかけるための専用の置き場があり、盾たてを引ひっ掛かける棚たなもあった。

　鞍くらは大きな長持の上に置かれていて、蠟ろう燭そくの火を近づけると、埋うめ込こまれた金が妖あやしく光る。

「行軍用の物ではありませんね。どこかの騎き士し団の、儀ぎ式しき用の甲かつ冑ちゆうでしょう」

　イレニアが商人らしく評価する。結構な値打ち物なのだろう。

「とすると、やはりここは宝物庫なのでしょうか」

　他の棚たなは、上の宝物庫よりもすかすかだが、大皿が飾かざられていたりもするし、それはよく見ればとんでもない代しろ物ものだった。

「金の大皿ですよ。細工もすごい……」

　これ一枚で金貨何枚分になるのか、想像もつかない。

「鍍金めつきではありませんか？」

　イレニアが冷静に言って、ごそごそと懐ふところを漁あさると、銅貨を取り出して皿に軽く当てる。聞いたこともないような澄すんだ金属の音がして、いつまでも鳴りやまなかった。

「金……ですね」

　だとすると、ここは大聖堂がため込こんだ富をしまう場所に違ちがいない。

　ただ、棚たなはどれもがらがらで、残っているのはミューリなら掛かけ布ぶ団とんに使えそうなほど大きい写本だとか、七股またに分かれた悪あく魔まの使う槍やりみたいな銀製の大きな燭しよく台だいとかだった。

「やっぱりここは宝物庫ですよ」

　少し奥おくに進んでいたイレニアが、引き戸付きの棚たなの中から、羊皮紙の束を引っ張り出していた。

「特権証書の束です」

　だとすると、棚たながこれだけあるのにどこもすかすかで、残されているのは高価そうだけれど巨きよ大だいな代しろ物ものばかり、という状じよう況きようから導かれる答えはなにか。

　イレニアのみならず、自分とミューリの視線も、ハボットに向けられた。

「司教様、ここにあったはずの数々の宝はどこに？」

　イレニアの問いに、ハボットは地下牢ろうに追い立てられた罪人のように戦せん慄りつしていた。

「し、知らない！　こんなところがあるなんてことも、今知ったのだから！」

　ここの様子を見るに、持ち運べるようなものは、あらかた持ち出された後、と考えるのが妥だ当とうだ。羊皮紙の束が残されているのは、デザレフの大聖堂の名前入りだからだ。

　イレニアはなおも訝いぶかしげにハボットを見つめていたが、諦あきらめたように羊皮紙の束を棚たなに戻もどしていた。

「とりあえず、調べてみましょう」

　落らく胆たんしているように見えなかったのは、徴ちよう税ぜい権が丸ごと無む駄だにはならずに済みそうだからだろう。大皿ひとつ持ち帰れば、元が取れるに違ちがいない。

　ただ、目的であった聖人ネックスの布は見つからなかった。とにかく棚たなの上に物がないので、見落とすようなこともない。蠟ろう燭そくの明かりでもわかるくらいの、緋ひ色いろの緞どん帳ちようがあったくらいだ。王が住む城の大広間に掲かかげる類の巨きよ大だいな布で、これもまた容易に運び出せなかったのでそのままになっているのだろう。

　これが聖人ネックスの布ではないかと思ったが、イレニアは首を横に振ふっていた。

「しかし、元はどれくらいの宝があったのでしょうね」

　一通り見て回った後、思わずつぶやいた。ハボットは自分の身にとんでもない盗ぬすみの疑ぎ惑わくがかかっているのではとびくびくしていたので、責めるつもりではないことを付け加えておく。

　対して、イレニアは率そつ直ちよくだ。

「デザレフの町の今の賑にぎやかさを、すべてこの聖堂が吸い上げていた時期が何年も続いていましたから。相当のものでしょう」

　そもそも置かれている棚たなも、足りなくなって次から次に足していったように思える。

　強ごう欲よくと、吝りん嗇しよくは、聖典に記されている七つの大罪のうちの二つを占しめる。

　呆あきれるほかないのは事実だ。

　やれやれとため息をついていると、イレニアがハボットの前に立ち、言った。

「司教様。私はクリーベンド王子の名で発行され、デザレフ参事会に委い託たくされた徴ちよう税ぜい権を競せり落おとし、その徴ちよう税ぜいのために参りました。参事会と王子の権けん威いによって、税を徴ちよう収しゆうさせていただきます」

　ハボットはイレニアを前に、抵てい抗こうはしなかった。うなだれるようにうなずいていた。

　イレニアは早さつ速そく相応の物を探し始めたが、ふと気がつく。

　ミューリはどこに行った？

　部屋には棚たなが列をなしているので見通しが悪い。

　ようやく、蠟ろう燭そくの灯あかりもほとんど届かないような場所で、うずくまってなにかごそごそとやっているのが見えた。白くてふわふわのローブを身に纏まとっているので、巨きよ大だいな黴かびの化け物のようにも見える。

「ミューリ」

　なにか悪戯いたずらしているのでは、とその名を呼ぶと、ミューリはちらりと振ふり向むいて、立ち上がる。それからおもむろに歩み寄ってきて、こちらの腰こしに両手を回し抱だきついてきた。

「な、なんですか？」

　唐とう突とつな行動に驚おどろいていると、ミューリの着ているローブの下から尻しつ尾ぽが覗のぞいているのに気がついた。ミューリはすぐに離はなれて、手には短たん剣けんを持っている。抱だきついたのではなく、普ふ段だん携けい帯たいしている短たん剣けんを借りたかったらしい。

　言葉もなく行動を目で追っていると、ミューリはしゃがみ込こみ、迷いもせずに短たん剣けんを床ゆかに突つき立たてた。

「ちょっと、ミューリ、なにを──」

　と言い終える間もなく、ミューリは短たん剣けんの柄つかを梃て子このように両手で押おし込こんだ。

　直後、ごとり、という音と共に床ゆか石いしがずれる。

「やっぱり。ここだけ石の詰つめが甘あまくて、かたかた音がしたんだ」

　ミューリは言って、ずれた床ゆか石いしの隙すき間まにもう一度短たん剣けんを突つき立たて、同じ要領で石を持ち上げる。足元の床ゆかに敷しき詰つめられている石は、ミューリの小さな足と同じくらいで、煉れん瓦がと同等だ。

　それをさらに一個、もう一個、と外していくと、木製の扉とびらが露あらわになった。

「母様が父様との旅で覚えたことだってさ」

　ミューリはにやりと笑う。

「これで全部暴いたって安心した先に、本当のことを隠かくしておくんだって」

　意地っ張りなあの二人のことだから、なんとなく想像がつく。

　しかし、まさか隠かくし部屋の中にさらに隠かくし場ば所しよがあるとは。

「イレニアさん！　司教様！」

　二人を呼ぶと、どちらも呆あつ気けに取とられていた。

「開けますよ」

　そして、扉とびらを引っ張り開けると黴かびや埃ほこりでくすんだ布の覆おおいが出てきた。引っぺがすと、中にあったのはみすぼらしいいくつかの木の箱だった。

　大きさもまちまちで、大きくても両手に収まってしまう程度のものばかりだ。小さいのだと、掌てのひらに乗ってしまう。ミューリは光ひかり輝かがやく宝石の山でも想像していたのか、がっかりしていた。ハボットも、財宝が出てこなかったことにやや安あん堵どしているようだった。

　だが、イレニアと自分は違ちがった。

　緊きん張ちようで、はっきりと背中に汗あせをかいていた。

　聖せい杯はいは、いつだってみすぼらしい見た目をしているものなのだから。

「イレニアさん、これは」

　そう声をかけると、我に返ったイレニアが、頭を突つっ込こむようにして木箱に顔を近づける。

　木箱にはかすれた字でなにか書いてあるが、それに手をつけようとする不ふ埒らちな者への呪のろいの言葉か、あるいは。

　その中から、イレニアは細長い木の箱を取り出した。

　黴かびと埃ほこりの匂においに、ミューリがたちまちくしゃみをする。

　イレニアはくしゃみどころか息をするのも忘れたように、木箱の蓋ふたをおそるおそる開く。

　出てきたのは、羊皮紙に包まれた、白い布だ。

「あった」

　その呟つぶやきだけが、宝物庫に響ひびいたのだった。
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　聖人ネックスの布は、見た目には普ふ通つうの布だった。

　やや厚手で、少し硬かたいし、そのせいかかなり重い。質が悪くて硬かたくなった毛皮みたいだ。

　それ以外はごく普ふ通つうの布としか思えず、拍ひよう子し抜ぬけした感はある。イレニアがこれを税金の代わりにしたいと申し出て、ハボットがあっさりと承しよう諾だくしたのは、この見た目のおかげもあるだろう。

「世間一いつ般ぱんの相場で考えれば、さほど高価ではないと思います」

　自分にとっては大事な品なのだ、とイレニアはハボットに告げていた。

　ハボットは聖人ネックスの名を知っていたが、知っていたからこそ価値を見み出いださなかったとも言える。むしろ同じ場所にしまわれていた、高名な聖人の遺い髪はつや、伝説の箱はこ舟ぶねの破は片へんなどのほうが途と方ほうもない価値を持っている、と考えているようだった。

　床ゆか石いしは丁てい寧ねいに元に戻もどし、秘密の入り口も閉じておいた。ハボットがこれからどうするのかはわからないが、少なくとも一晩考えてからだろう。

　自分たちを見送る時も、上の空だった。

「それにしても、普ふ通つうの布にしか見えませんが、本物なのでしょうか」

　岬みさきから下りる石段の道を歩いていると、風が少し強い。よたつくこちらを尻しり目めに、頭上の手が届きそうなところを、海鳥が羽ばたきもせずに舞まっている。まるで飛べない自分たちを嘲あざわらっているかのようだが、ミューリが顔を上げてたまに唸うなっているので、勘かん違ちがいではないのかもしれない。

「聖遺物の価値は、箱と証明書にあり、などと言われます。そして、入れ物のほうはきっと本物です」

　気を抜ぬくと口角が吊つり上ってしまう様子のイレニアに言われ、そこだけはうなずく。

「私も知っている大修道院の署名でした。来歴も記されてましたね」

「はい。ただ、この布が本物かどうかは……半々な気がします」

　この時ばかりは、イレニアの表情も曇くもる。

「私も初めて見る布なのですが、あまり尊重されていないというか」

「尊重？」

　きちんと箱に入れられ、しまわれていたではないか。

　そう思うのだが、イレニアは不思議そうに首を傾かしげていた。

「木の扉とびらを開けた時に覆おおいがありましたよね？　あれも、これと同じ布なのです」

　残りの聖遺物をしまう時に元通りに布をかぶせておいたが、まさか同じものだったとは。

「確かに……そうなると普ふ段だん使いの布のようにも思えますね。ですが、半分は本物だと思う理由が？」

「それは、ミューリさんも気づかれてることと思いますが」

　海鳥と不毛な睨にらみ合あいをしていたミューリは、名前を呼ばれてきょとんとしていた。

「なあに？」

「あなたもこの布が聖遺物だと思いますか？」

　ミューリに尋たずねると、イレニアが抱かかえる木の箱を見て、肩かたをすくめていた。

「どうだろう。変な布だっていうのは確かだよ」

　眉まゆ根ねに皺しわが寄ってしまうのは、そう思えないからだ。

「変、ですか？」

「変だよ。なにでできてるか全くわからないもの」

　言葉の意味が分からず、イレニアを見る。

「あらゆる動物の匂においがしないのです。もちろん、植物の匂においも」

　布にはいくつか種類がある。動物の毛、植物、それから、昆こん虫ちゆうの紡つむぎ出す糸。

「聖人の説教で改心した蜘く蛛もの糸で作った衣ころも、という伝説は聞いたことがありますが……」

「どうでしょう。とにかく、これにはあの地下室の石の匂においしか残っていないのです。遥はるか昔には当たり前にあった布で、今となっては珍めずらしいもの、という可能性が十分にあります」

　羊と狼オオカミがそう言うのだから、そうなのだろう。

　だとすると、本当に聖人ネックスの布なのだろうか、と思うものの、奇き妙みような気はする。

　神の奇き跡せきによって水が葡ぶ萄どう酒しゆに変わるという話がある。けれど、葡ぶ萄どう酒しゆは葡ぶ萄どう酒しゆだ。見たことも聞いたこともなく、葡ぶ萄どうの味も匂においもしない葡ぶ萄どう酒しゆになる、ということではないだろう。

　聖人ネックスの奇き跡せきが起きたとして、なんの素材かわからない布になるものなのだろうか？

「なんであれ、この箱と証書があれば、王子に売うり込こむことは十分できるはずです」

　イレニアは初めて見せるような笑えみで、もう何度言ったかわからない言葉を口にした。

「ありがとうございました」

　渡わたり鳥どりにさえ、海の向こうの様子を聞こうとしていた羊の娘むすめだ。

　前に進むための手伝いができたのなら、もうそれだけでも良いかとさえ思えてくる。

「このお礼は必ず」

「では、ひとつお願いしても？」

　そう言えたのは、ニョッヒラから出てきて、少しは世間に揉もまれたおかげかもしれない。

「王族の方にお会いしましたら、信しん仰こうの問題を真しん剣けんに考えてくださいと、お伝えください」

　伝説の熊くまは西の海の果てにいて、狼オオカミの化け身しんや羊の化け身しんが目の前にいる。だが聖典に記されている神だけがいない。

　そのことを考えるとなんとも皮肉なものだが、イレニアは別の意味でぽかんとしたようだ。

「それだけで、よろしいのですか？」

　そして、両りよう腕うででしっかり抱かかえている木箱を見る。

「この布も使いようによっては大変な価値を持ちます。直接売れずとも、大金に変えることは難しくありません」

「王位継けい承しよう権第二位の王子の覚えをめでたくする、ということもまさにその使い方に入るのでは？」

　そんな機会は、この世に生まれ落ちた人間の大多数に巡めぐってこない。

　イレニアは真しん摯しな笑えみを見せて微笑ほほえんだ。

「承うけたまわりました」

　誠実な商あきないをしてくれる仲買人だと言う。

　王国が信しん仰こうのこととは別の理由から教会と対立していようとも、信しん仰こうを全くなくすことはないだろう。諦あきらめなければ、自分たちの理想とする教会を取とり戻もどせるかもしれない。

　少なくとも、海の果ての誰だれも見たことのない大陸に新しい国を作ろうとするよりかは、現実的なはずだ。

「ですが、それでしたらもっと良い案が」

　そう思っていたら、イレニアが言った。

「私と共に来ていただけませんか？　説得力が増しますし、コル様の目的にもかなうかと」

　あまり驚おどろかなかったのは、自然な発想だったからかもしれない。

「それに、人と私たちの懸かけ橋はしになってくれる方の存在は心強いです」

　イレニアの誘さそいと共に、頰ほおに強い視線を感じるのは、もちろんミューリからのものだ。

　あんな金きん髪ぱつの言いなりになるのはやめて、イレニアの言うとおりにしよう、と赤い目が雄ゆう弁べんに語っている。

　しかし、ハイランドの言葉を思い返すべきだ。

　王族たちは互たがいの権力のために争い、殺し合っていると言う。残りの者たちがハイランドのように信しん仰こう心に篤あつい者だと期待するほど、自分もお人ひと好よしではない。

「ありがたい申し出ですが、私はすでに仕える相手を決めてしまっていますので」

　イレニアは残念そうにしていたが、その様子を見てむしろこう思った。

「イレニアさんこそ、私たちと一いつ緒しよに来ませんか？」

「え？」

「私が仕える方は信しん仰こう心に篤あつく、そして……おそらく人ならざる者たちにも理解があります」

　その言葉にミューリは嫌いやそうな顔をしていたが、ハイランドは明らかにミューリの正体に気がついている。それに、ハイランドならば王国が海の果てを目指す冒ぼう険けんに出立する際は、そこに同行することくらいできるのではないか。ハイランドを通じて、王国の企くわだてに関かん与よする道もある。

　そう思ったが、イレニアは悲しげに微笑ほほえんだ。

「聖堂でお手紙を見せていましたよね」

「はい」

「ハイランド様の名はもちろん知っています。大きな所領を持っている王族の方ですが、嫡ちやく子しではありません。王位継けい承しよう権は名ばかりでしょう」

　対して、クリーベンド王子は第二位だ。

「それに、新大陸への遠えん征せいを成功させることで、王子は王位を簒さん奪だつするつもりか……少なくとも、新大陸での国王を名乗るつもりだと推測しています」

　巻いて巻かれるならば、長いもののほうがいい、というわけだ。

　しかし、その話には引っかかるところがある。イレニアの計画には、考えなければならない大きい問題があることを見落としていた。

「新大陸の国王？　クリーベンド王子は、人ならざる者たちに理解が？」

　王子の指揮する船団に紛まぎれて大陸に向かうならば、当然、土地は王子や王国の物になるだろう。

　それとも、上陸と共に彼かれらよりも素す早ばやく遠方に駆かけ、そこに拠きよ点てんを築くのだろうか。あれこれ考えていたら、イレニアの表情に気がついた。

　その瞬しゆん間かん、自分はやはりオータムにはなれないのだと悟さとった。

「うまく、やろうと思っています」

　イレニアは力なく微笑ほほえみ、小首を傾かしげていた。そこに感じたのは、恐きよう怖ふではない。ある種の嫉しつ妬とと言えば、それが近かったかもしれない。

　イレニアは羊だ。だが、羊の皮をかぶった何者かだった。

　おそらくは船団に多数の人ならざる者を紛まぎれ込こませ、大陸についてすぐか、熊くまを倒たおしてからかはわからないが、反乱を起こすつもりなのだ。その選せん択たく肢しこそが、手っ取り早く、確実なのだから。誠実であろう、などとは欠片かけらも思っていないのだ。

　自分は、それを悪だと指し摘てきしなければならないのではないか。

　そう思い、口を開きかけたところで、ミューリに袖そでを引かれて止められた。

「私は、兄様を守る役目だから」

　その赤い目は、冗じよう談だんを言っているようには見えない。

　大聖堂の宝物庫で、イレニアが床ゆかを叩たたいた右手を思い出す。ミューリならば後おくれを取らなくても、自分を守りながらでは負けるかもしれない。

「……私は、己おのれの無力を残念に思います」

　その言葉に、イレニアは困ったように笑い、吹ふっきるようにこう言った。

「もしよろしければ、今晩は御ご一いつ緒しよに食事でもいかがでしょうか。王子への伝言はいたしますが、それだけではこちらの気が収まりません。きちんと別にお礼もいたします」

「いえ、礼などは──」

「とびっきりの羊肉を見み繕つくろって御用意しますよ」

　そんなことを気負わずに言う。

　自分はそういう線を越こえる覚かく悟ごがある、ということなのだろう。

　その様を力強いと見るか、危あやういものがあると見るかは、人それぞれだ。

　ただ、少し寂さびしそうには見えた。

「ミューリ？」

　仕方なくそう声をかけると、倫りん理りと食欲の間で固まっていたミューリが、はっと我に返っていた。

「……イレニアさんは、いいの？」

　黒羊のジゼルは、やり手の商人らしく肩かたをすくめていた。

「とても暖かそうな狼オオカミの毛皮が売っていたら、卒そつ倒とうしますか？」

　自分が市場でいつもひやひやすることを、イレニアはこともなげに言ってみせる。狼オオカミと羊は、人と狼オオカミよりも近いだろう。

　ミューリはたちまち、首をすくめていた。

「あったかそうだなって思うと思う」

「それと同じです。仲間のように見えて、結局は大きく異なります。さすがに、食べろと言われたらちょっと覚かく悟ごが必要ですけど……」

　先入観、思おもい込こみ、習慣、あるいは掟おきてや信しん仰こうかもしれないが、理り屈くつとは違ちがうなにかに人は支配される。

　それが足かせになる場合もあれば、鎧よろいになることも、武器になることもある。

　なんにせよ、自分にはどうしても下りていけない深い場所がミューリにはあって、イレニアは同じ場所まで下りていける。

「じゃあ、本当に、食べても怒おこらない？」

「もちろん。そんなこと言ってたら、この町には住めませんし」

　イレニアが笑うと、ミューリもやっと緊きん張ちようを解いたように微笑ほほえんでいた。

　それに、滅めつ多たに会うことのない人ならざる者を相手に、ミューリが好こう奇き心を持たないこともあり得ない。

「あとさ、羊さんの毛を使った服のこととか、色々聞きたいんだけど……」

「ええ、勿もち論ろん」

　ミューリはぱっと笑え顔がおになって、ぴょんとイレニアとの距きよ離りを詰つめた。二人で並んで話しながら歩くのを見ていると、なにかものすごくほっとする光景だ。

　ミューリは村に帰れば幼おさな馴な染じみの子供たちがいるとはいえ、誰だれもミューリの正体を知りはしない。人ではないことを気き兼がねなく話せるのは、限られた人だけだ。

　村ではそのことを気にしているふうではなかったが、実際はそうではなかった。イレニアとの、おっかなびっくりにも見える親しげな様子が、その証左だろう。

　イレニアには大きな目的があって、それは自分たちの向かう先とは違ちがうかもしれない。

　だが、どうやら世の中は無限に広いわけでもなく、彼かの女じよたちは長い時間を生きる。

　友情を結んでくれたら、兄としてはこれ以上嬉うれしいこともない。

「それでね、兄様ってね」

　そんな単語が聞こえたとかと思うと、少し先を歩くイレニアとミューリが揃そろって振ふり向むいて、くすくす笑い合っていた。やれやれと肩かたをすくめるしかない。

　今日も天気は良く、日差しは暖かい。

　この世のすべてに祝福あれ、と祈いのったのだった。
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　ヨーゼフとオータムに用事があったため、港でいったんイレニアと別れた。

　ミューリはイレニアについていこうかと悩なやんでいたが、散々迷った末にこちらに来た。

　嬉うれしいような、喜んではいけないような、複雑な気分だ。

「どんな会話で盛り上がっていたんですか？」

　桟さん橋ばしを歩きながら尋たずねると、「秘密」と尖とがった犬歯を見せながら笑っていた。

　出航のことを聞きたかったのだが、ヨーゼフは買い出しに出ていて不在だった。どうやら高波に揉もまれたせいでかなり補修が必要らしく、もう少しかかる、という船員の言葉だった。

　だとすると、オータムへの用向きも変わってくる。なにか礼のことを考えないとならないなと思いながら船長室の扉とびらを開けると、オータムは床ゆかの真ん中にじっと座すわっていた。

「失礼、瞑めい想そうの最中でしたか」

「いや？　黒玉も道具もないからな。じっとしていただけだ」

　相手は悠ゆう久きゆうの時を生きる巨きよ大だいな鯨くじらで、時間の感覚が違ちがうのかもしれない。

「ふむ。首しゆ尾び良くいったようだな」

「オータム様の後あと押おしがあってこそです」

　礼を言いつつ、続けた言葉はお願い事だ。

「それで、申し訳ないのですが手紙を届けていただきたく」

　オータムはなにも言わず、視線だけをこちらに向けてくる。黙だまって髭ひげを摑つかんでいて、なんとなくだが、了りよう承しようの意に感じた。

「ラウズボーンまで、ハイランドという貴族様に手紙を届けて欲ほしいのです」

「船の補修に時間がかかりそうならば、他の船で出たらどうだ」

　そのとおりなのだが、オータムにどうしても頼たのみたい理由がもうひとつある。

「申し訳ないのですが、手紙を届けたら、返事を持ってきてほしいのです」

　オータムはじっとこちらを見て、ため息をついた。

「その貴族とやらに会うにはどうすればいい」

「デバウ商会の商館があるはずです。そこに滞たい在ざいしているかと」

「人使いの荒あらいことだ」

　ため息交じりに言われて恐きよう縮しゆくする。しかし、できることをしなかったせいで後こう悔かいをするのはもう嫌いやだ。

「よろしくお願いします」

　オータムは肩かたをすくめただけだった。

　それから船員を捕つかまえて筆記用具を借り、したためたのは、クリーベンド王子についての質問だ。王子に聖遺物を献けん上じようする機会など、そうそうあるものではない。一度はイレニアの誘いを断ったが、もしも王子と良い関係を築いたほうが良いのなら、イレニアにくっついていくという選せん択たく肢しも十分にある。さもしいようだが、与あたえられた機会は活用すべきだ。

　と、手紙を書いていたら、横からミューリが頰ほおをくっつけそうな距きよ離りにまで顔を近づけてきた。

「ねえ、兄様、変なこと考えてない？」

　ミューリのまつ毛の本数までわかりそうだった。

「変なこと？」

「例えば、わざとイレニアさんと別れないようにしている、とか」

　ミューリが鋭するどいというより、こちらがあからさまに過ぎたのかもしれない。

「……あなたに初めてできた友達では？」

「兄様の馬ば鹿か！」

　言って、頭ず突つきをしてきた。

「大きなお世話かもしれませんが──」

「大きなお世話だよ！」

　ミューリはむくれていた。

「それに、確かにイレニアさんは私と仲良くしてくれるけど、友達……というと違ちがうよ。兄様には聞けないようなことも聞けるけど……それは親しいのとは違ちがう」

　自分に聞けないようなこと、という言葉に胸がずくりと疼うずいたが、ミューリの言うことはよくわからない。それは親しい、というのではないだろうか。

「違ちがうよ。兄様が食べたことのない食べ物の感想を、食べたことのある人に聞くようなものだもの。それは別に相手と親しいわけじゃないでしょ？」

　そういうことか、と理解した。

「それに、イレニアさんが私に優やさしいのは、私のことを船の頭数にしたいんだと思う」

　そんなことを言いながらにやりと笑うのは、強がりもあろうが、冒ぼう険けんもまた楽しみ、ということなのか。

　ただ、これだけは言っておかなければならない。

「どんな条件が揃そろっても、私はあなたに船に乗らないで欲ほしいと思っています」

　ミューリはこちらをじっと見つめ、困ったように笑う。

「でも、皆みんなが危険を冒おかして皆みんなの国を作ったとして、のんびりしてた私にそこに行く資格があるのかな」

　ミューリは自分よりも長く、果てしなく長く生きるかもしれない。ニョッヒラにいた時や、アティフにいた時ならば、そんな問いを向けられたら言葉に窮きゆうしたかもしれない。

　けれども、今ならばこう返せる。

「だからハイランド様に、イレニアさんに協力したほうがいいかどうか聞くんですよ」

「……」

「陸にいる間に精せい一いつ杯ぱい協力したら、文句も言われないでしょう？」

　ミューリの大きな瞳ひとみがさらに大きくなって、飛びついてきた。

「兄様、大好き！」

「はいはい」

　適当にいなし、手紙を乾かわかしてから、ミューリの尻しつ尾ぽの毛を少し拝借して封ふうをした。

　やり取りが聞こえていたらしいオータムは呆あきれ顔だったが、特になにも言いはしない。

　もっとみっともないやり取りを、北の島で見せている。

「相手次し第だいだが、明日の昼か夜には戻もどってくる。相手が返事を返せない状じよう況きようにあっても、その事実を知らせに来よう」

「よろしくお願いします」

　手紙を受け取ると、オータムはすたすたと歩いて船から出ていってしまう。さすがに甲かん板ぱんから飛とび込こむわけにもいかないのだろう。

「一度でいいから、背中に乗せてもらいたいな」

　見送りながら、ミューリがそんなことを言う。

「私は遠えん慮りよしておきます」

「兄様は滑すべって転んで、そのまま海に落ちそうだもんね」

　なんとなく場面が想像できてしまうので、笑うこともできない。

「さて、それでは晩ばん餐さんに持ち寄る食べ物を買いに行きましょうか」

「お肉がいい！」

　イレニアが羊肉を見み繕つくろってくれるはずだが、それはそれなのだろう。

　市場でミューリが関係のない物をねだるのをかわし、なんとか買い物を終えて商館に戻もどる。

　食べ物をぶら提さげているのを見て、下女たちはきょとんとしていたし、廊ろう下かで部下の商人たちと帳ちよう簿ぼを挟はさんでなにか話し合っていたスライもまた、目を丸くしていた。

「教会から税金のかたに肉やチーズを？」

　確かにそう思われても仕方がない。

「いえ、そちらが無事片付きましたし、なにかの縁えんということなので、イレニアさんと夜に食事の予定です」

　スライはさらに驚おどろき、ほうとうなずいていた。

「それにしても、いくらコル様の力があるとはいえ、あの強ごう欲よくな司教が金貨五十枚もよく払はらいましたね。王国と対立するや、あっという間に財産を隠かくしたと言われているんですよ」

　その口ぶりから、なんとなくだが町の人たちはハボットが司教の代理を度たび々たびしていたことにも気がついているのでは、と思った。

　ただ、詳くわしいことを話すのは、イレニアにとっても、ハボットに対してもまずい。

「確かに聖堂は寂さびしい感じでした。そこでなんとか金目の物を見つけた、という感じでしたよ」

　あれだけ大きい聖堂であれば、壁かべ掛かけや緞どん帳ちよう、燭しよく台だいを搔かき集めるだけでもどうにかなる。

　そんなことを匂におわせておいて、誤ご魔ま化かした。

「ところでコル様、次はうちの番ではありますまいか？」

　言うだけならただ、と思っている。

　苦笑いだけ返しておいた。

　それから部屋に戻もどろうとして、ふと尋たずねた。

「そういえば、ひとつお聞きしたいのですが」

「はて」

「動物でも植物でも昆こん虫ちゆう由来でもない布、というのを聞いたことがありますか？」

　聖人ネックスの布は、確かにそこに実在しているが、イレニアもミューリも素材がわからなかった。世界を股またにかける商人ならば、と思ったのだ。

「簡単ですよ。金属です」

　あっと己おのれの不明を恥はじた。

「鍍金めつきではない本物の金銀糸などですね。凄すご腕うでの職人が編んだものは、丸っきり布ですが金属という、不思議な感じですよ。布と呼んでいいかはわかりませんが、鎖くさり帷子かたびらなんかもその種類でしょうか」

「なるほど。勉強になりました」

「いえいえ」

　スライは笑え顔がおで答え、部下との会話に戻もどる。

　廊ろう下かを歩き、階段を上りながら、ミューリに言った。

「金属だそうです」

　しかし、ミューリは小首を傾かしげていた。

「そんな感じでもなかったんだけど。それに、金でも銀でもなかったよ」

「私たちの知らない金属もありますよ」

　ミューリはまだ納なつ得とくしかねていたが、肩かたをすくめてこう言った。

「なんでもいいよ。兄様と世界中を旅したら、きっと知らないことなんてなくなるだろうから」

　扉とびらを開けながら振ふり向むくと、にっと笑え顔がおを向けられる。

　まったくもうと笑ってしまう。

「ロレンスさんとホロさんに手紙を出しがてら、聞いてみましょうか」

「父様も母様も田舎いなか暮らしだから知らないよ、きっと」

　ニョッヒラから出てきてちょっとしか経たっていないのに、もう世界のすべてを見てきたような口ぶりだった。

　ミューリは部屋に戻もどるなりあくびをして、もそもそとベッドに入って丸くなってしまう。夜に備えてか、羊毛の枕まくらにしがみついてのお昼ひる寝ねだ。

　吞のん気きな狼オオカミ娘むすめを尻しり目めに、こちらは自分の帰着を知って怒ど涛とうのように押おし寄よせる商館の者たちを捌さばいていた。

　妙みように数が多いと思ったのは、どうやら近きん隣りんの商会からも人が来ているかららしかった。

　たまたま納品に来て、たまたま自分の存在を知って、たまたま悩なやみ事があったので話だけでも聞いてもらえまいか、という切り出し方があまりにも多く、きっと知り合いが知り合いに話し、その知り合いが……という感じなのだろう。

　枢すう機き卿きよう様、とありがたがられるのには辟へき易えきしたが、彼かれらが切実なのもまた本当なのだろうから、一人一人可能な限り誠実に対応した。

　とはいえとにかく人数が多く、最初は部屋の廊ろう下かで対応していたのを、気がついたら商館の荷に揚あげ場で、帳面を片付けた帳場台に陣じん取どっていた。その前にずらりと列ができ、相談を受け、助言を授さずけ、祈いのりを捧ささげていた。いつの間にか、側には大きな木の箱までがこれ見よがしに置いてあり、銅貨、銀貨、金貨を入れる者から、商あきなっている商品の一部を置いていったり、身なりの良いどこかの商会の幹部は、羽織っていた外がい套とうを脱ぬいで箱の中に詰つめていた。

　いちいち断るのも面めん倒どうだったので、いくらかは路銀の足しにさせてもらいながら、残りは大聖堂にでも寄付しようと思うことにした。

　そんなことをしていると、開け放たれた荷に揚あげ場の入り口から、鍋なべの底を叩たたくような音が聞こえてくる。市場が閉まる音で、要するに教会の鐘かねの代わりだ。市場が閉まれば、町の規則として特定の職種しか商あきないをしてはいけないことになっている。

　列に並んでいた者たちは残念そうな顔をして、最後に握あく手しゆだけでもと、手を握にぎって帰っていった。

　ぐったりしてしまうが、きっとデバウ商会と特に繫つながりがある商会の人間の、ほんの一部がやって来た、という程度なのだろう。

　デザレフの町全体に広げたら、どれだけの人が神へのとりなしを望んでいるのか想像もつかない。それがデザレフ近きん隣りん、さらに遠方、王国全体、と考えた時、この国が見み舞まわれている苦しみの大きさに慄おののいてしまう。

　一人で椅い子すに座すわり、人々と対面しても、捌さばけるのは日に数十人だ。話が長くて要領を得ない老ろう婆ばが来れば、それだけで一日が潰つぶれることもあろう。そうしているうちに、解決した以上の新たな苦しみが生まれているに違ちがいない。

　人が一人でできることなどたかが知れている。

　やはり教会の再開か、せめて聖職者だけでも聖務が執とり行おこなえるようにしなければならない。

　その決断を行えるのは、王国の権力者たちだけだと思うと、ますますイレニアの誘いは断るべきではないような気がしてくる。聖人ネックスの布を梃て子こに、クリーベンド王子に取り入るところには同席すべきなのかもしれない。

　そんなことを考えながら部屋の扉とびらを開けると、ちょうどミューリが起き出していた。

　寝ねている最中に暑くなったのか、薄うす布一枚を着ているだけの格好で、奥おく歯ばまで見える大きなあくびをしているところだった。

「あふ」

　ぱぽん、と良い音をさせて口を閉じると、半はん裸らの少女は獣けものの耳と尻しつ尾ぽをぱたぱたさせて、目を開けた。

「お腹なか空いた！」

「寝ね起おきでよく食べられますね」

　もはや感心の域だ。

　ミューリはこちらのため息などもちろん気にせず、ベッドから滑すべり降おりると、脱ぬぎ捨すてた服を拾って身に着けていく。

「兄様、準備は？」

　まるでこちらが準備できていないかのような物言いだが、髪かみの毛けを梳くしけずっているのはミューリのほうだ。

「慌あわてなくても大だい丈じよう夫ぶですよ。ほら、服の裏表が逆です。紐ひももきちんと結ゆわえて」

　一度着た上着を脱ぬがせ、裏表を正してから着せ直す。脇わきを締しめる紐ひももきちんと結ゆわえ、皺しわを伸のばす。寝ね起おきのせいかミューリの身体は少し湿しめっていて、熱い。生命の力が、ぎゅっと詰つまっている感じがした。

「兄様はずっとなにしてたの？　本読みながらお昼ひる寝ね？」

　髪かみの毛けにせっせと櫛くしを通すミューリに、微笑ほほえみ返しておく。

「では、買った食べ物を持ってください」

「これは？」

「スライさんがくれました。特級の葡ぶ萄どう酒しゆだそうです」

　小さな木樽だるに、ミューリが目を輝かがやかせる。

「あなたはだめです」

「葡ぶ萄どうの果か汁じゆうで割れば大だい丈じよう夫ぶだよ」

「では果か汁じゆうのままでいいじゃないですか」

「全然違ちがうよ！」

　ミューリはそんなことを言って、荷物を担かつぎ直すと、耳と尻しつ尾ぽをひょいと消す。

「それはそうと、兄様って料理できるの？　兄様不器用だからできなさそう」

　部屋から出て、すれ違ちがう者たちからなされる恭うやうやしい挨あい拶さつに精せい一いつ杯ぱい愛あい想そ良く答え、ようやく商館を出た時のミューリの第一声が、それだ。

　もう少し兄である自分を敬っても良いような気がするが、あまりに自分のことを持ち上げる町の人間が多いので、浮うき上あがらないようにする錘おもりとしては良い役目なのかもしれない。

「できますよ。たまにハンナさんの手伝いをしてましたし、旅に出ると決めてからは練習もしてました」

　ミューリが質問したのは、これから向かう〝銀の舳へ先さき亭てい〟で自分たちで食事を作るからだ。

　宿の多くは頼たのめば料理を作ってくれるが、薪まき代を払はらって自分で作ることもできる。

　そちらのほうが安いし、好きなように食べられる。

「じゃあ、私は座すわってるだけでいいよね？」

　手伝うとか、隣となりに立って自分も料理を覚えるとかいう選せん択たく肢しはないらしい。

　とはいえミューリが甲か斐い甲が斐いしく手料理を振ふる舞まう様子も想像できないので、それはそれでいいのかもしれない。

「私もだんだん毒されている気がしてきました」

　自じ嘲ちよう気味に言うと、ミューリは「？」と首を傾かしげていた。

　町の通りは家路に急ぐ者、一日にやり残した仕事を慌あわてて片付けようとする者、夕食を露ろ店てんに買いに行く者など、様々にごった返していた。

　銀の舳へ先さき亭ていの酒場もこれでは満員だろうかと思ったが、たどり着くと逆に人が少なくなっていた。どうやら昼間に何隻せきか船が出たらしく、嵐あらしのせいで足止めを食らっていた者たちがいなくなったのだ。

　誰だれか知り合いがいたわけではないが、昨日までそこにいた者たちが今日にはいなくなり、明日には新しい者たちがやって来る、という旅人の雰ふん囲い気きに少し感傷的になる。

　宿の主人には、イレニアの知り合いだと告げ、飲み物だけを注文し、隅すみのテーブルに陣じん取どった。教会の鐘かねがきちんと鳴っていれば時間も合わせやすかったのだが、市場が閉まって日が暮れる頃ころに、という曖あい昧まいな待ち合わせだ。

「チーズだけ食べてもいい？」

　テーブルの上に置いた麻あさ袋ぶくろの中身をちらちら覗のぞいては、ミューリがそんなことを言っていた。

　やがて道の外が暗くなり、篝かがり火びが焚たかれ出す頃ころになると、ぎりぎりまで町をうろついていた旅の商人たちが戻もどってきて、静かだった酒場も賑にぎやかになった。

　あちこちで乾かん杯ぱいの声が上がり、調理場からどしどし料理が運ばれてくる。

　ミューリが恨うらめし気な視線でそちらを見つめ、ぱたぱたと膝ひざの上を落ち着きなく叩たたいている。

「普ふ段だんの仕事もあるでしょうから、遅おくれているのでしょう」

　そう言って、干し肉とチーズを出し、ミューリの葡ぶ萄どうの果か汁じゆうに、少しだけ葡ぶ萄どう酒しゆを足してやった。しかし、それから待ってもやはりイレニアは現れない。近くの客からは、妙みような奴やつらだという視線を向けられている。

「ちょっと見てきましょうか」

　もしかしたらミューリよろしく寝ねているのかもしれない。

　念願の聖人の布を手に入れて、緊きん張ちようが緩ゆるんだ、なんてことも考えられる。

「私が見てくるよ」

　じっとしているのが嫌きらいなミューリが、言うが早いか椅い子すから立ち上がって階段のほうに駆かけていった。ミューリの消えた階段を見つめていると、隣となりのテーブルで酒盛りをしている、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの船乗りたちの一人がじっとこちらを見ていた。

　そして、目が合うや、意味ありげにミューリの消えたほうを見る。

「なんだ、宿の客かい。見ない顔だと思ってたんだが」

「いえ……ここの宿に泊とまる知り合いと、食事をする予定だったんです」

　答え、付け加える。

「商あきないの成功を祝って」

　自分は今商人の格好をしていた。船乗りは目を眇すがめ、鼻の頭に皺しわを寄せてから、ずいっと身を乗り出してジョッキを差し出してきた。

「それはめでたい」

　こちらもジョッキを合わせておく。悪い人ではないようだ。

「しかし、誰だれかね。俺おれもここには長いからな。大たい抵ていの奴やつの行動は把は握あくしてるよ。探しに行くなら知ち恵えを貸そう」

　すっかりこちらのテーブルに体を向けたその船乗りは、太い腕うでの剛ごう毛もうをぞりぞりと撫なでながら言った。

「黒羊のジゼル、という羊毛の仲買人なのですが」

　宿の主人が使っていた通り名を口にすると、船乗りはきょとんとした。

「ジゼル？　二階の奥おくの部屋の？」

　溢あふれ返った荷物と、入り口の頭上に掲かかげられた羊の頭骨を思い出す。

　船乗りはぐびりとジョッキを呷あおった。

「うーん……変だな……いや、確かあれはジゼルのことだったと思うんだが」

　船乗りは言って、元のテーブルに向き直る。

「おいお前ら、日の高いうちに、出入りしてる奴やついたよな」

「んん？」

　そんなやり取りを始めている。一体なんだろうか、と思っていたら、頭上の天てん井じようが揺ゆれた。

　音が目に見えそうな勢いで天てん井じようを走り、階段に足が見え、体が見え、ミューリが現れた。

　顔が強こわ張ばっている。

　そして、目が赤かった。

「やっぱりそうだ。ジゼルの奴やつは旅に出るって荷物をまとめてたぞ」

「え？」

　船乗りが言うと、その後ろには肩かたをそびやかしたミューリが立っていた。

「イレニアさんがいない」

　ミューリの顔は青ざめ、目の赤さがいよいよ濃こく見える。

「商あきないの話が長引いているのかも──」

「部屋の鍵かぎが開いてて、あの箱もなくて、それから、あったかそうな羊毛が随ずい分ぶんなくなってた」

　こちらの言葉を遮さえぎり、はっきりと言いきった。

　まばたきをしていない瞳ひとみの奥おくでは、なんとか捻ねじ伏ふせている感情が牙きばを剝むいて唸うなっている。

「どうしたね。黒羊に金でも貸してたのかい」

　ミューリとこちらを見比べて、船乗りが言う。

　即そく座ざに出てきたのは、この質問だ。

「荷物をまとめているのは、イレニアさんでした？」

　イレニアが荷物をまとめて旅に出た、というその言葉が、パンに混じった砂のようにざらざらした。イレニアは金貨五十枚分の徴ちよう税ぜい権を行使し、大聖堂の宝物庫の奥おくにあった秘密の部屋の、さらに秘密の物入れの中に納まっていた聖人ネックスの布を手に入れた。

　一いつ般ぱん的にはさほどの価値はないと言っていたが、共に納められていたのは、子供でも知るような有名な聖人の遺い髪はつと、聖典に出てくる伝説の箱はこ舟ぶねの破は片へんだ。実のところ金貨にして一体何枚になるのか想像もつかない。

　イレニアは強ごう盗とうに襲おそわれたのでは？

　そう思って、気がつく。

　イレニアが宝を持っていると、一体誰だれが気がつくだろう。

「いや、あの嬢じようちゃんではなかったが、嬢じようちゃんから頼たのまれて荷物をまとめに来たって言ってたな」

　旅に暮らす者たちが集つどうこの場所では、そんなことがあっても誰だれも気に止めないのかもしれない。日々新しく人がやって来て、唐とう突とつに去るのが宿というものだ。

　ただ、盗ぬすみ以外になにが考えられるだろう？

「もう一度確かく認にんしましょう」

　そう言って、椅い子すから立ち上がる。

「兄さんら、ここ使わせてもらってもいいかね」

　別の船乗りがテーブルを指差すので、食べ物の入った麻あさ袋ぶくろも渡わたして答えた。

「こちらもどうぞ」

　すっかり出来上がっていた船乗りだが、麻あさ袋ぶくろを見る目は妙みように冴さえていた。テーブルを離はなれると、背後で歓かん声せいが上がった。

　じれったそうなミューリに先導されるように二階に上がり、廊ろう下かの奥おくに進む。

　下の酒場が賑にぎやかなせいか、随ずい分ぶん静かに感じた。

「出入りしている人の匂においに心当たりは？」

　ミューリの鼻は狼オオカミのそれだ。

　しかし、首を横に振ふられる。

「争った感じはありますか？　たとえば……血の匂においとか」

　そんなことはあって欲ほしくないと願いつつも、確かく認にんしなければならない。

　ミューリは扉とびらに手をかけながら、やはり首を横に振ふった。

「それもない。多分、騙だまされて連れ出されたんだと思う」

　争った跡あとがなければ、そうなのだろう。ミューリが扉とびらを開けると、木窓の隙すき間まから差さし込こむ灯あかりに、うっすらと部屋の輪りん郭かくが照らされている。

「箱がない、と言ってましたよね」

「うん。それと、質の良さそうな羊毛もごっそりなくなってる」

　目が暗くら闇やみに慣れてくると、確かに部屋からは圧あつ迫ぱく感のような物がなくなっている。

「イレニアさんの匂においをたどることは？」

　その問いに、ミューリは大きく息を吸って、吐はいた。

「多分……無理。町の中に羊さんの匂においが多すぎる。この宿でさえ、一階に下りたらもうよくわからなくなっちゃう」

　となれば、取れる方法は限られる。地道に聞いて回るか、推測するかだ。

　特にイレニアには、聖人の布という手がかりがある。

「ねえ兄様、イレニアさんは……」

　ミューリがそう言って、不安で今にも泣きそうな顔になる。

　イレニアが親しげなのは、自分のことを船の頭数に入れたいからだ、などと言っていたが、ミューリにとって人ならざる者の存在はとても大きなものだろう。

　自分が聖職者の格好で大聖堂を訪おとずれた時の、ハボットの顔を思い出せばいい。見知らぬ者でも、敵対しているのではと思っていても、自分と同じ世界に住む者が現れたというのは、それだけで嬉うれしいものなのだ。

　しかもイレニアはオータムと違ちがい、娘むすめの姿であり、年ねん齢れいもホロほどはいっていまい。人ひと懐なつっこいミューリがたちまち気を許すのも、仕方ないことだ。

　しかし、今は慌あわてたところでなんの益もないし、なにより、ミューリの悲しげな顔は見たくない。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。落ち着いて」

　抱だきしめると、それ以上の力で抱だきしめ返してくる。

　その細い背中を三度、撫なでるように叩たたく間に、頭を働かせる。

「さあ、立ち止まっていないで前進しましょう」

　体を離はなしてそう言うと、ミューリは気き丈じように笑って見せた。

「ミューリ、あの変わった布がどこにしまわれていたかわかりますか？」

　目め尻じりを擦こすっていたミューリは、すぐに腰こしをかがめて部屋に入る。

　光の加減で、時折耳と尻しつ尾ぽが鈍にぶく光る。

「ここ、かな。黴かびの匂においが移ってる」

　ミューリが見つけたのは、部屋の奥おくの鍵かぎ付きの木箱だった。金属で補強されていて、ミューリならば二人くらい入れそうだ。

「鍵かぎは開いたままで……中身も空」

　これだけ大きな箱ならば、普ふ段だんはもっと色々入っていると考えるべき。ミューリも顔を中に突つっ込こんで、ふんふんと鼻を鳴らす。

「お金の匂においと、羊さんの皮の匂においが……ん、兄様、こういうのが入ってたと思う」

　ミューリは木箱の横に手を伸のばし、他の荷物との隙すき間まから、一枚の羊皮紙を取り出した。

　木窓に近寄り、隙すき間まからの灯あかりで照らすと、文面が見えた。

「契けい約やく書のようですね。なら、この木箱には貴重品がしまわれていたと考えるべきです」

　そのすべてが持ちさられている。

　偶ぐう然ぜんのできごとなのか？　ハボットが言ったように、羊毛の仲買人でありながら徴ちよう税ぜい権に入札するというのは、それなりに目立つ行こう為いだろう。リュミオーネ金貨で五十枚分の徴ちよう税ぜい権というから、安い金額ではない。

　以前から付つけ狙ねらわれ、ついに襲おそわれた、という可能性があり得なくもない。

　ここで争っていないのなら、ミューリが言うように騙だまされて連れ出され、その間に家捜しされた、というのが妥だ当とうなところだ。

　しかし、偶ぐう然ぜんではないとしたら？

「もし家捜しの目的があの布だとしたら……」

　犯人は自おのずと絞しぼられる。

「ハボットさん以外にあり得ませんね」

「なら──」

　音がするくらいの勢いで尻しつ尾ぽを膨ふくらませたミューリは、駆かけ出だそうとする。

「ですが、私たちが無事な理由は？」

　ミューリを見やると、きょとんとされた。

「スライさんの話では、町には教会の密みつ偵ていがいるとのことです。イレニアさんを連れ去ったのは彼かれらだと考えるのが妥だ当とうでしょう。だとすれば私たちのことも捕とらえる気がします」

「……単にイレニアさんに利用された通りすがり、と思ってるのかも」

「それでも協力したのは確かです。なにかしらの行動はあってしかるべきでしょうし……あなたは、なにかそういう視線に気がつきませんでしたか？」

　顎あごを引いていたミューリは、首まですくめて、ばつが悪そうに横を向く。

「……全然……」

「ということは、誰だれかに見張られていた、というわけでもないでしょう」

　ミューリは間ま抜ぬけな女の子ではない。

「それに、そうです。もしもハボットさんがなんらかの命令を出したのなら、連れん絡らくの問題があります」

「連れん絡らく？」

「大聖堂は岬みさきの上にあるんですよ。岬みさきの上を歩いていれば目立ちますし、かといって密みつ偵ていが町にいるのなら、どうやって宝を持ち出されたことなどを伝えたのでしょう」

　ミューリは遠い目をして、小首を傾かしげている。

「あるいは、大聖堂の中に人がいた、という可能性ですが」

　ミューリの様子を見るに、それもなさそうだ。なにより、日の高いうちに家捜しが行われていたというのだから、ハボット自身が昼間に町に下りたか、密みつ偵ていが大聖堂に赴おもむいたかしないとならない。

　確かめる必要はあるが、ちょっと考えにくい。

「じゃあ、イレニアさんはどこにいったの？　ここの荷物を持ち出したのは誰だれ？」

　ミューリがじれったそうに言う。

　こうしている間にも、と思っているのだろうが、自分までもが慌あわてては二人でいる意味がない。北の島とう嶼しよ地域ではミューリの落ち着きに助けられた。今度は自分の番だ。

　どうするべきか、と考え、手元の羊皮紙に気がついた。

「イレニアさんは南の商会に所属していると言っていました。だとしたらきっと、なにか問題が起こった時に頼たよるところがあるはずです」

　北の島とう嶼しよ地域では、それが商人たちの作る自前の教会だった。遠方の地ではなにが起こるかわからないし、地元の権力者が助けてくれるかはわからない。一人一人の立場は弱くても、群れになればそうではない。ましてやイレニアは羊なのだからその大切さは理解していたはず。

　自分とミューリだけで頭を悩なやましているより、力になるだろう。

「でも、どこに行けばいいの？」

「尋たずねよ、さらば与あたえられん、です」

　わからないことは聞けばいい。

「下の人たちに聞いてくる」

　駆かけ出そうとしたミューリを、慌あわてて呼び止める。

「イレニアさんがどこの商会の人かも知らないのに？」

　立ち止まるミューリをよそに、手元の羊皮紙を見る。暗くて文字がよく見えないので、木窓を開けて外の明かりを取とり込こんだ。篝かがり火びのどこか眠ねむ気けを誘さそう橙だいだい色いろの灯あかりが、手元の羊皮紙を照らし出す。

　羊毛取引に関する覚書のようなもので、上からたどっていくと、デザレフの町の公証人の署名や印、商人の宣言などが続き、最後にイレニアの署名が入る。知的な雰ふん囲い気きに似合う綺き麗れいな字だったが、その横にある文字を見て、息を吞のんだ。

　そこにあるのは、自分も知っている商会の名前だったからだ。

「兄様、どうしたの？」

　ミューリが様子に気がついて近寄ってくる。世の中は広いようで狭せまいし、なにより大きな商会であれば取引先は網あみの目めのように広がっているから、ひょんなところで出くわすこともあろう。しかし、自分はそこになにか意味を見み出いだしそうになっていた。なにかが頭の中で繫つながりそうだったのだ。

　そして、それは楽しいなにかを予感させるものではなかった。

　だが、なんだ？

　食い入るように羊皮紙の署名を見つめていたら、突とつ然ぜん、窓の外から甲かん高だかい音が聞こえてきた。

「……笛、ですか？　まさか、捕とり物では？」

　市壁の中の治安を守る者たちの呼子かもしれない。血気盛さかんな船乗りたちが集まる港町だから、喧けん嘩かやらはしょっちゅうだろう。けれども嫌いやな予感が拭ぬぐいきれず、木窓から外を覗のぞこうとしたら、ミューリに押おしやられた。

「ミ、ミューリ？」

　驚おどろいてそちらを見ると、ミューリは眼下ではなく、空を見ていた。

「こっち！」

　そして、ミューリが手を振ふった直後、空から星が落ちてきた。

「うわっ」

　顔の前をすごい勢いでなにかが通り過ぎ、あおられて姿勢を崩くずしたが、部屋に残っていた羊毛の塊かたまりに助けられた。一体なんなんだと目をぱちくりさせていたら、部屋の真ん中にいる大きな鳥と、視線が合った。

　ミューリは臆おくさずに鳥に近づき、その大きな嘴くちばしをそっと撫なでる。

「遠かったでしょ？　ありがと」

　鳥は大きな体をさらに大きく膨ふくらませてから、ため息をつくように羽をばさばささせていた。

「ミューリ、その鳥は」

「兄様、手紙」

　鳥の足に結びつけられた紙を解いて、こちらに放ってくる。ということは、ラウズボーンからの使いなのだ。呆ほうけていたのは数すう瞬しゆんで、すぐに手紙を開く。署名はなかったが、文字を見ればハイランドのものだとすぐに分かった。

　鳥を見たのは、彼かれが人語を解するかどうか確かめたかったわけではない。

　こんな方法でよこされるからには、どう考えても内容が火急の用件だからだ。

「なんて書いてあるの？」

「北の島での活かつ躍やくを、使者から聞きました。感謝します。それで二番目の男についてですが、彼かれに信しん仰こう心など求めないように。権力のためならばあらゆることを利用する男です」

　ハイランドがここまであからさまに非難するのだから、よほどのことだ。

「それから一部の商人たちの間に流れる噂うわさは私も知っています。ですが、与よ太た話ばなしの類だと思ってください。なによりも、二番目の男はそんなことにうつつを抜ぬかしている場合ではありません。彼かれは嵐あらしに巻まき込こまれているのをこれ幸いと、あからさまに一番を狙ねらっています。家の中がどうなろうとも気にかけないことでしょう。王国中の金庫を開けようとしているのは、そのための資金を集めていると思ってください」

　ハイランドの落ち着いた、それでいて力強い筆ひつ致ちに、手紙を持つ手が汗あせで滲にじむ。

　そこには夢とかなんだとかは一いつ切さいない。

　クリーベンド王子は、教会との揉もめ事ごとを好機とみなし、王位簒さん奪だつのために動いている。内乱も辞さず、そのための資金を教会から徴ちよう発はつしている、とハイランドは書いているのだ。

「もしも聖なる遺物を集めているのなら、自らが祈いのるためではなく──」

　他人に祈いのらせるため。

　信しん仰こうとは、困難に突つき当あたった時にすがる、心の中の柱である。

　だとすれば、生きる上で最も必要な時とはいかなる時か？

　命の危険。戦いくさに従事した時だ。

「二番目の男に与くみするのは、彼かれが一番になった時に、甘あまい汁しるを啜すすろうという者たちです。私利私欲しかそこにはありません。私は一番目の男にあなたを引き合わせるべく、呼び立てたのです……」

　読み終えると、鳥が嘴くちばしを自分の足の爪つめに当てる音がした。

「じゃあ、イレニアさんは、騙だまされていたってこと？」

　ミューリが戸と惑まどいがちに、そう言った。ハイランドの手紙からは、そういう結論になる。

　あるいは、イレニアが勝手に深読みをした、とも取れるかもしれない。

　けれども手紙を持つ手の汗あせが止まらなかったのは、それが原因ではなく、もっと別のことだ。

　心臓が痛いくらいに、大きく鳴っている。

　王位継けい承しよう権第二位の王子による、王位簒さん奪だつの計画。内乱も辞さず、そのための資金集めを王国内で弱っている教会に対して行っている。

　一方で王子に協力するのは、王子が王になった際の見返りを求めた連中で、あらゆる特権の交付や、場合によっては貴族への取り立ても期待しているだろう。

　ならば、イレニアの行動をもっと簡単に説明することができた。

　なぜならば。

「ミューリ」

「……なに？」

　いつものように、間延びした聞き返し方ではなかった。

　獣けものの耳と尻しつ尾ぽが、緊きん張ちようしたように強こわ張ばっている。

　それくらいの顔だったのだろう。

　できれば自分の勘かん違ちがいであって欲ほしい。だが、世界を見たいようにだけ見ようとする行こう為いがどれほど危険かを、自分は北の島とう嶼しよ地域で学んできた。

　そして、人は自分の考えを変えることに、とても苦痛を感じるものだ。

「イレニアさんは、騙だまされていたわけではないかもしれません」

「……兄様？」

　困こん惑わくしたように聞き返すミューリに、こう言うしかなかった。

「イレニアさんは、私たちを騙だましていたのかも」

　直後、耳と尻しつ尾ぽの毛が逆立った。

「兄様」

「いいですか、ミューリ」

　一歩も引かずに、イレニアが木箱の横に落としたままだった契けい約やく書を見せた。

「ここには、イレニアさんの所属する商会の名前が書かれています。その名は、ボラン商会です。私の知っている人が作った商会であり、狼オオカミと香こう辛しん料りよう亭ていの落成や、あなたが産まれた時にもお祝いをくれた人のところです」

　ミューリはその話にきょとんとして、こちらの様子との落差に混乱したのだろう。「あ、ありが、とう？」と呟つぶやいていた。

　だが、イレニアがボラン商会の人間であるのなら、話は簡単なのだ。

　商会の主がイレニアの正体に理解を示したのもわかるし、イレニアが主のことを慕したっているのもわかる。ボラン商会の主、エーブ・ボランは守しゆ銭せん奴どを地で行くような商人だが、悪い人ではない。

　だが、エーブ・ボランには過去がある。彼かの女じよはウィンフィール王国の没ぼつ落らく貴族であり、家名を金で買った夫は、羊毛取引で破産しているのだ。その後は自らが商人になって、危ない橋も平気で渡わたって、ついには南の地に大商会を築いたという女じよ傑けつだ。子供の頃ころに出会ったエーブは、それこそ狼オオカミのような雰ふん囲い気きだったが、あの当時からなんだかんだ優やさしかった。

　町の商人が言っていた、イレニアは雇やとい主ぬしに惚ほれている類の商人だ、というのはあながち間ま違ちがいではないのかもしれない。

　そのイレニアが、エーブのために奔ほん走そうしているのだとしたら、目的はひとつしかない。

「つまり、イレニアさんは、エーブさんのためにこの国で爵しやく位いを取とり戻もどそうとしているのかもしれません」

　そのほうが理解できる。海の果てのあるかないかもわからない大陸に、新しい国を作るなどという話よりかは、よほど理解できる。

　渡わたり鳥どりに話を聞いていたということも、真しん剣けんさの現れというよりかは、単純に遠えん隔かく地貿易に携たずさわる者としての好こう奇き心だと考えたほうがしっくりくる。わざわざ渡わたり鳥どりに尋たずねたのは、イレニアが羊の化け身しんであり、渡わたり鳥どりならば人の知らないことも知っているかも、という当然の判断だろう。

　そこに必死さを見み出いだし、娘むすめの健けな気げさを感じたのは、完全に自分の想像だ。

　ハボットも警告していたではないか。

　イレニアはただの小こ娘むすめではない。気がついたら会話の主導権を握にぎられ、懐ふところに潜もぐり込こまれていたという。

　イレニアが船室で目を覚まし、ミューリの存在と自分との仲の良さを知ったその瞬しゆん間かんから、どうすれば自分たちを利用できるかと考えていたのだとすれば、与よ太た話ばなしを作り上げることも難しくはなかっただろう。

　そして、最も効果的な噓うそとはいつだって、真実の伽が藍らんに噓うそを紛まぎれ込こませ、相手が見たい世界を語る時だ。仕上げに、自分たちの目を曇くもらせる、先入観や思おもい込こみがあればいい。

　羊の娘むすめは狐きつねのそれよりも正直だろう、と誰だれが言った？

　警けい戒かいを怠おこたらない、森の覇は者しやたる狼オオカミではなかったか。

「イレニアさんは……」

　続けるのが辛つらかったが、言わねばならなかった。

「私たちを騙だましていたんですよ」

　そう考えれば、簡単に説明がつく。イレニアが聖人の布を持ち出し、質の良い羊毛は人の手を使って売ばい却きやくし、路銀を手に行方ゆくえをくらませる。噓うそが噓うそだとばれれば、ミューリの牙きばと爪つめを前に無事では済まないと思ったのだろうし、この町にはもう用がない、となったのだろう。

　元々、色々な町を巡めぐっているという話だった。ここの拠きよ点てんを失ったからと言って、そんなに困らないはずだし、だからこその、宿暮らしなのかもしれない。

「で、でも」

　当然、ミューリはそう反論する。おてんばで、悪戯いたずら好きで、恐おそろしいほどに知ち恵えが回ることもあるし、その慧けい眼がんは賢けん者じやを思わせることさえある。その上年上の兄のことを散々こき下ろすような娘むすめだが、本当は健けな気げで心優やさしい、年相応の女の子だ。

　裏切りに遭あうなど、生まれて初めての経験だろう。

「ミューリ」

　その名を呼んで、肩かたに手を伸のばす。

　その手を、ミューリに弾はじかれた。

「噓うそ、噓うそだよ、イレニアさんが、騙だましてたなんて」

　信じたくないのはわかる。仲良くなれるかも、と思ったのだろう。

　あるいは、ミューリなりに自分たちだけの国という夢に、心奪うばわれていたのかもしれない。

　こそこそとする必要もなく、世界地図の前に、堂々と記される自分たちの居場所に。

「ですが、イレニアさんは羊の化け身しんですよ。襲われたのだとしても、いざとなれば自力で逃にげ出だすことができる。そうしていないのは、自らの意志で出ていったからでは？」

　辛つらいだろうが、受け入れてもらうしかない。

　一度抱いだいた印象を覆くつがえすのが容易でないのはわかる。なにせ、自分はミューリのことを相変わらず妹だと思っているし、ミューリは自分のことを兄様以外の名前で呼ぶこともできない。

　だが、世界は自分の都合のいいようにできていないのだ。

「ミューリ……」

　ついに背中を丸めて泣き出してしまったミューリの肩かたに、ややためらったものの手を伸のばす。

　今度は跳はね除のけられなかった。

　ミューリの小さな体を抱だきしめて、部屋の中にいた大きな鳥にふと視線を向ける。

　申し訳ない、とばかりに顔を向ければ、首を二、三度左右に回した鳥は、やれやれといった体ていで窓から飛び立っていった。

　一いつ瞬しゆん、鳥に上空からイレニアを捜してもらえないかと思ったものの、見つけないほうが良い、ということもあろう。下手に再会すれば、ミューリがイレニアに拘こう泥でいし、事態がこじれるかもしれない。

　居い心ごこ地ちの良い家を離はなれれば、こういうこともある。せめてミューリの心がばらばらになってしまわないように、両りよう腕うでに力を込こめた。

　廊ろう下かを歩く人の足音に気がついたのは、そんな折のことだった。

　ここはイレニアの部屋であり、あまり長居していれば、あらぬ疑いをかけられてもおかしくない。ミューリを促うながし、部屋を出ましょうと言おうとした時のことだ。

「コル様」

　扉とびらの向こうから、自分を呼ぶ声が聞こえてきた。

　どきりとしたが、すぐに声はこう続ける。

「スライ様より、コル様を至急お呼びするようにと」

　泣き顔のミューリが顔を上げ、目が合う。

「いらっしゃいませんか？」

　銀の舳へ先さき亭ていに行くことはスライに言っておいたし、自分たちのことを酒場で聞けば、陽気な船乗りたちが教えてくれただろう。

「はい。お待ちを」

　答え、もう一度ミューリを見た。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ミューリはうんと答える代わりに、なにか意地を張るようにこちらの胸に顔を当て、ぐりぐり顔を擦こすっていた。

　大だい丈じよう夫ぶ、ということだろう。

「良い子です」

　頭を撫なでると、不満げな顔で耳と尻しつ尾ぽをしまっていた。

「スライさんから呼び出しとは？」

　扉とびらを開けると、自分と同い年くらいの商人が立っていた。

「はい。ちょっと……いえ、とても大きな問題が。至急、コル様をお呼びしろと」

　とても大きな問題。

　その若い商人は、廊ろう下かを見回してから、声を潜ひそめて言った。

「イレニア・ジゼルが、町の参事会に捕とらわれているのです」

「えっ」

　商人の目が、じっと見つめてくる。

「罪状は盗ぬすみです。大聖堂から、数多あまたの宝を盗ぬすみ出だしたと」

　自分の意識だけが、数歩後ろに下がったような感覚に襲おそわれた。

　自分の予測が間違っていたことはむしろ喜ばしいが、事態は悪いほうに傾いている。

「そ、それは冤えん罪ざいです。宝物庫はすでに空だったのですよ。徴ちよう税ぜいに見合った物しか持ち出していないことは、私が保証します」

　自分たちを利用するためにありもしない夢の話を聞かせた可能性は依い然ぜん残るが、あの宝物庫の様子がイレニアの仕業だということだけは、到とう底てい信じられない。

「当然、参事会はコル様も共犯だと騒さわいでいます」

　岬みさきの道は目立つし、麓ふもとには物もの乞ごいたちがいる。自分にも疑いの矛ほこ先さきが向かうのは自然な流れだ。それに、説得する相手は目の前の商人ではない。

「説明に向かえばいいのですね？」

「はい。スライ様ももちろん証人として立ち会います。ご安心ください」

　イレニアの目的と、このことは全く話が別だ。

　おそらくはハボットが保身のため、なくなった宝物の行方ゆくえに説明をつけなければと思ったのだろう。彼かれを責めるのは容易たやすいが、もっと親身に話を聞いていれば防げたかもしれない暴走だ。

「御案内します」

　商人はそう言って、歩き出す。その後を追う前に、ミューリを見て、その手を摑つかむ。

「大だい丈じよう夫ぶです。神は正しい者の味方ですから」

　ミューリは、手を握にぎる寸前で手を止めて、こちらを見る。

「もちろん私もそうですよ」

　小さな手が、ぎゅっとこちらの手を握にぎりしめたのだった。


　夜も深まっていて、デザレフの港町は倦けん怠たい感を含ふくんだ、溶とけるような夜の時間に満ちていた。

　酒に酔よって大声でわめく段階は過ぎ、テーブルで居い眠ねむりをしていたり、きっと同じ話を何度も繰くり返かえしているだろう者たちがあちこちにいる。

　そんな彼かれらの間を足早に駆かけ、冷たい頭で大聖堂を目指した。

　町の輪りん郭かくが赤い篝かがり火びで浮うかび上あがり、熾おき火びがくすぶっているような港町の向こうに、大聖堂の姿がわずかに見える。

　灯台からは灯あかりが見えるが、大聖堂そのものは静まり返っている。

　三人で小走りに駆かける間、デバウの商人に事情を聞いた。

「司教様から参事会に連れん絡らくが入ったのが、昼過ぎのことです。徴ちよう税ぜい権を行使しに来た羊毛の仲買人を招き入れたが、気がついたら多数の宝物がなくなっていたと」

「参事会はそれを鵜う吞のみに？」

「徴ちよう税ぜい権を王子に代わって競せりにかけたのは参事会なわけですから……徴ちよう税ぜいに揉もめ事ごとはつきものとはいえ、大聖堂の司教様から盗ぬすみの報告があれば、無視はできません」

　ハボットはそれほど追いつめられていたのだろうか。わずかに会話をした限りだが、保身のために誰だれかを陥おとしいれるようには思えなかった。

　いや、それも自分の思おもい込こみだろうか。あるいは、ハボットなどは元々おらず、あれが演技をしている司教だったのならば、話は通る。

「それで、イレニアさんは聖堂に？」

「はい。司教様や参事会の主立った者たちも集まっています」

　その場であれやこれやの水みず掛かけ論ろんをしているのかもしれない。

「ではイレニアさんの部屋から荷物を持ち出したのは、参事会の人たちの証しよう拠こ品集めですか」

　それならば、イレニアが抵てい抗こうしなかったことも納なつ得とくできるし、宿の他の客には真実を説明できるわけもない。

　商人はこちらを振ふり向むき、ゆっくりとうなずいた。

「すべては神が明らかにしてくれましょう」

　そして、再び前を向いて駆かけていく。岬みさきの麓ふもとにはいつものように物もの乞ごいたちがいて、石段を上っていく自分たちのことをぼんやりと見つめていた。

　夜の石段は想像以上に視界が悪く、どこまでが崖がけなのかわからなくて恐おそろしい。少しでも石段から外れれば海に落ちるのではと、続く先の長さにも気け圧おされた。

　もちろん実際はそんなに狭せまい道ではない。昼間よりやや風が強かったのは辛つらかったが、町の夜景は燃えた炭をばら撒まいたようで美しかった。

　聖堂前の広場にたどり着くと、ひとけは全くなく、静まり返っている。兵を出して篝かがり火びを焚たけば、なにかあったと町中に喧けん伝でんするようなものだからだろう。

　商人の先導を受けて、通用口のほうに回り込こむと、そこには見張りの小こ僧ぞうがいた。寒そうに身を縮めていたが、こちらに気がつくと背筋を伸のばし、気取った所作で扉とびらを叩たたく。

　覗のぞき窓がすぐに開き、一対ついの目が油断なく視線を巡めぐらせたかと思うと、鉄の扉とびらが開いた。

「お待ちしていました」

　縦じまのシャツに太たい鼓こ腹ばら。腰こし帯おびは右側にだらりと長く垂らし、胸に羽飾かざりをあしらっている。

　典型的な町の顔役で、元は商人か、裕ゆう福ふくな職人組合の組合長だろう。

「参事会のテオールと申します」

「トート・コルです」

　自分と握あく手しゆを交わし、さらにミューリとも握あく手しゆをしていた。

「今、ちょうど司教様の訴うつたえに基もとづいて、宝物庫の検分をしているところです」

「参事会は司教様の言い分を正しいものだと？」

　廊ろう下かを歩きながらの詰きつ問もんに、テオールは困こん惑わく気味に笑う。

「まさか。宝物庫は見事に空でした。仲買人を一人招き入れただけで、盗ぬすみ出だせる量ではありません」

　普ふ通つうに考えればそうだ。

「しかし、司教様はできる、とお考えなのです。それで、私たちまでがここに集まる羽目に」

「どうやって？」

　魔ま法ほうでも使わない限り無理だ。

　そう思った瞬しゆん間かん、テオールは慣れた様子で近寄ってきて、耳打ちした。

「大聖堂には各種の秘密通路や隠かくし部屋があります。そこを使って、この岬みさきの中を通って、秘密裏りに海に運び出したのだと」

「……」

　呆あつ気けに取られてテオールを見つめ返すと、肩かたをすくめ返された。

「本来は誰だれにも知られてはならない情報でしょうが、宝物庫からの盗ぬすみの嫌けん疑ぎをかけられるよりはまし、との判断でしょう。吊つるされるための縄なわを首にくくりつけられる段になってから後こう悔かいしても遅おそいですからね」

　まさに苦肉の策というわけだ。

　しかし、それならばやはりハボットは司教本人だったのだろう。自分の人を見る目は本当に曇くもっていると呆あきれていたら、テオールはもっとあからさまなため息をついていた。

「とはいえ、最大の問題はその司教様自身が秘密の通路の場所を把は握あくしてないことなのですが」

「え」

　見返すと、テオールは鼻の頭に皺しわを寄せていた。

「司教様の悪あがきでしょう。王国と揉もめて、保身のためか蓄ちく財ざいのためかはわかりませんが、自分自身で宝物を運び出し、どこかに隠かくすか売ばい却きやくした。そして、徴ちよう税ぜいの件でそれが明るみに出そうになったので、使えるものはなんでも使って誤ご魔ま化かす気なのでしょう」

　だとすると、司教はやはり羊飼いのハボットなのか？　本物の吝りん嗇しよくで強ごう欲よくな司教なら、ここで秘密の抜ぬけ穴あなを教えることに躊躇ためらう理由がない。

　ハボットは礼拝室と祭さい壇だんの間にある、通常の宝物庫の奥おくに秘密の宝物庫がある時点で驚おどろいていた。そして、二度あることは三度あると考える。もっと秘密のあれこれがあってもおかしくない、と考えるのが人の常だろう。秘密の抜ぬけ穴あながあるかもしれない、という可能性に賭かけたくなる気持ちは理解できる。

　それに宝物庫から宝物を盗ぬすみ出だす場合、素す直なおに考えても岬みさきの道を使うとは思えない。道行く人は町から丸見えで、しかも麓ふもとには物もの乞ごいもたむろしているから、夜間にこそこそやって来たって完全にばれずにいることは難しい。

「では皆みなさんで、その秘密の通路を探していると？」

「そうせざるを得ません。司教様の言い分を鵜う吞のみにするのはとても難しいですが、もしもその言い分を信じないとするならば、宝物を盗ぬすんだのは司教様です。我々は王にそのことを報告しなければなりませんし、そうなればおそらく、司教様は縛しばり首くびになります。神に仕える聖職者を冤えん罪ざいで吊つるしたとなれば、デザレフの町は呪のろわれてしまいます」

　いくつもの推測と思惑とが絡からみ合あった結果、彼らはこうしてここにいるのだろう。

　一方で、宝物庫に山ほどの宝物があったのは間違いなく、それはどこかに消え去っている。

　水面の下で渦うずが巻き、航行していた船を引き込むことがあると言う。

　イレニアは、そこに出くわしたのだ。

「そういうことでしたら、私も協力を……」

　と、隠し通路を探すにはうってつけのミューリを見ながら言いかけて、はたと気がつく。ミューリの力を借りれば、秘密の通路の有う無むを確かめるのは難しいことではない。問題は、通路があろうがなかろうが、その後のことにあった。

　なぜなら、秘密の通路を見つければイレニアを不利に追おい込こむことになるからだ。

　だが、宝物は現に盗ぬすみ出され、秘密の通路が存在するのなら盗ぬすみに使われたのはその通路に違いない。その存在を知りつつ指し摘てきしないのは、神の教えとして正しいことなのか？　秘密の通路が秘密のままであれば、イレニアは助かるというのに？

　そして、話はそれで終わらない。

　イレニアが助かる時は、代わりにハボットが無実の罪で縛しばり首くびにされるのだから。

　自分の歩いていた場所が、恐おそろしく細い道であることに、今いま更さらながら気がついた。

　灯あかりは少なく、進む先はほんの少ししか見えない。しかも道は左右のどちらかに曲がっている。踏ふみ出だすべきはどっちだ？　信じるべきは、誰だれの、どんな言い分なのだ？

　もちろん、宝物を実際に盗ぬすみ出だした者たちを見つけ出せるのが、最良の選せん択たくだ。

　しかし人間は全知全能の神ではなく、神は不在がちなのだ。

　足がたちまち重くなり、聖堂の中の暗くら闇やみがより一層濃こく感じられる。

　廊ろう下かに取りつけられた燭しよく台だいに、点々と蠟ろう燭そくの火が灯ともされている。

　その灯あかりの下を歩き、ついに宝物庫の前にたどり着く。

　テオールと同じような格好をした者が三人ほど集まり、困り果てたように会話をしていた。

　こちらに気がつくと、揃そろって帽ぼう子しを取る仕草を見せる。商人の出の者たちらしい。

「司教様とスライ様は中にいらっしゃいます」

　促うながされ、中に入る。ここの宝物庫は相変わらず雑多な物で溢あふれ、奥おくの秘密の入り口である棚たなが開けっ放しになっていて、スライが中を覗のぞき込こんでいた。

「おお、コル様」

「道すがら状じよう況きようを聞きました。いかがですか」

「古い聖堂ですから、どこかになにかはあるかもしれませんが、そういうのは北の島とう嶼しよ地域に本物の海かい賊ぞくたちが住んでいた、大昔の時代の話です。当時はこの聖堂が最後の砦とりでとなって戦ったと聞きます。この狭せまい入口の奥おくの宝物庫も、おそらくは籠ろう城じようするために作られたのでしょう」

　入口に立つと、背中から風が前に抜ぬけていく。どこかに穴が開いていて、空気が流れているのだ。

　年季の入った石いし壁かべに手を当て、往時に思いをはせる。海かい賊ぞくの襲しゆう撃げきを受けて逃にげてきた者たちが、狭せまい通路の奥おくで槍やりか斧おのを構え、敵を待ち構える。敵は一人ずつ通らざるを得ず、しかも自由に腕うでを振ふり回まわせないから、力の弱い老人や女性でも十分に戦える。

　宝をしまうのに適している場所は、人々の命を守る場所にも適している。

「司教様は中に？」

「はい。秘密の通路があるはずだと。そこから仲買人が宝物を運び出したに違ちがいないと。渦か中ちゆうの仲買人の娘むすめ様もいらっしゃいます」

　スライもハボットの言い分には呆あきれ気味のようだが、ハボットからすれば命がけだ。もちろん、イレニアの命もかかっている。

　しかし、どうするのが正解なのか、その答えは未いまだ見つかっていない。同時に二つの椅い子すに座すわることはできないのだから。

　自分にできるのは、そもそも二つの椅い子すを並べないという選せん択たくを取ることだ。

「私は司教様の主張そのものが、荒こう唐とう無む稽けいだと思っています」

「ええ。司教が御自分で財産を処分されて、それがばれてのことだと思います」

　スライは冷ややかだ。大聖堂や、その他の教会組織が王国でやってきたことに鑑かんがみれば、当然の反応なのかもしれない。

「司教様と、少し話をしてきます」

「わかりました。私は部下たちと他のところを探してきましょう」

　通路の奥おくに仄ほのかに灯あかりが見えたので、蠟ろう燭そくは受け取らなかった。階段も急なので、先にミューリを行かせ、その手を取って支えながら下りていく。

　そして、階段を下りるように、思考の奥おく深ふかくに分け入っていく。

　この問題はミューリの力を借りても解決しない。ハボットを説得し、イレニアが罪人であるという主張を取り下げさせてから、彼かれに味方をして悪者ではないことを町の人々に示す必要がある。しかし、もしもハボットが羊飼いではなく、本物の司教だとしたら？　宝物を盗ぬすんだのも彼かれだとしたら？

　もっと言えば、真実を知り、仮にハボットが司教であり、彼が犯人だとなった時、自分は彼かれを縛しばり首くびにする評決に賛成票を投じられるのだろうか。

　町の人々を食い物にして長年蓄ちく財ざいして、保身のためにその財産を利用したのであれば、責めは負うべきだ。子供がパンを盗ぬすんでも、腕うでを切り落とされることがある。溢あふれるばかりの金銀財宝をせしめたとあれば、どんな神の御加護であっても守りきれないだろう。

　罪には罰を。

　結局、自分に覚かく悟ごがあるかどうかなのだ。

　温かい湯の湧わく享きよう楽らくの地ではなく、この無む慈じ悲ひで野や蛮ばんな世界で生きていく、その覚かく悟ごがあるかどうか。

「ミューリ、私は」

　そう言おうとした瞬しゆん間かんだった。

「兄様！」

　振ふり向むいたミューリが叫さけぶ。

　狭せまい通路でミューリが無理矢理脇わきをすり抜ぬけようとした時には、遅おそかった。

　背後で扉とびらが閉じられ、がこん、と鍵かぎの落ちる音がした。

「このー！」

　ミューリがなんとか横をすり抜ぬけ、階段を這はうように上って扉とびらにすがりつくが、かし、かし、という錆さびた鉄を削けずる音しかしない。棚たなの裏板に分厚い鉄板が用いられているのだろう。

　ミューリはこちらを振ふり向むき、暗くら闇やみの中で麦袋ぶくろを手にしていた。狼オオカミの姿に戻もどろうというのだ。

　しかし、自分はそれに応とも否とも答えられなかった。

　扉とびらの向こうにいるはずの、スライのことしか考えられなかった。

「なぜ？」

　その一言に尽つきた。スライに閉とじ込こめられたのだ。勘かん違ちがいや事故ではない。棚たなの鍵かぎを操作するには、床ゆかに膝ひざをついて、棚たな板の下に手を突つっ込こまなければならない。

　階段をよろめくように上り、ミューリの頭上越ごしに、鉄の板に手を打ちつけた。

「なぜです！」

　もちろん答えは返ってこない。だが、本当は問うまでもなかった。誰だれが真実を語っていたのかは、行動によって示された。

　宝物庫から宝物を盗ぬすみ出だしていたのは、ほかならぬスライなのだ。

　怒りはなく、驚きさえなかったかもしれない。

　胸にあるのは、大きな落胆だった。

「兄様」

　ミューリが、腕うでの下から赤い瞳ひとみを向けてくる。

　ミューリの牙きばと爪つめを使えば、鉄の蓋ふたを破れるかもしれない。

　だが、ひとつ懸け念ねんがある。

「この狭せまさでも？」

　ミューリは人の姿でこそ華きや奢しやな少女だが、狼オオカミの姿に戻もどれば自分が乗れるほどに大きい。

　そのことに思い至ってなかったのか、少しだけ瞳ひとみの赤味が落ちて、苛いら立だたしそうに周りを見回した。

「……頭が、入れば、多分……」

「それをここで試ためすのは危険すぎます。いったん奥おくまで行きましょう」

　ミューリは渋しぶ々しぶうなずいて、ついてきた。

　そして、奥おくの部屋には、縛しばり上あげられ床ゆかに転がっているイレニアがいた。

「イレニアさん!?」

　ミューリが飛びつき、肩かたに触ふれようとして思いとどまった。イレニアに意識はない。ミューリは、イレニアに怪け我ががないか鼻を近づけて確かめ、最後に首の辺りを嗅かいでいた。

「気を失ってるだけみたい。頭にこぶがあるけど……」

　この部屋におびき寄せられて、後ろから一いち撃げき、の流れだろう。

「イレニアさん、イレニアさん」

　ミューリが戒いましめを解いてから、その頰ほおを軽く叩たたき、呼びかける。

　やがてイレニアは小さく呻うめき、ゆっくりと目を開けた。

「ミューリ……さん？」

「良かった、大だい丈じよう夫ぶ？」

　イレニアは頭をかばうようにゆっくりと起き上がる。

　なんとか体を起こすと、照てれ臭くさそうに微笑ほほえんだ。

「間ま抜ぬけな羊です。あっさり罠わなにかかりました」

　イレニアは長いため息をついていたが、気を取り直したように言う。

「ですが、また助けられましたね」

　その言葉に、自分もミューリも顔が強こわ張ばった。イレニアはすぐにはっとなって、自分たちの後ろの、細い通路を見やった。

「もしかして、その……」

　誤ご魔ま化かしてどうにかなることではない。

「はい。私たちも、今まさにここに閉とじ込こめられたばかりです」

　イレニアが顔に気落ちの色を出さなかったのは、商人らしい如じよ才さいなさからか。それとも、少なくとも一人ではないという安心感からか。

　とにかく、現状を確かく認にんすることにした。

「……イレニアさんをここに閉とじ込こめたのは、デバウ商会のスライさん、ということであっていますか？　私たちは、イレニアさんが盗ぬすみを働いた廉かどで訴うつたえられ、調査のためにここに集められていると言われ、連れてこられました」

「私も同じ手口です。計画したのは、おそらくスライさんでしょう。司教様の可能性は……ないかと思います。大聖堂に呼び出されてから、一度も姿を見ていないのです。すでに殺されているか、金を摑つかまされて逃にげているかのどちらかだと思います」

　視線を落とし、記き憶おくを探さぐりながら話すイレニアの言葉に、ぞっとする。

　せめて後者であることを願う。

「しかし、気がついて然しかるべきでした……。ここの宝物庫で盗ぬすみを働いているのなら、まず間ま違ちがいなく地元の人間です。司教様が持ち出したにしても、時間がかかります。王国とのいざこざの中でそれができたとは考えにくい。となれば、もっと警戒すべきでした。私たちの行動が犯人たちに筒つつ抜ぬけな可能性は、いくらでもあったのに……」

　自分たちがイレニアの話を集めている時も、スライは情報網もうからそれを把は握あくしていた。町に根を張る商人というのは、そういう世界に住んでいる。

「司教様の言う秘密の抜ぬけ穴あなは？」

　イレニアは憐あわれみを乞こうような顔をして、部屋の一角を見やる。

「与よ太た話ばなしでしょう。あそこに空気穴がある程度です」

　入口を開けると空気が流れるのは、そういうことらしい。

「ですが……改めて不思議に思います。どうやってここから宝物を盗ぬすみ出だしていたのでしょうか？　ハボット……いえ、司教様でさえ、ここの存在は知らなかったようですから」

　ついハボットの名を言ってしまったが、イレニアはくすくす笑っていた。

「彼かれはコル様に自白を？」

「……知っていたのですか」

「この町では暗あん黙もくの了りよう解かいというやつです。騙だませていると思っているのは彼かれだけです。だからそこを利用されたのでしょう」

　それはあなたも同じでは、と言いかけて、イレニアの意味深な視線に気がついた。

「はい。最初に扉とびらを叩たたいた時の勝算はそれでした。結果は……あのとおりでした。羊は羊飼いには勝てないのですね」

　笑っていいものかどうか困っていると、イレニアは言葉を続けた。

「盗ぬすみの方法は、頭を殴なぐられたおかげでしょうか、スライさんが黒幕だと気がついた瞬しゆん間かんに分かりましたよ」

　その言葉に無意識に棚たなを見やる。残されているのは、むしろ真っ先に盗ぬすむべき大物ばかりだ。

「食料の納品です」

「……あっ」

　世界中にある上り坂と下り坂、多いのはどっち？

　大聖堂に出入りする唯ゆい一いつの道は麓ふもとから続く石段であり、そこは常に町の人の視線に晒さらされ、物もの乞ごいたちによって見られている。

　だとすると、可能性は二つしかない。誰だれの目にもつかないように工く夫ふうしたか、誰だれの目についても問題にならないような立場だったか、だ。食料を運はこび込こむ商人だけが、誰だれにも疑われない例外だった。

　そして、上り坂の帰りが下り坂であるように、荷を持もち込こんだ帰りは持ち出す役目に早変わりできる。ここに大きいものばかりが残っているのは、運はこび込こむ食料品に対して、帰り荷が大きくなりすぎて、隠かくして運び出せなかったからだ。

「空荷をなくすのは貿易の基本です。儲もうけが倍ですね」

「だから、徴ちよう税ぜいがうまくいったことを知って、スライさんは驚おどろいていたのですか……。この隠かくされた宝物庫にたどり着かない限り、金貨五十枚分も集められないとわかっていたんですね」

「きっと物もの乞ごいに金を渡わたして監かん視しさせていたでしょうから、私たちが山ほどの家財を抱かかえていたわけでも、巨きよ大だいな金の皿を背負っていたわけでもないことを知っていたでしょう」

「だとすれば、イレニアさんはなにか小さくて非常に高価な宝物を見つけたはずだ、と気がつく。そして、そんな宝は間ま違ちがいなく、秘密の宝物庫にしかあるわけがない。そうやって考えていけば、自分たちの悪行が人の目に触ふれたのは明らかで、犯人が自分たちであるとばれる前に先手を打って……」

　話ながらため息をついて、商人たちの思いきりの良さにある種の感かん銘めいを抱いだいてしまう。

　イレニアは、こうも言った。

「ついでに、宝がほかに残っていないか調べようともしたでしょうね。司教様から話を聞き出すことくらいわけはなかったでしょうし」

　その言葉にミューリが立ち上がり、蠟ろう燭そくの灯あかりの届かないような隅すみに行き、戻もどってくる。

　手には毛布のように大きな布を引きずっている。あの聖遺物の詰つまった箱たちをぐるりと包んでいた布だろう。スライたちも、これを貴重な代しろ物ものだとは思わなかったようだ。

「これしか残ってなかった。あの黴かび臭くさい箱は全部なくなってたし、その下にもなにかないかって、欲張りに穴を掘ほった跡あとがあった。私たちならすっぽり入れそうなくらいだよ」

　ミューリは意地悪そうに笑う。必死の形相で穴を掘ほるスライたちのことを想像したのだろう。

「それはそうと兄様」

「はい？」

「吞のん気きに話してていいの？」

　その目は、罪には報むくいを、と言っている。

　だが、気になることがまだある。

「スライさんは、私たちをどうするつもりなのでしょうか」

　イレニアもまた思案顔だった。

「……単なる口くち封ふうじなら、崖がけから落としたほうが早いです。ならば私たちを集めたのは……おそらく、罪をなすりつけるためでしょう。盗ぬすみがあったことは、後々必ずばれます。ならば犯人がいてくれないと、誰だれかが真相に気がついてしまう」

「けれど、どうやって？」

　この状じよう況きようで参事会に突つき出されても、山さん賊ぞくの掟おきてのように即そつ刻こく斬ざん首しゆになるとは思えない。自分たちは裁判にかけられるはずで、それが自分たちの不利になるともあまり思えなかった。

　なぜなら、参事会を巻まき込こんでの裁判になれば、王族の血筋であるハイランドが味方に付いているこちらにむしろ分があるからだ。なにより、町の人々が枢すう機き卿きようだと呼んでくれるあの好意がある。間ま違ちがいなく自分たちに有利に話が進むはずだ。

　スライもそのことはわかっているだろうし、イレニアも同様のようだ。

　すると、余計にスライの行動が解げせなかった。

「いや、兄様たち、なに言ってるの？」

　そこに口を挟はさんだのは、苛いら立だたしげなミューリだった。

「ここでお宝が盗ぬすまれたんでしょ？　そこに人がいたら、もうそれで犯人じゃない」

　悪戯いたずら好きで、しょっちゅう現場を押おさえられては叱しかられていたミューリだ。言いい逃のがれのできない状じよう況きようには覚えがたくさんあるのだろう。

　しかし、ここは子供の世界ではない。

「ミューリ、それはそうかもしれませんが、世の中には裁判というものがあって、そこでは話し合いによって真実を探さぐり──」

　そこで言葉が途と切ぎれた。

　話し合いによって、真実を探さぐる？

　思わず周囲を見回した。ここは出口がひとつしかない、四方を石いし壁かべに囲まれた部屋だ。

　司教はどうやら偽にせ物もので、参事会の者と名乗った連中も、スライの腹心の部下だろうから、真実を知る者は限られている。そして、大聖堂に滅めつ多たに人はやって来ない。

　この状じよう況きようで、話し合い？

　それこそ馬ば鹿かげていた。

「死人に口なし、ですか」

「そうだよ！　だからさっさとここを出てとっちめないと！」

　ミューリは言うが早いか、麦の入った袋ふくろから麦を取り出し口に含ふくみ、服を脱ぬぎ散らかしていく。行動の速さに戸と惑まどいつつ、ミューリは狼オオカミになるのを見られたくなかったことを思い出し、すぐに顔を背そむけて目を閉じる。

　目を開けたのは、頰ほおに毛皮を擦こすりつけられてからだ。

『通路に頭は入りそうかな』

　ミューリは通路の入り口に頭を入れて、少し奥おくまで行って、戻もどってくる。

『思いきり体当たりすれば、あんなの簡単に……』

　と、ミューリは通路の先を見上げ、言葉を切った。

　そして、驚おどろいたように後ずさる。

　どうしたのかと思うと、階段を蛇へびが這はって下りてきた。

　蛇へび？

『なに、これ……水？』

　即そく座ざに気がついた。

「ミューリ、離はなれて！」

　直後、通路の奥おくが明るくなった。灯あかりはたちまち強くなり、ゆらゆらと揺ゆれながら階段を下りてきた。

『わ、わ、わ』

　この世に恐おそれるものなど母親くらいしかないミューリが、尻しつ尾ぽを丸めて飛び退すさる。

　階段からはさらに蛇へびが猛もう烈れつな勢いで下りてくる。

　その身に炎ほのおを纏まとった、大量の油だった。

『ど、どうしよう、こんな──』

　ミューリはおろおろと通路の先を見て、何度か飛とび込こもうとしては踏ふみとどまっている。

　火はあっという間に通路を塞ふさぎ、黒こく煙えんが天てん井じようを覆おおっている。

　飛とび込こんで無事に済むとは思えない。

　しかも、燃える蛇へびはどんどん部屋の奥おくまで入はいり込こんできて、逃にげ場ばはない。

　むしろその状じよう況きようが良かったのか、取り乱しもせず、辺りを見回してできることをするしかないと頭を切きり替かえた。

「ミューリ、棚たなをすべて倒たおして！」

　一いつ瞬しゆんで悟さとったらしく、ミューリは身を翻ひるがえして棚たなに飛びかかり、鼻先で押おして炎ほのおの蛇へびを押おし返かえす。木の棚たなとはいえ、油を堰せき止とめることはできるだろう。ここは石いし壁かべに囲まれた部屋なので、油さえ食い止めれば足元から炎ほのおに巻かれるようなことはない。

　そう思ったのも、ミューリが棚たなを二つ、三つと倒たおして通路の入り口に積み上げるまでだった。

「……準備は万ばん端たんだったわけですね」

　それまで蠟ろう燭そくの灯あかりが届かなかった部屋の奥おくも、今や赤々と照らされている。そこには、山ほどの薪まきが積み上げられていた。

　挙句、天てん井じようの通風孔こうからも燃える油が垂れてきて、それらに火をつけ始めた。

　籠ろう城じように向く場所は、閉とじ込こめるのに適した場所でもある。

「自分たちを焼き殺し、ついでに宝物も燃えたことにすれば、万ばん事じ丸く収まると」

　イレニアが半笑いで呟つぶやいた。

『ううぅ……！』

　ミューリが唸うなり、燃もえ盛さかる木の棚たなの山に向かい姿勢を低くした。

　血の気が引いて、その体に飛びつく。

「ミューリ、落ち着いて！　無理ですよ！」

『でも、なんにせよ私たちはここで焼け死んじゃうよ！　私ならあの扉とびらを開けられるかもしれない！』

　そう言って、身み震ぶるいしてこちらのことを振ふり落おとし、その名を再度呼ぶ前にミューリの姿が通路に消えた。

「ミューリ！」

　叫さけび声ごえと、ドオオオン、という鉄の扉とびらにぶつかる音が重なった。

　それが数すう瞬しゆんだったのか、何回も深呼吸ができるほどの時間だったのかわからない。

　気がついたら、炎ほのおと黒こく煙えんの中から狼オオカミが飛び出してきた。

『あぐっ……ああっ!!』

　ミューリは床ゆかにうまく着地もできず、そのまま横よこ倒だおしに倒たおれた。体中から薄うすく煙けむりを上げ、前足と後ろ足の爪つめの間から火がちらちら覗のぞいている。

「なんてことを！」

　煙けむりに目をやられたのか、それとも燃もえ盛さかる足の痛みからか、ミューリは立ち上がろうとしてできない。すぐにその足に飛びついて、両手でミューリの狼オオカミの掌てのひらをきつく包つつみ込こむ。

　火がこちらの手を焼き、じゅう、と音がする。

　痛みか混乱からか、暴れるミューリの身体を、イレニアの助けも借りながらこちらの体重で必死に押おさえ、掌てのひらの消火を続けていく。最後の後ろ足もなんとか火を消したところで、ミューリは荒あらい息をつきながら、ようやく暴れるのをやめた。

　火の勢いは収まらず、もはや目を開けているのもままならないほどの熱と光だ。

『……兄様、ごめん。扉とびら開けられなかった……』

　床ゆかにぐったり横たわりながら、ミューリが言った。

「あまり無茶をしないでください」

　そう言うと、ミューリは顔を上げて、赤い瞳ひとみでこちらを見た。

『死にそうな時でも、おしとやかにしろって言うの？』

　ミューリの呆あきれ笑うような物言いに、こちらもつい笑ってしまう。

「そうですよ」

　ミューリはため息をついて、震ふるえながら立ち上がろうとする。

「ミューリ、寝ねていてください」

『やだよ。扉とびらを開けないと皆みな死んじゃうもの。どうせ焼け死ぬなら、できることをやらないと』

　しかし、最初の一いち撃げきでも扉とびらは開かなかった。足の裏を火傷やけどした状態で飛とび込こんで、どうなるものとも思えない。なによりも傷ついたミューリが何度も炎ほのおに飛とび込こみ、苦しみながら死にいく姿を漫まん然ぜんと眺ながめていることなどできようはずもない。

　他にできることがないのならば、こう言うしかない。

「ならば私が通路に横たわりますから、その上を」

『はあ!?　そんなことできるわけ──』

　言い争っていた、その瞬しゆん間かんだ。

「私に案があります」

　そう言ったのは、イレニアだった。

「案？」

　四方を石いし壁かべに囲まれた地下室で、唯ゆい一いつの出入り口は封ふう鎖さされている。積み上げられた薪まきと、どうやら部屋には油の詰つまった木桶おけも置かれていたようで、いよいよ竈かまどの様相を呈ていしている。

　すでに体中が熱く、息をすれば肺まで焼けるようだ。残りの時間は神に祈いのり、せめて憎にくしみと怒いかりに駆かられて地じ獄ごくに落ちないようにと、魂たましいの救いに身をゆだねるしかないのでは。

　そこに、イレニアが一本の剣けんを置いた。ここに残されていた甲かつ冑ちゆうの一式だ。

「私が羊に戻もどりますから、腹を捌さばいて、その血で火を消してください」

「……え？」

「腸も火を堰せき止とめるのに役立つでしょう。それから、全部搔かき出したら、体の中に隠かくれてください。羊皮紙は火に巻かれた修道院でもたびたび無事に発見されますし、豚ぶたや羊の丸焼きを作る大変さを思い出してください。中まで火は簡単に通りません」

　淡たん々たんと語るイレニアを、茫ぼう然ぜんと見返した。

「冗じよう談だん、ですよね？」

「この状じよう況きようでですか？」

　苦笑いを返される。

「このままでは全員が死にます。三人死ぬより、一人死ぬほうがましです」

　商人らしい損得の計算かもしれない。それに、イレニアの冷れい徹てつな案は、あまりにも理にかなっていた。ミューリではそこまで体が大きくなく、腹の中に隠かくれるのは無理だ。

　だが、巨きよ大だいな蹄ひづめを有していた、イレニアなら。

「それに、焼けた部分で食い繫つなげば、長く生きられます」

　それこそ冗じよう談だんだった。

『やだよ！　絶対にやだ！』

　ミューリが子供のように叫さけぶ。もちろん、自分も同意見だった。

「それはできません。絶対に」

「逆の立場でも同じことを言いますか？」

　まっすぐに目を射い抜ぬかれる。

　自分がもしも哀あわれな神の子羊ではなく、大きな羊であったなら。母鳥が雛ひなを守るように、自分が犠ぎ牲せいになることで誰だれかを助けられるのなら。

　そうしたら、どうするだろうか。

　くそったれ、と神を罵ののしった。

　同じことをするだろう。

「……ですが、それでも──」

「元はといえば、私が巻まき込こんだことです」

　沈ちん黙もくが降りる。

　一刻の猶ゆう予よもない状じよう況きようで、時間だけが過ぎる。

　炎ほのおは勢いを増していく。

「では」

　と、イレニアは立ち上がった。

　なにも言えず、その姿を目で追うことしかできなかった。ミューリが吠ほえかかるようになにかを言っているが、まったく聞こえなかった。そもそも人も狼オオカミも、生きていくために羊を食べるではないかと、賢さかしらな理性がそんな屁へ理り屈くつを囁ささやいていく。この状じよう況きようから生き延びられるかもしれないという誘ゆう惑わくに、屈くつしてしまいそうになる。

　だめだ。とても許されることではないし、同時に、それを断るのも辛つらい決断だった。

　イレニアは無む駄だ死じにし、焼け死ぬミューリを見続けろと言うのか？　それこそなんの意味もないことでは？

　理性と感情が炎ほのおで煽あおられ、頭がおかしくなりそうになる。

　なにか、なにか突とつ破ぱ口こうはないのか。ここは神の住む家ではなかったのか！

「ええと、その、少しだけ目を逸そらしていただけると」

　照れたようなイレニアに、やはり若さを感じてしまう。海の果てに新大陸があると本気で信じてしまうような、そんな無む邪じや気きさがあっても全くおかしくなかった。

　ここで目を逸そらせば、イレニアの言を受け入れたことになる。剣けんでその腹を捌さばき、自分たちは生き延びる。体を動かそうとしても動かないのは、死を目前にして時間が間延びしているからか。

　その直後、衝しよう撃げきで視界がぶれて、床ゆかに倒たおれ込こむ。

　狼オオカミのミューリに、押おし倒たおされていた。

『イレニアさん、私の爪つめと牙きばのほうが鋭するどいよ』

　ミューリが、言った。

「はい」

　床ゆかに倒たおれたまま、抗あらがおうとしなかったのは、これが誰だれにとっても最良の選せん択たく肢しだからだと頭でわかっていたからか。

　ミューリの爪つめが、痛いくらいに肩かたに食くい込こんでいる。そうしなければ自分が起き上がってしまうと確信しているかのようだ。

[image: ]

　床ゆかに縫ぬいつけられたまま思う。

　北の島とう嶼しよ地域でも神は奇き跡せきを示してくれなかった。

　現実に戦うのは、古い時代に神と崇あがめられ、その後に忘れ去られた者たちばかりだった。

　信しん仰こうの無力さに、愚ぐ直ちよくだと自覚がある自分でさえ、火にくべてしまおうかと怒いかりが湧わいてくる。きっと届かないとわかりながら、なにも起こらないとわかりながら、それでも、期待するように、天使が救いの手を差さし伸のべてくれないかと、炎ほのおを見つめながら……。

「え？」

　頭を持ち上げて、それを見た。肩かたに爪つめが食くい込こむのも構わなかった。

『兄様、お願いだから。イレニアさんの想おもいを無む駄だにしないで』

　ミューリの懇こん願がんするような声にも振ふり向むかず、その一点を見つめていた。

「ミューリ」

『兄様！』

　ミューリの苛いら立だちの声に、今度はこちらもはっきりと返した。

「ミューリ、あれを！」

　部屋の隅すみを指差した。そこにあるのは、なんの変へん哲てつもなさそうな布だった。分厚くて、やや固くて、妙みように重い布だった。それは、聖人ネックスの布と呼ばれたものと同じ布だった。

　動物の毛でも、植物の繊せん維いでも、昆こん虫ちゆうの糸でもない。スライは金属ではないかと言った。

　なんだっていい。

　その布は、炎ほのおに巻かれても全く燃えていなかったのだ。

『……なにあれ……なんで、燃えてないの？』

　ミューリも聖人ネックスの布を見て、不思議そうに呟つぶやく。

「ミューリ、あの布を」

　再度の言葉に、ミューリは気け圧おされたようにこちらの肩かたから爪つめを離はなす。しかし、なおも困惑したようにこちらを見つめているところに、きつい調子で言った。

「あの布を取ってきてください」

　ミューリは駆け出し、咥くわえてすぐに持ってくる。こちらの前に布を置きながら、不思議そうにしていた。

『全然……熱くない。金属って言ってた？　本当に金属なの？』

　鉄の類がすぐに熱くなることは、子供でも知っている。

　己の命を差し出そうとしていたイレニアも、気を削がれたように、布を見やる。

「隠かくされた扉とびらを開けた時、この布が覆おおいになっていましたよね」

　聖遺物の大敵はなにか。いや、そもそも守護聖人としての聖人ネックスには、どんな御ご利り益やくがあると言われていた？　糸が切れず、布が虫に食われず。そしてて、

「火事にならない」

　これは、本物の聖遺物なのだ。

　背筋が総毛立ち、泣き出しそうになった。

「これは……これは、神の御加護です！」

　その布を手に取り、確かめる。どこも焦こげておらず、ミューリの言うとおりに熱くすらなっていない。他の聖遺物の上にかぶせてあったのは、飾かざりではなかったのだ。

「覆おおいをかぶって中に隠かくれる案は採用しましょう」

　立たち尽つくすイレニアとミューリを見て、言った。

「ですが、全員生き残って、です」

　聖遺物の収められていた隠かくし穴に、スライたちが強ごう欲よくのために更さらなる大穴を開けていた。

　幸い、イレニアとミューリはどちらも小こ柄がらで華きや奢しやな女の子だ。三人でもなんとか収まることができそうだったが、問題は、穴が縦長のすり鉢ばち状だったことだ。

「イレニアさん、うつ伏ぶせは駄だ目め！　兄様はうつ伏ぶせになって！」

　底の部分は狭せまくなっていて、一人しか横たわれない。それにミューリやイレニアはどちらも華きや奢しやなので、下にして二人分の体重をかけたらそれが原因で圧死しかねない。

　結局、自分が下、ミューリとイレニアが上、ということになったのだが、ミューリはこの期に及およんでそんなことを言う。狭せまい場所で他の異性とくっついて、どうにかなるとでも思っているのだろうか。

「イレニアさんにも失礼ですよ……」

　呆あきれたように言うが、ミューリに飛び乗られ、言葉を繫つなげなかった。

「し、失礼します」

　イレニアも躊躇ためらいがちに、こちらの上に乗ってくる。それに、二人が上なのは、万が一聖人の布でも火を避よけられなくなったら、二人共に毛皮でなんとかすると言って聞かないからだ。

　背中に二人の少女の重みを感じながら、大の男が一番安全な場所にいることに複雑な気分だった。神はついに哀あわれな子羊に奇き跡せきを示したもうたが、そのお膝ひざ元もとで二人の娘むすめに乗っかられているこの破は廉れん恥ちな様を、必死に言い訳するかのように神への祈いのりを繰くり返かえす。

　すると、背中でミューリがくすくすと笑っていた。

「……どうしました？」

　尋ねれば、ミューリが鼻を鳴らして、こう言った。

「んん？　火が消えたら、あいつら全員に嚙かみついてやるのが楽しみだなって」

　死に際してもおしとやかに。

　自分は確かにそう言ったが、今は火をも通さぬ聖人の、その布で蓋ふたをされた穴の中。

　よもや神もここでは聞き耳を立てるまい。

「ほどほどにしてくださいよ」

「はあい」

　イレニアがそんなやり取りを聞いて、くすくすと笑う。

　デザレフの町では、あらゆるものが目まぐるしくその様相を変え、自分たちを翻ほん弄ろうした。

　だが、土は土に、塵ちりは塵ちりに還るのだ。真実は必ずや、その真実の形に戻る。自分の揺らぎかけた信仰もまた、形を取り戻した。

　火は相変わらず燃え続けているが、自分たちの行く道もまた、望みを繫つないだようだった。
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　火は夜半過ぎにだいぶ下火になったものの、誤算があった。それは余熱であり、パン焼き竈かまども薪まきが燃えた後の熱でパンを焼くほどなので、温度はそう簡単に下がりはしない。

　聖人の布は直接の火や熱を遮しや断だんしてくれはしたが、自分たちの隠かくれていた穴を取り囲むように迫せまりくる熱までは防ぎきれなかった。もう少し穴の中にいたら蒸むし焼やきになったか、喉のどの渇かわきで倒たおれていたかもしれない。

　そうならなかったのは、まだ部屋の隅すみで木の棚たなやらの残ざん骸がいがくすぶっている頃に、宝物庫の入り口が開いたからだった。

　たちまち流れ込んできた冷たく新鮮な空気を胸いっぱいに吸い込む間もなく、跳ね起きたミューリが即そく座ざに狼オオカミになって飛び出していた。自分たちがよろつきながら宝物庫から出る時には、あらかたの連中をなぎ倒し、ようやく追いついた時には、祭さい壇だんの下に隠れていた男をたっぷり脅おどかしながら引きずり出しているところだった。

　自分とイレニアで気絶した彼かれらを縛しばり上あげると、全部で八人ほどになった。張本人のスライは商館に戻もどっているのではとも思ったが、宝物庫の入り口の真ん前にいて、いの一番にミューリの洗礼を食らっていた。

　そのことにやや驚おどろいたものの、倒たおれているスライの目の下には大きな隈があり、その顔は昨晩とは見違えるほどにやつれていた。むしろ自分たちよりもよほど不安な一夜を過ごしたようだった。

　秘密の抜ぬけ穴あながあって今頃町に逃にげ出だしているのでは、と思ったのかもしれないし、あるいは、罪の意識にさいなまれていたのかもしれない。そう思ったのはなにもミューリに呆あきれられるお人ひと好よしの空想ではなく、スライの横には開かれたままの聖典が転がっていたからだ。

　隠れている者や逃げた者がいないことをミューリが確かめてから、大聖堂に併設されている炊すい事じ場ばで水みず瓶がめを見つけ、冷たい水を飲んだ。

　助かった、とほっとできたのは、ようやくその段になってから。安あん堵どの余りへたり込み、口も開けなかったのはイレニアも同じだったが、ミューリだけは違う。

　スライたちが持もち込こんでいた食べ物を見つけ出すや、両りよう腕うでで抱かかえていそいそとどこかに行こうとする。怪け訝げんな思いで声をかければ、まだ熱い宝物庫の石で、卵に塩しお漬づけ肉と、パンを焼いてくるとのことだった。聖堂の天てん窓まどからはうっすらと曙しよ光こうが差し込んでいるので、早めの朝食ということなのだろう。

　もはや怒おこる気力もなく、ミューリを見送ったのだった。

　それに、朝食よりも考えるべきことがあった。この後の始末だ。

　縛しばり上あげ、小部屋に押し込んでいるスライたちをどうしたものか。宝物を盗ぬすんだ犯人ですと参事会に突き出すのが常道だろうが、単純にそうしていいものか懸け念ねんがあった。

　そんなことを考えていると、大聖堂の扉を叩たたく音が響き渡わたり、心臓が跳ね上がった。

　ミューリは地下の部屋に行ってしまっている。他に頼れる者もおらずイレニアを見やったのだが、イレニアは大聖堂の正面入り口のほうを向きながら小首を傾かしげていた。

「……魚？」

　その呟つぶやきには心当たりがあった。急いで側廊を走って扉を開けると、そこにいたのは予想通りオータムだった。

「なんだ、無事ではないか」

　髪や髭ひげから水を滴したたらせて濡ぬれそぼったオータムは、肩に止まっている大きな鳥に視線を向ける。鷹たかのようなその鳥は、ぴいぃ、と甲高く鳴いた。

「火で責め殺されているかもしれないと言うから、山ほど水を飲んできたのだがね」

　それがどこまで本当かはわからないが、事情はなんとなく把握できた。

「地下室に閉じ込められ、火を放たれたのは本当です。神の御加護で、無事でした」

　仮かり初そめにも修道士を名乗っているオータムだが、憮ぶ然ぜんと肩をすくめるばかりだった。

　それから、自分たちを焼き殺そうとした火で作った朝食を嬉うれしそうに頰ほお張ばるミューリを交え、昨晩のあらましを説明した。オータムはスライたちの処しよ遇ぐうについて、離れ小島に捨ててこようかと物ぶつ騒そうな提案をする。その後はどこに逃げようと彼らの自由だと。

　逃げられればの話だがね、と注ちゆう釈しやくがつくものの、オータムの提案はそれでも穏おん便びんなものだったろう。

　なぜなら、彼らは自分たちに罪をなすりつけて殺そうとしたのみならず、大聖堂の宝を盗み出していた。参事会に突つき出されれば、どうあがいても縛しばり首くびは免まぬがれない。

　罪には罰を、と思うものの、スライが夜通し聖典を読んでいたらしいことを思い返せば、取り乱した末の暴ぼう挙きよだったとも思える。それにスライが犯人だと知られれば、デバウ商会のデザレフでの評判も地に落ちてしまうし、デバウ商会全体に飛び火しないとも限らないので、それは避さけたかった。

　かといって、無罪放ほう免めんはあり得ない。

　ミューリとイレニアはオータムの案に賛成で、温情を示そうとするこちらを見ると、呆あきれと非難が半々の目を向けられたが、自分にはもっと良い案がある。

　それを説明すると、ミューリはきょとんとしていたが、イレニアとオータムはむしろ慄おののいていた。

「そなたは時に残ざん酷こくだ」

「私も、それは……」

　二人の反応は大おお袈げ裟さだと思ったし、離れ小島への流刑に処すよりかは絶対有益なはずだ。

　そう主張すると、それ以上反論は起きなかった。

　ただ、ひとつだけ問題があった。その案にはオータムと鳥の協力が欠かせなかったのだ。

　鳥のほうはミューリから油の滴したたる塩しお漬づけ肉をもらって懐かい柔じゆうされたようだが、オータムは憮ぶ然ぜんとこう言った。

「私はそなたへの借りを倍にして返したと思って良いかな」

　すると、パンからはみ出た目玉焼きをすするようにして食べていたミューリは、唇についた黄身をぺろりと舐なめながら、オータムに笑いかける。

「足りない分は、私が穴を掘りに行くから、兄様に協力して欲ほしいな」

　北の島とう嶼しよ地域で人々の生活を支えるのは炭鉱であり、ミューリの鼻と爪を用いれば、新しい鉱脈をまた見つけられる。

　オータムはしばし損得の天てん秤びんを眺ながめた後、諦あきらめるようにため息をついていた。

「……仕方あるまい」

「よろしくお願いします」

　昨日から働きどおしにさせてしまっているオータムと鳥の出立を見送る頃には、水平線から太陽が顔を出そうとしていた。

「ふぁ～あ。お腹いっぱいになったら眠くなっちゃった」

　絶景を前に大あくびをして、ミューリは尻しつ尾ぽをばさばさ揺ゆらしていた。

「オータムさんたちが戻ってくるまで時間があるはずです。少し休憩しましょう」

　一晩中燃え盛る部屋の中にいたので、もちろん眠れなどはしなかった。ミューリはすでにうつらうつらし始めて、その体を抱きかかえるようにしながら聖堂に戻ろうとした。

　ふと立ち止まったのは、イレニアが海を眺ながめたまま動かなかったから。

　それも、日が昇る東ではなく、日の沈む西の方角を見て。

「西の果ての大陸に国を作るという話ですが」

　その言葉が出たのは、自分でも驚くくらい、唐とう突とつだった。

「あれはどこまで本気なのですか？」

　腕の中で溶けかかっていたミューリの身体が、たちまち強こわ張ばった。

　西の海を眺ながめるイレニアの顔は、半分が煤すすで真っ黒だ。

　振り向くと、不思議そうな顔をしていた。

「なぜですか？」

「あなたはボラン商会に仕えていますよね」

　海鳥が二羽、風に乗って岬みさきの下から飛び上がり、あっという間に空へと消えていく。

「そう、ですが、それが？」

「エーブ・ボランさんとは古い知り合いです。ボランさんが失った爵しやく位いを取とり戻もどすため、あなたは王子に取り入ろうとしているのでは？」

　イレニアは目を見開く。

　ただ、その後に見せたのは、困ったような笑えみだった。

「その考えがなかった、とは言いませんが……ボラン様は爵しやく位いなど望んではいませんよ」

　もちろんどうとだって言える。結局はイレニアの言葉を信じるかどうかなのだ。

　それに腕の中のミューリは、信じるべきだとばかりに、こちらの腕をつねってくる。

　気け圧おされたのは、そんなミューリのせいではない。

　イレニアがむしろ挑むような目で、こちらを見ながら不ふ敵てきに微笑ほほえんだからだ。

「なぜなら、ボラン様は西の果てに私たちの国が作られたら、そこと人の世界との貿易を独どく占せんするつもりなのですから。あの方は儲けのためにしか動きません。私に協力してくれたのも、憐あわれみではなく、金貨のためです。爵しやく位いなんてちっぽけなものでは、喜んでもらえませんよ」

　イレニアは、自分の主人が若返るほどの大おお儲もうけをもたらしたいと言っていた。

　そして主人に負けず劣らず、羊の皮をかぶった狼オオカミのようだ。

　そう思い、いや違うか、と考え直す。

「あなたは、羊の皮をかぶった羊ですね」

　きょとんとしたイレニアは、曖あい昧まいに笑う。

「褒ほめ言葉でしょうか」

「私は今後、羊のようだと言われても、誇ほこりに思うことでしょう」

　イレニアはくすぐったそうに笑っていた。

「私はもう少し景色を眺ながめています。お二人は先にお休みになってください」

　その言葉が気き遣づかいでないのは、挑戦的な笑えみを見れば明らかだ。

　私を信用していないのであれば、ずっと見張っていろと言わんばかり。

　腕の中のミューリはいよいよこちらの腕に嚙かみつこうとしていたが、逆に抱きすくめる力を強めてから、こう言った。

「では、お言葉に甘えます」

　もちろんイレニアは驚きなどしない。微笑ほほえみ、小首を傾かしげるようにうなずいていた。

　ミューリを促うながし聖堂に戻ったが、しばらくの間、ミューリは不ふ機き嫌げんだった。

　それはイレニアを疑ったこともそうだろうが、二人の言葉の裏になにかしらの思おも惑わくが含まれていたことが気に食わなかったのだろう。

　ミューリがどんなことで嫉しつ妬とするのかも、段々わかってきた。

「私が寝てる間、離れちゃ嫌いやだよ」

「はいはい」

　ミューリはまだなにか言いたそうだったが、不ふ貞て腐くされるような顔のまま、こちらに抱きついて目を閉じていた。寝息はあっという間に聞こえてきたし、こちらも疲れているのは同じだ。

　たちまち意識を失って、次に目が覚めた時には、お目当ての人物が目の前で苦笑いをしていたのだった。

「ずいぶん久しぶりです。勉学は進んでいますか」

　長い髭ひげに落ち着いた物もの腰ごしの、老ろう齢れいに差し掛かったその人物は、なお眠りこけているミューリを見ると好こう々こう爺やのように目を細めていた。

「失礼しました。御足労感謝します。ヒルデさん」

　すぐに居住まいをただし、ミューリもようやく目を覚ます。

　オータムと鳥に頼んで大陸から連れてきてもらったのは、北の地域一帯に勢力を広げ、今や太陽銀貨と呼ばれる通貨を打ち出すほどの大商会であり、自分たちの旅を支えてくれているデバウ商会の帳ちよう簿ぼを預かる大商人、ヒルデ・シュナウだった。

　イレニアは商人としてもちろんヒルデの名前は知っていたが、それが人ではないことに驚いていた。ヒルデは小さな兎うさぎの化身であり、その小ささもあって、デバウ商会の本店から鳥とオータムの連れん携けいで連れてきてもらったのだ。
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「話は道中に聞きました。私を呼んだのは正しい判断です。往年のロレンス殿どのを思い出しますよ」

　スライたちを閉じ込めている部屋のほうを見ながら、ヒルデはそう言った。

「デザレフの商館はあまりに儲もうけすぎていたので、怪あやしいと目はつけていたのです。抜ぬけ荷、つまり密輸か、なにかよからぬことをしているのではと調べていたのですが、まさか大聖堂からの盗ぬすみとは」

　ヒルデはため息をついて、頭を振っていた。

「彼らの扱いは私に任せてください。参事会に突き出しても縛しばり首くびが関の山でしょう。盗ぬすんだ宝の行方ゆくえを吐かせて、これからは弁済のために監かん視し下でたっぷり働いてもらうのが良いと思いますが、いかがですか」

　自分はもちろん賛成だが、イレニアとオータムは相変わらず気乗りしなさそうだ。

　その二人の様子に怪け訝げんに思っていると、ヒルデは肩を揺らして笑った。

「御安心を。鉱山で死ぬまで働かせるようなことはしませんよ」

「あっ」

　ガレー船の漕こぎ手と並んで、過酷な仕事に数えられるのが鉱山の仕事だ。鎖くさりで繫つながれ、肺病と落らく盤ばんに怯おびえながら働くよりかは、いっそ島流しのほうがまし。

　オータムとイレニアは、十分に寛かん大だいな心の持ち主だったわけだ。

　残るはミューリだが、自分たちを焼き殺そうとした火で朝食を作りがっついていたミューリは、興味ないとばかりに肩をすくめていた。

　ならばというわけで、一件落着のようだった。

　やれやれとため息をついていると、ヒルデは風の具合で漂ただよってくる焦こげ臭くさい匂においに顔をしかめ、こう言った。

「しかし、あんなところに閉とじ込こめられ火をつけられ、どうやったら無事に？」

　不思議そうなヒルデの問いに、あっと思い出したことがあった。

「聖遺物の御加護です。本物の聖遺物ですよ」

　自分たちの命を救ってくれたのに、すっかり忘れていた。喉のど元もと過ぎれば熱さ忘れる、などと冗じよう談だんでも言えなくなってしまう。

　だいぶ時間が経たったのになお熱を放つ宝物庫に急いで向かい、聖人の布を持ってきた。

「これです。聖人ネックスの布に救われたのです」

「ほう？」

　神の僕しもべとして誇ほこらしげに布を見せれば、ヒルデは小首を傾かしげてから、布を撫なで、ゆっくりとうなずいた。

　そして、こちらを見ると、その目は申し訳なさそうだった。

「コル殿どのの信しん仰こう心の篤あつさは、私も承知しているつもりです」

　そんな前置きの後に、こう言った。

「ですが、この布がコル殿どのたちを救ったのは、聖人の加護ではありません」

　えっと言葉に詰つまると、口を挟はさんだのは意外にもイレニアだった。

「この布はなんの布なのですか？　私もまったくその正体がわからなかったのですが」

　ミューリも不思議そうだったし、鯨くじらのオータムでさえ、やや興味を引かれているようだった。

　ヒルデはそんな自分たちを見回し、ひとつ咳せき払ばらいをして、答えた。

「鉱石です」

　すると、きょとんとしたミューリは笑いながら、ヒルデの腕うでを気安く叩たたいていた。

「ヒルデおじさん。兄様が信じちゃうよ？　兄様は、枝の先に羊さんが実るような植物があって、それから作られる布があるんだって言ってるくらいだもの」

　それは綿についてのひとつの俗ぞく説せつであって、とミューリを見やると、ヒルデはにこりともしなかった。

「いや、それに近いものですし、信じられないのも理解できます。しかし、世界というものは我々の想像や思おもい込こみを容よう赦しやなく粉ふん砕さいします。これは、石からできているものなのです」

　その手にあるのは、どう見ても布だった。

　だが、確かに火に燃えず、熱を通さなかった。普ふ通つうの布ではありえないし、金属とも違ちがう。

「石いし綿わたと呼ばれていまして、鉱山から取れます。デバウ商会の屋台骨は鉱山ですが、それでもこの品質の物には滅めつ多たにお目にかかれない。それを奇き跡せきと言えば、確かに奇き跡せきです。いや、良い物を目にしました」

　ヒルデは素す直なおに感心しているようだった。

　まさか石から織られる布があるなどと、西の果てに大陸があると知らされた以上に衝しよう撃げきだ。

　そんなことがありうるのなら、なんだって起こりうる。

　ミューリに至っては、驚おどろきのあまりにほとんど気を失っていた。

「では不出来な部下たちのことは私が引き受けました。皆みなさまは一度町に下りられて、休まれたほうがよろしいでしょう」

　一晩燃もえ盛さかる宝物庫にいたのだ。軽い仮眠程度では疲れもとれはしない。

　それに、最後に聖人ネックスの布の秘密を聞いて、ぐったりしてしまった。

　オータムは大きな石造りの建物が意外に気に入ったらしく、しばらく眺ながめているとのことだったので、自分とミューリ、それにイレニアの三人で大聖堂を出た。

　すると、外の景色は相変わらずの絶景だ。

　澄すみ渡わたった青い空に、潮の匂においを含ふくむ風。しかしその神秘さえ感じる光景にも、漁に出る漁船や、出航する貿易船、立ち働く港の人々の生活や、気ままに空を飛ぶ海鳥たちがいる。

　世界は驚おどろきに満ち、変化に富み、たったひとつの形に収まることなどないのかもしれない。

　ならば自分たちが動くことで、きっと良くなる部分もあろう。

　イレニアが語る西の果ての大陸のことや、クリーベンド王子を始めとした、王国の教会に対する真意は未いまだ決定的なことを言いづらい。

　だが、仮にそれらの事実が悪い方向に傾かたむいていたとしても、今ならば強く立ち向かえると、そんな気がした。

　ミューリと手を繫つなぎ、その様子をイレニアに微笑ほほえまれながら石段を下りていく。

　前方から人が来ることに気がついたのは、海鳥の群れが頭上を飛び抜けた後のことだ。

「ハボットさん!?」

　思わずその名を呼ぶと、思いつめたような顔でじっと足元を見ながら歩いていたハボットは、弾はじかれたように顔を上げていた。

「こ、コル様？」

　そして、ハボットはわなわなと体を震ふるわせると、その場に崩くずれ落おちてしまう。

　慌あわてて駆かけ寄よれば、ハボットは両手を組んで神への祈いのりを捧ささげていた。

「戻もどってきて良かった……私は、二度と神の前に立てなくなるところでした……」

　泣きそうになりながら呟つぶやくハボットに、こちらも聞きたいことがあった。

「ハボットさんは、スライさんと会ったのですね？」

「はい」

　ハボットは罪を告白するように、続けた。

「それで、金を受け取るか、今すぐ死ぬかと言われました。宝物庫の宝を盗ぬすんでいたのは、彼かれらなのですね？」

　ハボットはスライに金を渡わたされたか、最悪、殺されているというイレニアの考えは、正しかったわけだ。

「私が偽にせ物ものであることは先刻承知だったのでしょう。抵てい抗こうして、万が一参事会に駆かけ込こむことができても、偽にせ物ものの私の話は参事会も聞く耳を持たないと思いました。だから、私は金袋を摑つかみました」

　苦しげに話すハボットは、しかし、顔を上げた。

　なぜなら、彼かれは今、ここにいるからだ。

「私は金を受け取りましたが、頭の中はべつのことでいっぱいでした。あの宝物庫のことを知る者たちは私だけではありません。それに、宝が盗ぬすまれたのなら、宝を盗ぬすんだ犯人が必要です。彼かれらがどうするかは、すぐに予想ができました。私は羊飼いです。こういう時に誰だれが罪をなすりつけられるかは、よく知っているつもりです」

　災さい厄やくはいつだって、町の外からもたらされる。

　そして、自分やミューリ、それにイレニアは、町の人間ではない。

「このまま黙だまって逃にげるべきだと思いました。私はただの羊飼いです。ですが……」

　一晩思おもい悩なやみ、ハボットは逃にげなかった。石段を上る思いつめたような顔は、自分の中の正義のために、死ぬつもりさえあったからだろう。

　みすぼらしい布も、立派な箱書きと来歴を記した紙を添そえれば、聖遺物として売ることができる。そして、ハボットは偽にせ物ものとはいえ、司教服を着て何年も聖堂で過ごしていたのだ。

「あなたは立派な司教様です」

　その肩かたに手をかけ、こう言った。

「本物よりも本物です。私が、証言しましょう」

　ハボットはこちらを見つめ、太陽が眩まぶしかったかのように、苦く笑しようした。

「神がどうすべきか示してくださるでしょう。ですが、私は仮かり初そめに与あたえられたこの役を、どうにかやり遂とげたいと思います」

　司教役のハボットが戻もどれば、ヒルデも後始末がやりやすくなるはずだ。大聖堂にはデバウ商会を束ねるヒルデがいると伝え、同時に、ハボットが勇気を出して聖堂に戻もどってきたことをもう一度称たたえた。

　石段を上っていくハボットの背中は、堂々としたものに見えた。

　もう、羊飼いだと言われても誰だれも信じないだろう。

「噓うそから出た真？」

　ミューリがそんなことを言った。

「そうかもしれませんね」

　世の中は捨てたものではないと、穏おだやかな心持ちでそう返事をしたら、ミューリにぎゅっと手を強く握にぎられた。

「じゃあ、私も諦あきらめないでいようっと。羊飼いの人が司教さんに、石が布になるくらいなら、私が兄様……ごほん。兄様のお嫁さんになるくらい、わけないよね？」

「……」

　兄様、と二回繰くり返かえした時の不敵な笑えみと、その途と方ほうもない物言いに言葉を失っていると、イレニアが隣となりで楽しそうに笑っている。

「ま、ひとまず湯を浴びて広いベッドで寝ねたい！　疲つかれたよう」

「私の借りている宿で良ければ、すぐに部屋を御用意できると思います」

「イレニアさんの部屋で寝ねたいな。良い夢が見られそう」

　イレニアはちょっと驚おどろいたようだったが、笑え顔がおでうなずいていた。

「兄様もそれでいいよね？」

　勝手に話を進められるが、自分は子羊であり、相手は狼オオカミだ。

　肩かたをすくめるしかない。

　太陽は頭上にあり、海鳥は元気に鳴いている。

　今日も明日も良い一日でありますようにと、神に祈いのったのだった。


　あとがき

　Ｊさんドタキャンごめんなさい。

　という私信から始めなければならないくらい、今回は原げん稿こう遅おくれてしまいました。関係各所にもごめんなさい。

『狼おおかみと羊よう皮ひ紙し』の前のシリーズである『狼おおかみと香こう辛しん料りよう』も、三巻はプロット通りに全然いかなくて、そもそも登場人物の年ねん齢れいや立ち位置を大おお幅はばに変えて頭から書き直したり、苦心したことなどを思い出して、でも当時はきちんと締しめ切きりを守れた気がする……となって思い当たるのは、老い、かな……。もう以前みたいに締しめ切きり間ま際ぎわの踏ふん張ばりがきかないんですよね。『狼おおかみ』シリーズを初期から追いかけてくれている読者の皆みな様さま方がたの中には、うなずいてくれる人が多いのではないかと思います！　最近このシリーズに手を出したよというお若い皆みな様さまは、十年後にもう一度読み返してみてください。きっと理解してくれるはずです。そして私は、読者の皆みな様さまが十年後も本ほん棚だなから取り出してくれるような本づくりに努めていきたいと思います。

　うまいことまとまったのではないでしょうか。

　ところで、ついこの間、生まれて初めてテレビを買いました。テレビを見ないことが格好いい、と信じていた十代から、なんとなく買いそびれたまま今に至っていたのですが、コンシューマーゲーム面おも白しろそうだなあ、という誘ゆう惑わくに負けました。（それまでゲームはＰＣ向けばかり）

　で、今ってめちゃくちゃ画面でかくて、綺き麗れいなんですね。しかも有機ＥＬのテレビがついに出てて、もう少しで美少女が画面から出てくるのではないかと思いました。とはいえ綺き麗れいすぎてなんか目が疲つかれそうなのと、さすがにお高いので普ふ通つうのにしました。そこでもうひとつ驚おどろいたのですが、YouTubeとかNetflixが見れるんですね。仕様説明のところにその単語が並んでいて、最初意味が分かりませんでした。どうせネットにつなぐのなら、ブラウザもあればいいですよね。そしたらリモコン操作は大変なので、マウスもつけて、文字入力のためにキーボードもつけて、ついでに色々なアプリを動かせればいいんじゃないですかね？　ビッグビジネスの予感がします！　なんだか似たような装置をどこかで見たことがあるような気もしますが。

　なんにせよ、たまに電器店に行くと、世の中進んでいるなあと驚おどろきます。ＡＩの話も喧かまびすしく、ＡＩに小説を書かせている作家さんなどもいるようです。時代についていかねば……と焦あせる今日この頃ごろです。いや、時代の前に、締しめ切きりに遅おくれないことが大事ですよね。

　というわけで、こんなところで。

　また次巻でお会いいたしましょう。

支はせ倉くら凍い砂すな
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支はせ倉くら凍い砂すな

１９８２年12月27日生まれ。第12回電撃小説大賞≪銀賞≫受賞。周りが筋トレしまくっているので、つられて筋トレ始めました。十代の頃より筋肉があるのは間違いないのですが、お腹の肉が全く落ちないのです……。

[image: ]

イラスト／文あや倉くら 十じゅう

東京都在住、フリーで細々と活動中。

代表作は『狼と香辛料』挿絵他、『理想のヒモ生活』挿絵、VOCALOID『結月ゆかり』キャラクターデザイン等。


本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。

電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。

ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「支倉凍砂先生」係

「文倉 十先生」係

本書は書き下ろしです。


この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。



[image: ]


[image: ]電撃文庫

新しん説せつ 狼おおかみと香こう辛しん料りょう

狼おおかみと羊よう皮ひ紙しⅢ

支はせ倉くら凍い砂すな
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※2017年9月8日発行の電撃文庫『新説 狼と香辛料 狼と羊皮紙Ⅲ』初版に基づき制作
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